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漬願

摩

傑
作
浄
瑠
璃
集

二
四
八

解
　
　
　
題

正
讐

年
上

月
百

か
气

初
め
て
大
阪
の
集

塵
に
上
誉

れ
た
。
擬

は
近
松
門
左
衛
星

鬱

で
あ
る
。
(譲

礬

職
無

砦

鬣

礬
蕪
窺
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
か
い
だ
う

　

本

曲

は
巛果
林

子

鶴

催

の

一
で

あ

っ

て

、
五

卷

に
分

れ

て

み

る
。

其

の
中

で

第

一
の

、
「
海

道

の
港

の
戰

」
、
第

二

の
「
千

里
が

竹

」
.
第

三

の

「
獅

子

が

城

」

な

ど

は
最

も
名

高

い
。

竹
奩

で
は
・
羹

夫
の
元
祖
饗

騫

馨

・
正
徳
四
年
丸
写

冂
に
歿
し
て
か
ら
籔

竹
座
に
彫
せ
ら
れ
、
且
つ
後
難

に
就
い
て
も
撰

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ　
　　
　　
　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
　
　
　　
　　
　　
　　
　　
よ

起
し
て
み
ち

近
松
は
簔

擦

響

畫

ん
じ
・
蠏
籌

癸

夫
を
助
け
て
勢
を
鑠

さ
う
と
し
轟

超
し
、
犠

蠡

ら
し
詞
章
藤

り
、
以
て

本
曲
を
力
作
し
て
政
太
夫
に
與

へ
た
も
の
で
あ
る
。

實
　

　
　
説

本
曲
は
感

誰

と
其
の
子
欝

齋

ど
が
瀛

ざ

抗
し
て
饑

し
叢

近
の
史
實
に
響

,
纛

欝

纛

蕁

L
(
錦
文
流
の
淨
瑠
璃
。
元

祿
十
三
四
年
頃
の
作
か
)
申言

讀

ん

で

,
藝

術

化

し

た

も

の

で

あ

る

。

饗

功
(徽

Y

籤

襲

職
か
ら
呆

に
来
り
、
鐸

に
寓
し
て
ゐ
蠢

田
川
氏
を
器

、
森

四
姦

鞍

)
七
月
髏

珍

ま
-
け
た
.

誰

三
年
(
我
が
寛

永
七
年
)
鄭
噤

七
歳
の
時
、
父
か
ら
呼
ば
れ
て
否

を
嶷

し
、
福
建
省
謙

に
誓

、
去

歳
の
時
蕉

童

に
入
ろ
.
崇
撃

七
年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
ぺ
い

(清
の
順
ム而
元
年
。

我
が
正
保
元
年
)
流
塾

膩

京
師
を
陥
れ
、
明
の
鯊

帝
滯

蘿

り
、
明
の
幅
王
が
棗

幕

位
に
即
く
。
之
を
弘
光
帝
と
い
ふ
.
次
の
年
豆

ハ

南
京
を
陥
れ
・
弘
光
帝
蟻

掛
ら
れ
て
弑
さ
れ
る
。
是
に
於
て
璧

が
幅
州
で
帝
位
に
町

。
之
蠡

蘇

と
い
ふ
。
靉

功
(
二
+
二
歳
)
は
父
に
從
っ
て

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

し
ゅ
し
ゆ
ん
す
み

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

こ
く
を
ん
や

隆

武

帝

に
謁

し

・
藤

媛

騰

を
賜

は

り
忠

孝

伯

に
封

ぜ

ら

れ

た

の
で

、
人

呼

ん

で

國

姓

爺

と

い

ふ
。

朱
舜

水
が

初

め

て

日
本

に

来

た

の

も

こ

の

時

で

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

ミ
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん

る
。
弘
光
元
年
(隆
武
元
年
。
兆們
の
順
治

二
年
。
我
が
正
保
二
年
)
李
晟

は
清
兵
姦

っ
て
姦

じ
、
自
蓋

っ
て
死
す
。
隆
武
二
舞

龕

清
に
降
っ
て
北
京
に
嚢

さ
れ
、

成
功
の
母
は
泉
州
で
慰

し
た
・
成
功
は
義
摎

}弩

よ
う
と
し
て
欝

に
凝
る
。
亜

ハ逑
に
鵬

を
陥
れ
、
羅

帝
を
殺
す
。
永
暦
元
年
(黠

鄰



讐

)
永
明
王
が
廣
西
の
欝

黙

で
位
に
ギ

Q
靉

功
は
撃

奉
じ
て
南
馨

爨

し
、
燕

蠍
擬

っ
て
兵
を
進
め
、
泉
州
長

め
て
甕

姦

ろ
。
永
暦
三
果

懇

曠
)
饗

功
筵

枩

に
封
ぜ
ら
れ
、
兵
耋

し
て
霈

を
陥
れ
,
飜

を
伐
つ
。
永
暦
六
条

鰍
縣

)
靉

功
は
,
北
京

に
奮

父
讐

薩
か
ら
招
か
羹

が
、
義
を
守
っ
て
之
に
應
ぜ
す
。
永
暦
九
年
(我
が
明

暦
元
年
)
欝

砺
、
峯

鎭
・
婁

・
同
安

・
葉

叢

め
て
之
を
破

る
。
こ
の
年
波
は
書
と
物
と
を
呆

に
騨

。
永
摩

二
年
(我
が
萬

治
元
年
)
饗

功
(
訴

)
筵

李
郡
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
南
京
を
纛

び
よ
-
と
し
て
壷

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
し
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

を

北

方

に

進

め

る

。

そ

し

て

使

者

を

日

本

に

遣

は

し

て

書

と

物

と

を

膾

ろ

。

永

暦

十

三

年

鄭

成

功

瓜

州

を

破

り

、

鎭

江

府

に

克

ち

,

金

陵

を

攻

め

て

大

　

　

　

か
ん
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
ん
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
　
　
う

放

し

,

甘

輝

等

の

宿

將

概

ね

戰

死

し

た

の

で

厦

門

に

歸

る

。

永

暦

十

四

年

鄭

成

功

は

、

滿

漢

の

大

軍

を

金

門

灣

の

海

上

に
迎

へ
撃

っ

て

之

を

破

る

。

永

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ざ
かざ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち　　ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
け
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う
き

暦
+
五
年
(餓
鞍

鄭
芝
聾

は
、
北
京
で
斬
罪
に
處
せ
ら
れ
て
市
中
紜

さ
れ
,
永
羃

は
呉
三
社
に
生
捕
ら
れ
、
逑
に
明
の
帝
蘿

え
る
。
康
煕

元
集

餓
義

)
音

合

饗

功
纛

で
病
歿
し
た
。
年
三
+
九
。

　

　

　

　

　

あ
ざ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
ら
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
と

　

鄭

芝

龍

一

字

を

飛

黄

と

い

ひ

、

明

國

泉

州

府

南

安

縣

の

人

。

萬

暦

の

末

屡

ヨ

日

本

に

来

り

、

逾

に

車

戸

に

寓

し

て

m

川

氏

を

娶

り

、

成

功

及

び

七

左

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
い
み
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
　
と
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ふ
く
げ
ん
さ
ん
し
ゃ
う

衞

門

を

ま

う

け

た

。

天

啓

五

年

薹

灣

海

賊

の

首

領

と

な

る

。

崇

碵

三

年

都

督

に

任

ぜ

ら

れ

、

伺

十

三

年

福

建

參

將

に

任

ぜ

ら

れ

、

三

省

總

我

夫

將

軍

と

な
り
、
同
+
七
年
南
安
伯
に
封
ぜ
ら
れ
、
隆
武
元
集

餓
羅

)
爾

侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
然
る
に
彼
は
夙
に
鐵

の
非
な
ろ
姦

り
、
呆

に
鬣

を

請
-
て
得
す
、
志
を
響

に
箏

丙

通
し
、
隆
武
二
無

に
降
っ
て
北
京
に
嚢

さ
れ
、
永
擘

奉

(我
が
寛

文
元
年
)
北
京
で
奪

さ
れ
た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ
ら
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　て
い
ぜ
い
ニ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
な

　

田

川

氏

一

肥

前

國

李

戸

の

士
分

の

家

に

生

れ

、

鄭

芝

龍

の

妻

と

な

っ

て

、

天

啓

四

年

鄭

成

功

を

生

ん

だ

。

鄭

成

功

は

七

歳

の

時

支

那

に
渡

っ

た

が

、

孝
心
深
-
常
に
東
舞

し
、
袰

鐸

て
泣
い
て
み
た
の
で
、
讐

逑
に
意
を
決
し
、
隆
武
元
年
(我
が
正

保
ご
紐
)
餐

鑞
に
赴
い
た
。
同
二
年
満
車
が
鑿

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ　
い

し

て
輻

州

を
攻

め

た
時

、
鄭

芝
龍

は
清

に

心

を
寄

せ

て

み

た

の

で

、
安

海

に
あ

っ

て
故

意

に

戰

を
避

け

た

爲

、
敵

兵

泉

州

城

に
侵

入

し

,
鄭

芝

龍

の
泉

　
　

　

　

　

は
く
わ
い

州

の

邸
宅

も

破

壊

さ

れ

、

田

川

氏

も

こ

の
難

に
死

し

た

。

甘
輝

.鄭
成
功
腰

の
將
で
あ
る
。
永
暦
土

年
(我
が
明

暦
三
年
)
寧
彎

攻
め
て
、
清
齢

蕪

寄

る
。
永
擘

三
乗

鑿

礪
)
饗

功
の
軍
將
と
な

　
　

ち
ん
か
う
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　り
ゃう
く
わ
ほ
う

っ

て
鎭

江

府

の
戦

に
勝

ち

、
奪

い
で

金

陵

を

攻

め

る
時

、
鄭

成

功

が

甘
輝

の
謀

を
用

ひ

な

か

っ
た

爲

,

甘
輝

は
逾

に
清

將

梁

化
鳳

に
破

ら

れ

て

戦
死

を

　
　

　

　

　

　

國

性

議

会

戰

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

二
四
九



傑
作
淨
瑠
璃
集

二
五
〇

邂
げ
た
。

呉
三
朴
孛

は
長
白
・
難

の
人
・
崇
馨

間
叢

欝

妄

り
藩

軍
養

い
だ
功
に
よ
っ
て
譲

伯
に
封
ぜ
ら
れ
、
緜

墜

鎭
す
.
崇
華

七
矢

餓
糴

)
流
築

膩

京
師
を
陥
れ
、
毅
宗
帝
騰

に
彎

.
呉
三
桂
乃
ち
餮

を
強

請
ひ
、
鐸

藤
ゼ
破
っ
て
諸

王
に
封
ぜ
ら
湘
,
雲
南

蠡

す
・
永
暦
吉

姦

礦

)
永
羃

蠡

に
す
.
康
煕
+
二
籌

に
叛
い
て
兵
を
馨

、
蹠

鮮

に
雲
南
・貴
州
・
四
川
・湖
南
・廣
西
の
塑
ぜ
競

ち
,
周
帝

と
稱
し
看

官
を
置

い
参

、
康
熙
+
七
年
(
我
が
延

寶
六
年
)病
歿
し
た
。

影

　

　

　
響

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

つ
づ

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

わ
た

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
き
や
う
は
う

　

本

曲

は
非

常

な
好

評

わ
博

し

、

初

上
演

の
初

日
か

ら

享

保

二
年

の
春

ま

で

、

十

七

ヶ
月

に
亙

っ
て

大

入

を
續

け

た

と

い
ふ

。
「
南

水
漫

遊

」
拾

遺

卷

二

に
・「國
姓
馨

戰
の
爨

は
世
人
今
に
賞
美
な
す
・
近
松
氏
簿

箜

の
秀
作
な
り
・
纛

粟

年
+

百

朔
量

り
三
年
謦

+
七
ヶ
月
薙
難

り

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

く
ひん
え
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
う
ど

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

つ
と

し

・

二
度

目

は
享

保

五
年

子
正

月

二

日
よ

り

勤

め

、

三
度

目

は
同

+

六
年

亥

五

月

に
勤

め

、
四

度

目

は
寛

延
三

年

午

七

月

に
勤

め

、
其

の
後
數

度

興

行

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

お
ほ
あセた

に
及

ぶ

と

い

へ
ど

も

、

い

っ
と

て

も

大
當

り

な
ら

ざ

る

は
な

し
」

と
あ

る
。

か
く
も
人
気
を
堤

雛

は
・
そ
の
頃
支
那
で
起
つ
螽

芝
襲

読

史
寧

灘

,蝕

し
て
、
異
国
の
風
景
風
俗
な
ど
の
羅

ら
し
い
所
を
見
せ
、

且
つ
呆

の
美
風
濫
勢

髭

・
そ
し
て
其
の
主
会

欝

誓

呆

生
れ
で
,
常
時
な
ほ
喜
ば
れ
翻

簾

の
雲

で
あ
っ
九
。
其
の
上
に
人
惣

讐

も
場
面
の
變
化
も
轟

臺
遘
具
も
蘿

ポ
人
形
の
晦

奮

も
、
撫

っ
て
婬
か
つ
薦

で
あ
ら
つ
。

本
曲
の
好
評
に
磐

占
め
莚

松
は
・
引
纏
い
三

障
懴
蔘

舗

鞣
L
(羅

陛

麺

を
作
り
、
其
隻

、軅

攀

糀

讐

羅

難

鑷

)

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

げ
いぜ
い
こ
く
ぜ
ん
や

を
作

り

、
紀

海

音

も

ま

た

「
傾

城

國
牲

爺
」

を

書

い
た

。

歌
舞
伎
で
も

藤

欝

繕

L
が
・
享
保
元
年
禁

都
の
馥
鷹

藤

に
上
演
さ
れ
、
同
二
年
三
具

阪
の
嵐
大
三
郎
座

・
荻
野
八
重
桐
座
の
兩
座

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

じ
ゃ
う
え
ん

に
上

演

さ

れ

、

同

年

五

月
江

戸

の
中

村

座

・
市

村

座

の
兩
座

に
上

演

さ

れ

九

。

其

の
後

文

久

一一一年

正

月

か

ら

、
中

村
座

で

「
國

性

爺

合

戦

.」
が

.上
演

奇d

処

其
の
言

に
は
盂

対
座
で
「機

豢

鞍
上
を
黠

に
碓
駐

「惷

懸

髴

懸
㌢

上
攣

れ
、
羽
重

表

胃

に
侭
、
夏
に
之
磊



　

　
　

こ
く
ぜ
ん
や
　
り
　
は
つ
の
す
が
た
ム

い
た

「
國

性

爺

理

髪

姿

鏡
」

が
千

歳

座

に

上
演

さ
れ

弛
。

.騰

穣

鞣
しの
影
響
鬘

け
て
作
ら
れ
荒

説
に
,「犠

蕃

麟

誕
」(素
讀
四
民
安
齋

享
保
元
年
刊

)
,
「慇

諜

難

藩

」(報
讐

驪

)、
「癩
讐

蒹

讃
」
(
八
文
字
屋
.高
笑
撰

享
保
二
年
刊

)
、
「翫
審

籌

磐

驪
」
(饌

議

刊
)・
「礁

讌

」
(飜

編

髏
),
「懸

擁

護

(黐

蠣

驥

)、「懸

簸

蕎

」

(石
田
玉
山
撰

文
化
至
天
保
年
間
刊
)、
.離

漿

黙

鍵

鐸

罐

耀
)
、
「懸

催
繕

」(翻

轟

黼
撰
)、
.糠

欝

爨

繕

L(懸

軈
讐

な
ど
が
あ
る
.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は
ま
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
か
ん
ち
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　わ
　
と
う
な
い

「
斷

性

爺

合

戰

」

の

第

二

「
濱

傳

ひ

」

は

,

江

戸

の

大

原

寒

哲

に

よ

っ

て

謠

曲

に

作

ら

れ

、

「
和

藤

内

」

と

題

し

て

簧

暦

六

年

に

刊

行

さ

れ

旗

。

ま

た

第
三
「
獅
子
が
城
」
(樓門
)
は
、
長
崎
の
欝

黌

二
布
衞
門
に
よ
っ
て
鰻

さ
れ
、
其
の
文
は
.
南
水
漫
遊
L
拾
遺
卷
二
舞

っ
て
み
る
。
黙

禦

、
菓

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
く
ぜ
ん
や
　
き
　
ぜ
ん
ぐ
ん
だ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぎ
り
に
ん
ぎ
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
き
よ
　
ゑ

子

の

名

に

附

け

ら

れ

、

又

玩

具

や

著

物

の

模

様

に

さ

れ

た

事

は

、

「
國

性

爺

御

前

軍

談

」
の

序

文

に

見

え

、
人

形

店

の

飾

人

形

に

さ

れ

、

叉

浮

世

繪

に

描

　

　

　

　

　

　

　
こ
く
ぜ
ん
や
　
み
ん
て
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

か

れ

た

事

は

、

「
國

姓

爺

明

朝

大

卒

記

」
の

序

文

に

見

え

て

み

る

。

覲

今

で

は

「
千

里

が

竹

」

「
獅

子

が

城

」

な

ど

が

、

國

文

教

科

書

中

に

探

ら

れ

τ

み

る

こ

と

は

、

世

人

の

よ

く

知

る

所

で

あ

る

。

　
　
　
　
　
　
　
第

　

一

(騾
曠

露

のの
黼
)

登
場
人
物
の
主
な
者

　
　
　
.業

饗

,典
駄
蝉
難
細
論

麟

覊

灘

岡喫1示存茫 貝誉

鞣

鷲
(韃
靼
國
.
鎭
護
大
將
)

㌍

響

櫺

郎勁う
薫

儼

齧

の
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季
　

湖

　

　

　
　

だ
っ

　

　

　
　

韃

(
安

大
人

の
部
下
)

國

性

爺

合

戦

夫 ぶ

に
ん人

(思
余
烈
皇
帝
の
寵
姫
)

梵
(黼

憫
鸛

)

ば
う

方
(
李
蹈
天

の
弟
。

逆
伍
)

側

貌

酬

瓢
(呉
玉
桂
の
室
)

嬾
走

鰻
蕪

纖

)

二
五

一

●



傑
作
淨
瑠
璃
集

二
五
二

梗
　
　
　
概

諜

+
七
年
胃

上
旬
、
藤

+
七
代
崇

烈
幕

の
難

讌

餐

が
去
年
秋
か
ら
騰
掌

れ
・
こ
の
月
齢

雕
に
當
ψわ
の
で
繰

産
の
用
意
が

　

　
　

　

　

　

　

　

　

り
う
か
　
く
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
　
ち
　
づ
き

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

め
の
と

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

だ
っ
た
ム

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ぬ
い
ろ
く
かう

行

は
れ

、

呉

三

社

の
室

柳
歌

君

冷
始

め
数

多

の
官

女

に

、
御

乳

附

の
役

・
乳

人

。
侍

女

な
ど

の
任

命

が

あ

っ
た

。
折

節

韃

靼

主

順

治

大

王

か

ら
貝

勤

王

を

使
者
と
し
て
・
虎
の
皮
・嬲
の
皮
・南
海
の
舞

鶴
・
墾

國
の
構

膿
な
ど
の
瑳

齧

じ
古

が
妃
に
謙

漏

を
迎
へ
た
い
と
の
鰈

雷

込
ま

　

　
　

　

　

　

り
　
た
う
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
っ
た
ん
　
　
　
よ
し
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

べ
い
あしく

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

き
な

せ

た

。
右

軍

將

李
蹈

天

は

、

か

ね

て
韃

靼

王

に
款

を

通

じ

て
み

た

の
で

先
づ

冂

を

切

り

、
「
今

か

ら

四

年

前
飢

饉

の
際

、

韃

靼

國

か

ら
米

菓

數

百

萬

石

の

　

　
　

　

　

　

　

　

い
つ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
ま
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

の
づ

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ムトついしじゃニつ

救

助

を
受

け

た
」

と
僞

り

、
「
其

の

返

禮

に

彼

の
所

望

に
從

っ
て

、
華

清

夫

人

を
御

認

り

な

さ

る

。へ
き
だ

と
存

じ

上

げ

ま

す
」
と
奏

上

し

た
。

大
司

馬

將

　

　
　

　

　

た
い
ろ
う
で
ゑ
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ざ
も
と

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

だ
い
み
ん

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

て
る
ぢ
く

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

ロだ
ん
あ
く
し
ゅ
ぜ
ん

軍

呉

三

桂

は
待

漏

殿

に
居

て

之

を
聞

き

、

李

蹈

天

の
膝

元

に
進

み

出

で

、
「
大

明

に

は
五
常

五
倫

の
道

が

あ
り

、
天
竺

に
は
斷

悪
修

善

の
道

が

あ
り

、

日

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

だ
っ
た
ん

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

い
は
ゆ
る

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

そ
な
た

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

だ
った
ん

本

に

は
正

直

中

席

の
神

明

の
道

が

あ

る
。
然

る

に
韃

靼
國

に

は
道

も
無

く

法

も
無

く

、
所

謂

畜

生
國

で
あ

る
。
貴

方

は
我

が

國

が

韃

靼

國

か

ら
救

助

を

受

け

た

と
申

さ

れ

る
が

、
さ

や
う

な

事

は
疑

は
し

い
。

ま

し

て
飜
慮

も
計

ら

ず

、
織

惚

娠

の
厭

が
輕

冷

し
う
彊

び

手

に
渡

さ

う

と

い

ふ
献
顧

・

い
か

に

し
て
も
鸞

で
き
ぬ
。
畜
生
國
か
ら
の
環

讎

書

鄭

は
し
い
・
突

ど
も
ウて
叢

棄
て
よ
」
と
言
ひ
放
つ
・
鬆

贈
大
い
に
怒
り
・「
禦

塞

け
穿

ら
報
携

心
無
き
躁

こ
そ
、
無
法
無
道
の
國
だ
、
畜
生
國
だ
。
よ
し
一

念

軍
兵
を
蕎

け
て
・
馨

膳

箒

っ
て
莪

が
杢

の
脳

撒
に
す
る
」
と
て
、
席
を
鑾

て
て
歸
ら
う
と
す
る
。
藤

響

暫
-
お
待
ち
下
さ
れ
L
≒

聲
を
掛
け
て
之
舞

め
・「身

鋳

て
天

姿

ん
じ
・

國
の
撃

清
め
患

臣
の
鏃

を
御
覽
ぜ
よ
」
と
て
・
刀
銭

い
て
左
眼
を
撚
り
出
し
・
「
こ
れ
を
禦

中り
歸
り
下
さ
い
」
≒

懇

乗
せ
て
鬆

王
に

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

だ
っ
た
ん

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

か
う
ゐ

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

ち
か
ひ

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

ぽ
い
ろ
く

差

出

す

。
李

蹈

天

の

こ

の
行

爲

は
、

韃

靼

に

内

癒

す

る
誓

で

あ

っ
た

と

は
後

に
知

ら

れ

た

。
貝

勤

王

は

之

を
受

取

っ
て
押

戴

き
、
「
天
下

の
爲

に
身

を
捨

て
て
、
事

を
治
め
る
御
志
髏

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
諍

と
致
せ
ば
屡

迎

へ
取
っ
た
も
同
然
・
我
が
杢

も
さ
ぞ
餐

さ
れ
ま
せ
う
・
薯

の
我
も

面
目
に
存
じ
ま
す
。
こ
れ
で
お
曝
劃
す
」
と
い
ふ
。
皇
帝
は
呉
三
桂

・
李
蹈
天
の
兩
人
を
め
で
て
・
鏡
熱
購
に
入
り
給
ふ
・

明
察
な
き
皇
帝
は
、
盆
射

繋

念

臣
と
信
じ
,
か
ね
て
諜

夢

璽

妹
の
総

鬚

ぞ

彼
に
隴
塗

せ
よ
う
と
し
・

棗

義

じ
て
・
官

女
二
百
人
を
聾

し
、
梅
枝
を
彗

者
と
櫻
枝
を
持
つ
誉

の
二
除
に
分
ち
・
篠
蔘

さ
茎

・
そ
し
極

散
っ
て
籘

τ
ば
欝

郎譁

勝
と
し
・



　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り

た
う
て
ん
　

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ひ
あ
く

梅

散

っ

て

櫻

勝

て

ば

皇

女

は

李

蹈

天

に

嫁

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

と

定

め

た

。

然

し

皇

帝

は

前

以

て

梅

が

負

け

る

や

う

に

言

含

め

て

み

た

の

で

、

ま

ん

ま

と

櫻

　

　

　

　

　

　

　

　

ふ
う
り
う
ち
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
ぎ
ち
ら
　
　
　
　り
　
た
う
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
ロ

の

勝

と

な

る

。

こ

の

風

流

陣

の

騒

ぎ

に

驚

い

た

呉

三

桂

は

、

駈

附

け

て

梅

も

櫻

も

離

散

し

、

李

蹈

天

が

反

逆

を

抱

い

て

み

る

事

を

縷

々

と

述

べ

て

,

君

　

い
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ふ
んど
　
　
　
　
　り
　
た
う
て
ん
　
　
そ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ね
ん
こ
ろ
も
　
す
が

を

諌

め

た

。

皇

帝

憤

怒

し

、
「
李

蹈

天

を

猜

み

罵

る

汝

こ

そ

逆

臣

だ

」

と

て

,

呉

三

桂

を

蹴

る

。

呉

三

桂

は

な

ほ

も

皇

帝

の

御

衣

に

縋

り

附

き

,

涙

に

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り
　
た
　つ
て
ん
　
　
み
ち
び
　
　
　ほ
い
ろ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
い
　
う
ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

じ
ん
ぼ

れ

て

諌

め

る

。

こ

の

時

人

馬

の

音

騒

が

し

う

聞

え

、
や

が

て

李

蹈

天

の

導

き

で

貝

勤

王

が

、
大

軍

を

率

み

て

攻

寄

せ

九

。

餘

り

の

不

意

討

に

呉

三

桂

は

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り
う
か
　
く
ん
　
　
せ
んだ
ん
く
わ
う
に
よ
　
お
ん
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　き
ん
ぜ
ん
も
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　の
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
か

思

案

に

く

れ

た

が

覺

悟

を

定

め

、

逑

か

に

吾

が

妻

柳

歌

君

に

栴

檀

皇

女

の

御

供

さ

せ

て

、

金

川

門

の

細

道

か

ら

逅

れ

さ

せ

九

。

そ

し

て

自

ら

は

百

騎

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ふ
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
り

た
う
て
ん
　

り

か
い
は
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
　
　

き
さ
き
く
わ
せ
い
ぶ
に
ん
　
か
ら

足

ら

ぬ

手

勢

を

以

て

、

蒙

古

の

大

軍

か
拉

ぐ

。

其

の

聞

に

李

蹈

天

・
李

海

方

の

兄

弟

は

、

宮

中

深

く

入

っ

て

皇

帝

を
弑

し

、

后

華

清

夫

人

々

搦

め

て

引

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
と
も
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　そ
んが
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
は
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
ん
じ
ゅ

立

て

る

。

呉

玉

桂

は

其

の

場

に

後

戻

り

し

て

皇

帝

の

奪

骸

を

見

,

愁

歎

に

く

れ

な

が

ら

、

御

肌

に

召

さ

れ

た

皇

帝

の

御

位

の

し

る

し

の

印

綬

を

取

っ

て

ふ
と
ニ
う
　
　
　
　
　
　

り
　
か
い
は
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
り
す
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
く
　
　と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ど
り
　のヒ
　

ほ
こ
　
　
　
　
　
く
く
　
　
　
　
　
　
け
つ
ろ

懐

に
納

め

、
李

海

方

と

渡

り

合

っ
て

之

を
斬

棄

て

、
后

の
縛

を
解

い
て
御

手

を

引

き

、
妻

の
置

去

つ

た
我

が

嬰

兒

を
戟

の
柄

に
括

り
附

け

、
血

路

を

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

た
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
ち
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ぬの　
き
い
サゆサ　
　
　と

開

い
て
落

ち

延

び

、
海

道

の
港

に
辿

の
著

く

。
折

か

ら
后

は
敵

の
撃

出

す
彈

丸

に
中

っ
て

、

あ

へ
な

い
御

最

期

を
逑

け

ら

れ

る
。

呉

三
種

は

之

を
見

て

し
っ
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
り
な
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
な
い
　
　
お
ん
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
さ
き
　
　
　
　
　
　
　ひ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
さ

失
心
せ
ん
ば
か
り
に
歎
い
た
が
、
心
を
取
直
し
て
后
の
御
腹
を
切
開
き
、
胎
内
の
御
見
を
取
出
し
,
后
の
御
袖

を
引
ち
ぎ
り
。
之
を
押
包
ん
で
携

へ
,

敵
に
之
権

ら
れ
ぬ
や
-
に
、
我
が
兒
を
難

し
て
后
の
御
腹
に
拠

れ
、
涙
斧

ん
で
立
去
る
。
纔

蹴

鶴

響

　

り
う
か
　
く
ル　
　
ぜ
ん
だ
ん
く
わ
う
に
よ
　
お
ん
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
た
う
て
ん
　
　
き
む
ら
ひ
　
　
　
　
あ
ん
た
い
じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
う
だ
つ

　

柳

歌

肅

は

栴

檀

皇

女

の

御

供

し

海

道

の

港

口

ま

で

来

て

、

李

蹈

天

の

侍

大

將

安

大

人

の

追

撃

に

遭

ひ

、

敵

の

部

下

剛

韃

を

水

の

中

に

突

落

し

て
舟

　

　

　

　

ぜ
ん
だ
ん
く
かう
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　が
う
だ
つ
　
　
　
　
　
　く
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　あ
が

を

奪

ひ

,

栴

檀

皇

女

を

乘

せ

ま

る

ら

せ

、

自

ら

も

乘

ら

う

と

す

ろ

所

に

,
剛

韃

は

水

を

潜

っ

て

岸

に

上

り

、

二

十

騎

と

共

に

攻

寄

せ

た

。

柳

歌

君

乃

ち

　

　

　

　

　

　

き
り
は
ら
　
　
　
　
が
う
だ
つ　
　
　
　
　
　
　
ね
ぢ
ふ　
　
　
は
ね
か
へ　
　
　
　
い
の
ち
　
　
　
こ
ん
　
　
　
　も
み
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
う
だ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
つ
か
　
　
　あ
ま
た
　
　
　
ふ
か
で
　
　
　
　
　
　
　
　
も

力

戰

し

て

敵

を

斬

携

ひ

、

剛

韃

と

組

ん

で

捻

伏

せ

跳

返

し

、

命

限

り

根

限

り

揉

合

つ

た

が

、

逑

に

剛

韃

を

刺

殺

す

。

自

ら

も

數

多

の

深

傷

を

負

ひ

、
「
最

は
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
　
　
　
　
　
　
ふ
み
と
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　わ
き
　
　
　
　
　
　
　
わ
ん
の
が

早
こ
の
痛
手
で
は
御
供
は
叶
ひ
ま
せ
ぬ
。
妾
が
こ
こ
に
蹈
止
っ
て
押
寄
せ
ろ
敵
と
戰
っ
て
み
る
間
に
、
早
く
其
の
舟
で
沖

ヘ
ノ
＼

と
御
遁
れ
あ
そ
ば
せ
。

ニ
ん
じ
ゃ
う
　
わ
い
と
ま
マのもひ
　
　
　

ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ゅ
う
じ
ん
　
ぽ
ム
じ
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　み
　
ふ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
つ
し
や
う
　
　
　
ふ
な
ぽ
り

今

生

の
御

暇

乞

を
申

上

け

ま

す
。

南

無
諸

天
諸

佛

別

し

て

八

大
龍

神

、
萬

乘

の
君

の
姫

宮

の
御
舟

を
守

護

し
給

へ
」

と

合
掌

し

,
舟

梁

を

取

っ
て
押

出

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

く
わ
う
ま
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ゑ
そ
　
　
　
　
　
　
　ひ
と
し
ほ

せ
ば

、
舟

は
沖

へ
と
流

れ
行

く
。

舟

中

で

は
皇

妹

が

御

顏

に
袂

を
拝

堂

て

て
咽

び

入

る
。

濱

の
松

風

・
波

の
音

も
磬

添

へ
て

.

一
入

の
哀

れ

を
増

す
。

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

つ
ゑ
つ　
　
　
　つ
る
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
そ
や
ま
お
ろ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　な
　
　ロぴ　り
を

柳

歌

君

は
次
第

に
弱

り
行

く
身

を

,
杖

突

く

劔

に
支

へ
て
よ

ろ

め

き

な
が

ら

、
磯

曲

颪

に
亂

れ

る
髪

を
掻

上
げ

て

、
名
残

惜

し
け

に
見

塗

る
。

　

　

　

　

　
　

國
ご
牲

爺

合

職

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
二
五
三



傑
作
淨
瑠
璃
集

一一
五

四

評　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ふ
ん
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
つち
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　わ
か
れ

　

海

道

の

港

で

、

柳

歌

君

が

敵

軍

と

奮

戰

す

る

場

は

、

振

ひ

立

つ

烈

女

の

剛

勇

を

寫

し

て

、

痛

快

を

極

め

九

。

ま

九

其

の

柳

歌

君

が

姫

宮

と

別

を

告

げ

　

　

　

　

あ
い
し
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ま
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し
ょ
う
ら
い

ろ

揚

は

,

哀

愁

を
敍

も

て

読

者

の

胸

を

打

つ

。

そ

れ

等

の

背

景

に

濱

邊

の

情

景

を

織

込

ん

だ

其

の

妙

文

は

、

松

籟

・
波

の

音

と

共

に

、

と

こ

し

へ

に

響

く

で

あ

ら

う

。

○
港

口

海
道
の
港
口
。
臺
洲
府
對
岸
に
あ
る
。

○
遁

る

る

だ
け

遁
れ
得
る
た
け
遁
れ
よ
う
。

○

李

蹈

天

　

大
明
國
の
右
軍
將
。
韃
鎚
國
に
内
應
せ
る

逆
臣
Q

O
后
…　

大
明
十
七
代
思
余
烈
皇
帝
の
寵
姫
薬
漬
大
人
Q

O

呉

三
桂

　
大
明
國
の
大
司
馬
將
軍
Q
忠
臣
○

○

入
前

面
目
。

○

我

武

者

　
　我
を
張
る
武
者
の
義
Q
み
の
し
し
武
者
o

第

一

の

内

(
海
道
の
港
の
戰
)

地
目

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
た
き

　

り
う
か

く
ん
せ
ん
だ
ん
に
よ
　
　
い
ざ
な
　
　　
み
な
と
く
ち
　
　

お
ち
の
　
　
　
　
　

ぜ
ん
ご

　
柳
歌
君
栴
檀
女
を
誘
ひ
、
港

口
ま
で
落
延
び
し
が
前
後
に
敵
満
ち
一

た
う
、「
サ
ァ
是
迄
ぞ

※の
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
げ
　
　
あ
し
ま
　
　
　か
を
わ
　
　
　
　
フ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
　あ
ば
り

と
う
て
ん
　
　
さ
ふ
ら
ひ

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

侍

大

將

遁

る

丶
だ

け

」

と

、

茂

る

蘆

問

を

掻

分

け

て

身

を

忍

び

で

ぞ

隠

れ

居

る

、

李

蹈

天

が

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
※
　
　
　
※

あ
ん
た
い
じ
ん
　
　て

ぜ
い
む
き
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
か
け
よ
　
　
　
　
　
　
　
て
つ
ほ
う
た
し
か

き
さ
き

ご
　
さ
ん
け
い
　
　あ
た
　
　
　
　
　お
ぼ

安

大

入

、

手

勢

引

具

し

ど

っ

と

駈

寄

せ

、
　,今

の
鐵

砲

確

に

后

か

呉

三

桂

に

中

っ

た

と

覺

へ
し

L

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
き
さ
き
　
し
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
は
つ
に
ん

と

、

あ

た

う

を

見

廻

し

「、
こ

り

や

見

よ

、

后

を

仕

留

め

た

は

ハ
ァ

腹

を

切

裂

き

、

懐

姙

の

王

子

　
　

　
　

　
　
　

　

だ
て
　
　
　
　こ
　
さ
ん
け
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
て
　
　
　
　い
の
ち
お
　
　
　
　
　
　
　
き
や
つ
　
　な
ひ
と
ま
ヘ
ナ
た

迄

殺

し

た

、

忠

節

立

す

る

呉

三

桂

、

主

君

を

捨

て

名

を

捨

て

も

命

惜

し

い

か

、

彼

奴

は

人

前

廢

　
　

　
こ
の
う
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
う
か
　
く
ん
　
　
ぜ
ん
だ
ん
に
よ
　
　
た
つ
ね
　
　
　
　
　
　
ま
な
こ

く
は
　
　
か
う
み
や
う
　
　
　
　
　
　
フ
ロン

つ

た

、

此

上

は

彼

が

妻

の

柳

歌

君

、

栴

檀

女

を

昇

る

ば

か

り

眼

を

配

れ

高

名

せ

よ

」

と

、

四

方

　

わ
か
　
　
　
　
　
ゆ
く
ヵ
ぜ
　
　
　
　
　
が
う
ぜ
っ　
　
　
　
ぷ
が
　
む

し
ゃ
も
の
　
　
　
　
　
せ
ん
だ
ん
に
よ
　
　
め
し
と
り
ひ
と
り
　
ロ
て
　
が
ら

に

分

れ

走

り

行

、

中

に

も

剛

韃

と

い

ふ

我

武

者

者

、

い

で

栴

檀

女

を

召

取

一
人

の
手

柄

に

せ

ん

　
　

よ
う
ひ
　
　
　
　
　
み
の
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ま
　
　
　
お
　
ぶ
ね
　
　
さ
ほ
　
　
　
　
フ
シ
い
り
え
　
　
　
　
　
　
　こ
ぎ
ま
に
　
　
　
　
　
　
あ
し
　
　
か
げ
　
　
ロ　

と

、

鎧

の

上

に
蓑

打

掛

け

、

海

士

の

小

舟

に

棹

さ

し

て

入

江

々

々

を

漕

廻

り

、
「,此

蘆

の
陰

が
氣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

鏨



○

舟

端

を

踏

外

し

　

剛

韃
は
舟
端

を
踏
外

し
。

○

饅

み

掛

け
　
　
物
事

を

つ
づ

け
ざ
ま
に
す
る
。
　
.
今
宮

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ

の
心
中
し
上
之
卷

に

「,藁
向

を
四

つ
五
つ
軽

み
か
け
て
食

は

す

る
㌔

○

無

用

の
抜

駈

け
　

　剛
韃
め
が
カ
も
無
い
く
せ
に
、

無
用
の
拔
…駈
け
の
高
名
を
立
て
よ
う
ミ
し
℃
、
ぴ
宮
い
目
に

遭
は
さ
れ
た
、辷
の
・意
o

O
舟

迄

仰

付

け

ら

れ

た
　
自
分
∩柳
歌
書

等
の
乗
る

べ
き
舟
ま
で
天
か
ら
授
け
ら
れ
て
、
之

に
乗
れ
よ
、こ
仰
せ
付

け
ら
れ
た
Q

O

渡

り

に
船

　
も
っ
け
の
幸
ひ
の
喩
に
い
ふ
諺
。
「法
華

経
」薬
王
品
に
「
如
二獲
得
レ
瀦
、如
畿病
得
レ瞬断
、如
三
階
得
レ燈
」Q

O

船

中

に
隠

し
置

き

た

る

劔

　
剛
韃
が
船
中
に
隠

し
て
み
た
劔
o
彼
は
鎧
の
上
に
蓑
を
著
て
海
士
の
姿
に
變
裝

し
て
み
た
の
で
あ
る
か
ら
、
劒
も
隠
し
て
み
た
の
で
あ
る
o

O

そ

っ

ち
か

ら

當

が

う

た

此

劔

敵
の
落
し
て
み

た
の
を
拾
う
た
劔
な
れ
ぽ
、
か
く
い
ふ
o

○

岸

の
岩

角

切

先

に

岸
の
岩
角
に
打
付
け
た
刃
物

の
切
先
に
Q
「岸
し「切
先
」
ば
、
同
じ
昔
昔
に
よ
っ
た
、所
謂
頭

韻
法
Q

O

雷
冖光
石

火
　
　電
光
石
火

に
同
じ
。
極
め
て
短
い
時
間

に
踰
ふ
Q
そ
し
て
切
先
を
岩
角

に
打
付
け
}、發
す
る
火
に
い

ひ
か
け
た
o

國

聾

鎌

倉

戰

・つ
か
　
　
　
　
　
　
　
お
し
わ
く
　
　
か
い
　
　
さ
・き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り
　
　
　
　
ま
か
　
　
　
　
は
ね
か
へ
　
　
　
　

※
、一
な
ぽ
た
　
　
ふ
み
は
つ

遣
ひ
な
」
と
押
分
る
櫂
の
先
、
柳
歌
若
し
つ
か
と
取
力
に
任
せ
て
跳
返
せ
ば
、
舟
端
を
踏
外
し

ま

う
つ
む
　
　

　
　
色

　
　

　
　

　
　

　
　

　
地

う
き
あ
が

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
か
い
　
　
お
　
　

　
　

　※
た
、
　
　
　

　
　

　

5

眞

俯

向

け

に

か

つ
ば

と

沈

み

、

俘

上

ら

ん

と

す

る

所

を

櫂

も

折

れ

よ

と

疊

み

か

け

、

打

て

ば

沈

　

う
　
　
　
　
　
　
う
ち
　
　い
き
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
す
つ
ぼ
ん
　
　
　
ど
う
　
　お
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
シ
み
な
ぞ
ご
く
プ
　
　
お
ち
う

み

俘

か

め

ば

打

、

息

も

繼

が

せ

す

泥

龜

の

、

泥

を

泳

ぐ

が

如

く

に

て

水

底

潜

う

落

失

せ

け

う

、

　
　
　

地
※
　
　
　
　
取
け
が
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　お
ほ
せ
つ
け
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
せ
ん
ち
ゅ
う
　
か
く
　
　
お
唐

門,
エ
・
無
州

の
拔
駈
け
殊

に
舟
迄
仰
付

ら
れ
た
、
渡
う

に
航

と
は
此
事
L
と

、
船
中

に
隠
し
置

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
ま
み
　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
　

　

　

　

　
お

い
つ
く
　

　

　
は
い
あ
が

　

　

け
ん
と
つ
　
　
よ
こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

せ
ん
だ
ん
に
よ

た

る

劒

取

て

横

た

へ

、

栴

檀

女

を

乗

せ

參

ら

せ

我

も

乘

ら
・ん

と

せ

し

所

に

、

何

處

よ

り

這

上

う

　

　

が
う
だ
つ
よ
ろ
U
　
瓜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
こ
θ
つ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
　
　
　
　
　
　
　
お
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
そ

け

ん

剛

韃

鎧

も

濡

れ

し

っ

く

、

戟

提

げ

て

十

騎

ば

か

り

餘

す

ま

じ

と

追

か

く

る

、
「

ハ

ァ

忙

が

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
お
ひ
　
　
　
　
　
　
　
し
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ふ
な
ぞ
こ
　
　
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ

　

　

ら
ん

や
御
覧
候

へ
、
敵
手

ひ
ど
く
追

か
く

れ
ば
暫

し
防
ぐ
其
間
、
」船
底

に
隠

れ
ま
し
ま

せ
」

と
、
拾

　

　

　

　

　

　

　

　

フ
・ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
う
　
　
　
　
　
　
　
　ま
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
地
が
。う
だ
つ　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
つ
け
　
　
に
つ
く
　
　
　
　
　
　
　か
い
　
　
ぶ

　

　

け
ん
　
　
こ
し

　

　

　

　

　

　

　

け
ん
に

ひ
し
劔
と
腰
の
劔

二
刀
に
振

っ
て
待
か
け
た
う
、
剛
韃
程
な
く
駈
け
附

「
憎

い
女
め
、
櫂
で
打

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

ほ
こ
お
っ
と
り
の
　
　
　
　
　
つ　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん

　

　

へ
ん
ほ
う

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な
が
へ

っ

た

返

報

」

と

、

長

柄

の

戟

押

取

伸

べ

て

突

つ

掛

く

る

、
「
ヲ

・

そ

っ

ち

か

ら

當

が

ふ

た

此

劔

甲,」

　

　

　

　

　

　

へ
ん
ほ
う
　
　
　
　
　

き
つ　
　
ま
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
と
り
　
　
　
き
り
た
て
　
　
　
　
　
く
が
　
　
ま
ど
　
　
　
　あ
し
べ
　
　
か
も
め

つ

ち

か

ら

も

返

報

L

と

、

切

で

廻

れ

ば

十

餘

人

女

一
人

に

切

立

ら

れ

、

陸

に

惑

へ

る

蘆

邊

の

鴎

び
と
は
　
　
　
た
　
　
　
　
　
う
な
　
　
　
　
あ
り
　
　
い
た
で
　
　
　
う
け
　
　
に
ぐ
　
　
　
　
あ
り
り
う
か
　
く
ん
　
　
が
う
だ
つ
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　ふ
か
で
　
あ
け

一
例
も
立
た
す
計
る
も
有
、
痛
手
を
受
て
逃
る
も
有
柳
歌
君
も
剛
韃
も
、
數
ケ
所
の
深
手
朱
に

　

(齒
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

な
つ
　
　
ひ
と
む
ら
あ
し
　
　お
し
わ
け
　
　
　
　
　
お
ひ
い
り
お
ひ
こ
み
た
が
　
　
　
　ま
な
こ
　
　
　
　
い
り
　
　
　
　
　
ぜ
ん
こ
　
　
　わ
　
　
　
　め
く
ら
う
ち
き
し

成
て

一
叢
蘆
を
押
分
々
々
、
遊
人
追
込
互
ひ
の
眼
に
血
は
入
た
)
、
前
後
も
分
か
ぬ
盲
打
岸
の

い
は
か
ど
き
つ
さ
音
　
　
　※
ら
い
く
わ
う
せ
き
く
わ

い
の
ち
　
か
ぎ
　
　
あ
や
う
　
　
　
　
　
　
三
重
　
　
　
　
　
　
　
　地

が
う
だ
つ
ほ
こ
　
　
き
り
お
　
　
　
　
　
　
い
ざ

岩
角
切
先

に
、
雷
光
石
火
の
命
を
限
う
危
か
う
け
る
　
有
様
な
う
、
剛
韃
戟
も
切
折
ら
れ
、
縢

り
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
み
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
　
　
　

け
ん
　
　
も
ぎ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ぢ
あ
　
　
　
　
　
　

ふ

行
寄
っ
て
む
ん
す
と
組
柳
歌
君
が
持
た
る
劔
、
捩
取
ら
ん
ノ
丶
と
捩
合

ふ
足
を
踏
み
た
め
す
、

二
五
五



縄
贋
作

罵ぴ

瑠

璃
冖
雄
編

◇
子
を
連
れ
た
獅
子
ば
、
敵
に
出
會
つ
た
時
に
最
も
強
い
ミ

　
い
ふ
o
柳
歌
君
の
こ
の
剛
勇
も
不
思
議
で
は
な
い
o

O
姫

宮

樣

　
　
栴
檀
皇
女
を
さ
す
Q

◇
獅
子
王
の
如
き
烈
女
の
、
其
の
女
ら
し
い
詞
つ
き
、
何
、辷

　
も
言

へ
ぬ
親
し
み
を
咸
じ
る
O

(∪
抜
群
ち

仏棚
へ
　
　逃
伊
給

へ
。

○

諸

天
　
上
界
の
諸
騨
。

○

八
大

龍

神

　
ω
難
陀
龍
王
、
ω
跋
難
陀
龍
王
、
㈲
娑

羯
羅
龍
王
、
㈲
和
修
吉
龍
王
、
①
徳
叉
迦
龍
王
、
㈲
阿
那
婆

達
多
龍
王
、
ω
摩
那
斯
龍
王
、
㈲
侵
蝕
羅
龍
王
。
こ
こ
の
文

は
、
海
上
安
穏
な
れ
ミ
希
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
龍
神
に
所
つ

た
の
で
あ
る
。

○

萬

乘

の
君
　

帝
王
を
い
ふ
。
吉
は
戰
に
車
か
用

ひ
た
。

故

に
封
地
の
大
小
を
車
敷
で
示
し
た
。
兵
車
萬
乘
は
天
子
を

い
ふ
Q

O

涙

し

を

る

る

栴
檀
皇
女
が
し
を
れ
て
涙

に
く
れ
る
o

「
し
を
る
る
汐
風
し
は
頭
韻
法
Q

O

・友

千
鳥

　

　群
れ
る
る
千
鳥
。
こ
れ
に
「友
、こ
せ
ん
し
を

い
ひ
か
く
Q

、

○

生

死

の
海

は
渡

鳥

ど
も

　

今
ま
で
は
娑
婆
の
世

に
長
ら
へ
た
れ
燈
も
の
意
o
迷
界
の
衆
生
は
必
ず
生
死
の
苦

を
受
け
る
○
生
死
の
苦
は
際
涯
な
き
を
以
て
、
こ
れ
を
海
の

深
藍
な
る
に
瞭
…
へ
て
、
「生
死
の
悔
しミ
い
ふ
o
こ
れ
に
生
死

の
境
に
出
入
し
た
意
を
き
か
し
た
o
「千
鳥
」
「海
し
は
縁
語
o

O

夫

　

英
三
桂
を
い
ひ
、
海
道
の
港
か
ら
何
方

へ
か
落
ち

延
び
た
。

○

子

海
道
の
港
で
、
帝
王
の
子
の
身
が
は
り
く・
な
っ
て

父
に
御杖
さ
る
o

二
義
六

の
け
さ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
89・　

の
つ　
　
の
つ
か
臨　
　
　

さ
し
と
ほ
　
　
さ
し
と
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
を
き
つ

仰

様

に

か

つ

ば

と

伏

す

直

に
来

て

乘

懸

り

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刺

通

し

刺

通

し

首

ふ

つ

丶
と

掻

切

て

、

に

つ

こ

と

　
　
　
　
　
　

フ
シ
う
れ
　
　
　
　
た
ぐ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
が
　
　
　
な

笑
ひ
し
心

の
内

嬉
し

さ
類

な
か
h
ノけ
・9
、
「
な
ふ
ノ
丶

姫
宮
樣
御
身

に
は
怪
我
も
無

か
っ
た
か
、

　

　

　

　

ま
も
そ
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
き

舟
は
共
催
其
處
に
か
」
と
、
よ
う
ぼ
ひ
寄

っ
て

「
此
體
で
は
船
中
の
お
供
は
な
ら
ぬ
、
叉
敵
が

　

　

く
　

　

　

　
　

　

　

　

　

か
な
　

　

　

　
う
し
ほ

ま
か
　

い
つ
く
　

　

　
お
ち
　

　

　

　
お
き

寄

せ
氷

れ
ば
も
う

ど
ふ
も
叶

は
ぬ
、
潮

に
任

せ
何
國
迄
も
落
給

へ
、
沖

へ
舟

の
出

る
ま
で
は
此

　

　

　
く
が
　
　
ひ
か
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　ぎ
　
よ
せ
　
　
　
　
　
　
　

い
の
ち
　
　
　
う
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
う
じ
ゆ
う

ど
　
　
　
た
い
め
ん

女

が
陸
に
控

へ
た
、
敵

何
萬

騎
寄
た
り
'と
も
命
限
り
腕
限
う
、

さ
り
な

が
ら
主
從

二
度

の
封
面

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　

こ
　
え
ん
　
　
い
の
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
い
ぶ
ん
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　　
ツ
　
な
　
む

し
よ
て
ん
し
コヒゑ
ぶ
つ
べ
つ
　
　
　
　
　
み
　
　
　り
う
じ
ん
　
　
に
ん

は
御
縁
と
命
ば
か
)
そ
や
、
随
分
御
無
事
で
く

、
南
無
諸
天
諸
佛
別
し
て
は
八
大
龍
神
、
萬

ぜ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
ふ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
な
に
り
と
つ

な

お
し
だ
　
　
　
　
　
ぬ

お
り
　
　
　
　
ひ
を
し
ほ
　
　
な
　
ご
り

乘

の
君
の
姫
宮
の
御
舟
を
守
護
し
給

へ
や
」
と
、
舟
梁
取
て
押
出
せ
ば
、
折
し
も
退
汐
の
名
殘

　

　

　

　

せ
ん
だ
ん
に
よ
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ほ
か
ぜ
　
　
り
う
じ
ん
な
う
じ
ゅ
　
　
お
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
か
　
　
　
　

ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
や
す

を

何

と

栴

檀

女

、

涙

し

ほ

る

丶
汐

風

に
龍

禪

納

受

の
沖

つ

風

、

沖

を

遙

に

流

れ

行

「
あ

ら

心

安

　
　
　
　

(無
.)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

う
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
へ
　
　
い
のき
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
れ

な
と
も
ち

ど
り
し
や
う
じ

や

嬉

し

や

、

よ

し

此

上

は

生

延

び

て

も

我

身

一
つ
、

死

ん

で

も

誰

を

友

千

鳥

生

死

の
海

は

渡

れ

　
　
　

な
つ
ま
　
　
ゆ
く
ゑ
　
な
　
　
　
ゆ
く
ゑ
　
　
　
　
　
　
ゆ
く
ゑ
　
　
　
お
ぼ
っ
か
な
み

ば
う
を
よ
　
　
　
　
　
　
こ

ど
も
、
夫
の
行
方
子
の
行
方
、
君
が
行
方
は
覺
束
波
の
浮
世
の
海
を
越

へ
か
ね
し
、
渡
う

か
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(爆
)

　
　

い
　

　

い
　

こ
の
　

　

　
,
※
は
や
て

ぷ
ね
　
※
　

　

う

か
い
ぶ

ゆ
う
　
か
ち
　

　
お
れ
　

　
お
　

　

お
き
　
な
み

し

と

言

は

ば

言

へ
此

、

一
心

の
疾

風

舟

、

仁

義

の

艪

櫂

武

勇

の
楫

は

、

折

て

も

折

れ

ぬ

沖

つ

波

でるぬ
せ
く
　
　
　と
き
の
こ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
ぎ

す
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
る
か
た
　
　
　

い
そ
や
ま

寄
來

る
鯨
波

か
」

と
て
、
劔

に
縋

っ
て
た
ち
ノ
丶

一

、
よ
う
ノ
丶

よ

う
ぼ
ひ
等
方

の
、
磯
山

お
ろ
し
　
　
　
　

み
だ
　
　
　
　か
み
　
　
か
を
あ
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
ら
　
　
　
　た
つ
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
か
ん
　
　
　
　て
　
ほ
ん
か
み
ふ
で

颪

松

初
風
亂

れ
し
髪
を
掻

上
て
、
あ
た
う
を
睨
ん

で
立
た
う

し
、
和
漢

女

の
手
本
紙
筆

に
も
、

　
　
　
つた
へ

寫
し
傳

け
う
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I　　　　　　　　　
　　　　　　　　I

　

○

浮
世
の

海
を

越
え

か

ね

し

　
現
世
に
天壽

を
全　うしかねて、非業の死を逾鋳た。　　　はやてぶ惹　()疾風舟　　　疾風に追はれて走る舟Q以て逸∩は

■一

.

や
U

る
一

心
を

蔵
し
て
み
る

身
に
喩
ふ
oO仁義の艪櫂…折れぬ　仁義

武
勇
を

勵
ま
う
に
も
、

身
に

深手を負うてみて、其の働きが出∵來ないが、それでも、心はひるま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰻

す
の

意o

こ
こ
の

丈
は
、

「波

」
「淨

」
「

海
」
「

越
え
し
「渡

り
」

「疾

風
舟
」「艪櫂」「撰し「折れ」「沖つ波」、いつれも縁語で續けた。◇濃松風の中に立つ烈女の姿、碧しい限りである。

第

二

(
平
戸
の
濱
邊
。

千
里
が
竹

)

登
場
人
物
の
主
な
者

　
　
　
　
繋

螢

議.鰹

簸

聡
は罷
の
疇

.)

ボ

　

膨
(車
戸
の
漁
夫
の
女
。

和
藤
内
の
妻

)

褫

襤

鑷
う
鱶
(螺
不離

の
)

　
　
　
　
巻

.}.

く獻
(驪
黏

鑠

製

紙

)

葛

.】.
氈
.の

轟

常

額

の
女
.)

究

藩

邸
(攀

の
大
將
)

　

　
　
　

ぜ
　
　
　
こ
　
　
　
お
ほ
　
　
ぜ
い

　

　
　
　

勢

子

　

大

勢

梗

　

　

　
概

　

　
　
　
　
　

み
ん
こ
く
　
　
　
　
　
た
い
し
　
た
い
や
　
て
い
し
　
り
ょ
う
　
　
　し
　
そ
う
れ
つ
く
わ
う
て
い
　
　
　
　
　
　
い

　

〔
濱

傳

ひ
〕

　

　
　
　
　
　

明

國

の
忠

臣

大
師

大
爺

鄭

芝

龍

は

、
思

余

烈

皇

帝

を
諌

め

て
容

れ

ら

れ

な

か

っ
た

の

で

、
去

っ
て
肥

前

國

松
浦

郡

平

戸

に
渡

り

,

名

を

ら
う
い
つ
く
わ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
と
　
　
　
　
わ
　
と
う
ね
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
つ　
　
め
ま

老

一
宜

と

改

め

、

卒

戸

の

浦

人

の

女

を

娶

っ

て

和

藤

内

を

儲

け

た

。

和

藤

内

は
平

戸

の

漁

夫

の

女

小

睦

を

娶

り

、

夫

婦

共

に

漁

業

に

從

事

し

て

み

る

。

稈
際

二
+
歳
の
査

の
多

,
備
中
饗

篠
ひ
魚
籠
螽

ぺ
て
、
小
睦
と
共
に
濱
邊
に
出
で
・
汐
の
纛

驫

婆

て
色
々
の
貝
を
拾
ふ
・
折
雛

が
.蛾
が

難

う
と
し
て
.蛾
り
の
貝
殻
に
挟
ま
れ
、
互
に
爭
ふ
を
響

眺
め
て
・
兩
讐

翳

せ
て
其
の
肇

討
つ
と
い
畫

滂

奥
羹

悸

・
そ

し
て
彼
は
、
今
明
國
と
鯔
鰈

と
擧

へ
る
に
獲

て
唐
土
菠

り
・
こ
の
二
國
を
饗

し
よ
う
と
箋

麁

ら
し
た
・
小
睦
纏

と
.蛾
。
と
の
爭
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

にが

見

て
を
か
し
が
り
、
走
り
寄
っ
て
引
分
け
逃
し
て
や
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

國

性

爺

合

戰

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
.
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二
五
七



　

　

　

　

　

　

傑

作

浄

瑠

璃

集

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

五

八

　

も
ろ
ニ
し
ぶ
ね
　
　
　
　
　
　
　しぐ
れ
　
も
　
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
と
う
な
い
　
　
　
　
　
　
い
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
う
　
　
き
　
ち
よ

　

〔
唐

土

舟

〕
　

室

が

時

雨

模

様

と

な

っ

た

の

で

、

和

藤

内

夫

妻

は
急

い

で

歸

ら

う

と

す

る

。

こ

の

時

洲

崎

の

方

に

二

八

ば

か

り

の

唐

の

貴

女

を

乘

せ

た

　

　

へ
う
ち
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
し
ま
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
ほ
ぼ
ぜ
　
　
　
　は
やゆぬう
も

舟

が

漂

著

し

た

。

や

が

て

其

の

貴

女

は

舟

か

ら

濱

邊

に

下

り

立

ち

、

和

藤

内

夫

妻

を

見

て

麾

く

。

其

の

愁

に

沈

ん

だ

あ

で

や

か

な

顏

容

は

、

羽

衣

を

　

　

　

あ
き
　
　
を
と
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　わ
　
と
う
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　そ
ば
　
　
　
　
　
　
ニ
　
む
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
け
　
　
わ
か
　
　
　
　
し
っ
と
　
　
　
も

失

っ

た

天

つ

乙

女

の

如

く

で

あ

る

。

和

藤

内

走

り

寄

っ

て

、

互

に
唐

語

で

語

り

合

ふ

を

、
側

で

聞

く

小

睦

は

何

の

事

や

ら

譯

は
分

ら

す

嫉

妬

に

燃

え

た

.、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み
ん
て
い
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
だ
ん
く
わ
う
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　へ
う
ち
や
く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ
か

　

　

　

　

　

　

む
か

和

藤

内

は

妻

に

對

ひ

、
「
こ

の

御

方

は

以

前

父

が

仕

へ

た

明

帝

の

御

妹

宮

栴

檀

皇

女

と

申

上

け

、

國

の

亂

を

避

け

て

こ

の

地

に

漂

著

さ

れ

た

。

父

に

こ

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

事

を

知

ら

せ

て

早

く

呼

ん

で

來

い
」

と

い

ふ

。

小

睦

は

か

ね

て

父

か

ら

明

帝

の

話

を

聞

い

て

み

た

の

で

、

直

ち

に

合

黙

し

、
「
御

い

た

は

し

ゃ

、

こ

の

地

　

お
ん
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
う
じ
ゆ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
い
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す
ゑ
よ
し

に

御

著

な

さ

れ

た

も

、

蠢

き

せ

ぬ

主

従

の

脚

線

で

あ

り

ま

せ

う

。

只

今

父

を

呼

ん

で

ま

み

り

ま

す

」

と

て

、.
急

ぎ

歸

る

。

老

一
宮

夫

妻

は

松

浦

の

住

吉

　

　

ま
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し
　
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　み
ん
て
い
　
　
　
　
　
て
い
し

り
よ
う

肚

に

詣

で

て

歸

る
途

で

,

小

睦

に

逢

っ

て

仔

細

を

聞

き

、

栴

檀

皇

女

の

所

に

行

っ

て

禮

拜

し

、

「
私

は

明

帝

の

舊

臣

鄭

芝

龍

で

あ

り

ま

す

」

と

て

、

皇

　

　

　

　

　

　

み
　
　
　
う
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
こ
く
　
　
　
　
　
　り
　
た
う
て
ん
　
　
　
　
　
　だ
っ
た
ん
え
び
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
　
　
　
　
　
　
　
　のね

女

と

共

に

互

に
身

の

上

を

語

り

合

ふ

。

其

の

話

に

よ

っ

て

、

明

國

は

逆

臣

李

蹈

天

の

爲

に

韃

靼

夷

の
侵

す

所

と

な

り

,

思

宗

烈

皇

帝

械

殺

せ

ら

れ

、

臭

き
ん
け
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
う
ち
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
う
た
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し
ぎ
　
　
は
ま
ぐ
り

玉

桂

夫

妻

の
忠

節

に

よ

っ

て

、

皇

妹

が

こ

の

地

に

漂

著

さ

れ

た

由

を

知

り

、

皆

愁

歎

に

く

れ

る

。

和

藤

内

は
既

に

鶺

と

蚌

と

の

爭

を

見

て

、

軍

略

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

え
き
　
　
あ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　き
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サゆね　
さ
ん
け
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
た
う
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ろ
ぼ

奥

義

を

悟

っ

て

み

た

上

に

,

易

を

按

じ

て

明

國

に

向

ふ

の

吉

で

あ

る

を

知

り

、

「
こ

の

上

は

呉

三

桂

と

共

に

義

兵

を

擧

げ

、

李

蹈

天

一
味

の

逆

賊

を

滅

　

　

　

　

　

　

な
で
ぎ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
る
が
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の

　

　

だ
っ
た
ん
え
がトす

し

,

韃

靼

夷

を

撫

斬

に

し

て

大

明

の

世

に

飜

し

、

凱

歌

を

上

げ

よ

う

」

と

、

勇

み

立

つ

た

。

父

も

大

い

に

感

じ

、

「
オ

・
頼

も

し

い
」
と

て

、

直

ち

に

　

　

　

　

　

　

　

　

て

は
ず

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ふ
な
で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
こ

む
つ

同

意

し

,

親

子

三

入

手

筈

を

定

め

、

老

】
官

夫

妻

は

肥

前

藤

津

の

浦

か

ら

船

出

す

る

。

和

藤

内

は

平

戸

の

浦

か

ら

船

出

し

よ

う

と

す

る

。

小

睦

は

夫

が

ぜ
ん
だ
ん
く
わ
う
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ん
ゑ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
れ

栴

檀
皇

女

と

共

に
乘

船

し

て

、
自

分

を

置

去

り

に

す

る

も

の

と
思

ひ

憤

怨

す

る
。

和
藤

内
乃

ち
後

事

を
依

頼

し

て
皇

妹

を
托

し

、
別

を

告

げ

て
船

を

押

　

　

　

　

　

　

な
ぎ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
は
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
ま
だ
　
　ゆ　
　
　
の
び
あ
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　く
も
ぎ
り

出

ず

。

小
睦

は
渚

に
立

っ

て
離

れ
行

く

夫

の
般

を
望

み

、
巖

に
駈

登

り

足

を

爪

立

て
て

延

上
り

、
手

拭

を

振

り

聲

を

あ

け

、
船

が

雲
霧

に
隠

れ

る
ま

で

な

　

ロの
　り

を

名

残

惜

し

げ

に

見

逸

る

。

　

せ
ん
り
　
　
　た
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
か
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ほ
ぢ
　
　
　
お
し
き
　
　
　
　
　み
ん
こ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
し
り
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
む
か

　

∩
千

里

が

竹

〕
　

老

一
宮

親

子

の

船

は

、

神

風

に

乗

じ

八

重

の

潮

路

を

押

切

っ

て

明

國

に

安

著

す

る

。

鄭

芝

龍

は

妻

子

に

對

ひ

、
「
明

國

は

戰

亂

の

爲

に

　

　

　

　

　

き
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヒのも　
さ
ん
け
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
け
い

昔

と

攣

り

、

舊

知

の

者

も

ど

う

散

っ

た

や

ら

尋

ね

や

う

も

な

く

、
忠

臣

呉

三

桂

の

生

死

も

知

れ

ね

ば

、
た

よ

る

べ

き

方

も

な

い

。

た

だ

思

ひ

出

す

は

天

啓

　

　

ニ
　
こ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　セ　
　
　
　
お
き
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
し
き
　
　
　
　
て
ん
た
う
さ
キ

五

年

故

國

を

去

っ

た

時

、

二
歳

に

な

る
娘

を

置

去

り

に

し

た

。

其

の
娘

の

母

は
難

産

で

死

℃

、

父

母

の

顏

も

知

ら

ぬ

孤

兒

が

、

天

道

樣

の

御

恵

み

を

受



　

　

せ
い
じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
し
　
し
　
　
　
　
　
　
　ひ
じ
ダ
う
を
ん
か
ん
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
し

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

じ
ゃ
う

け

て
成

人

し

、

今

は

獅

子
が

城
主

五
常

軍

甘

輝

の
妻

と

な

っ

て
み

る

と
聞

く

。
頼

む

は

こ
れ

ば

か

り

。

其

の

獅

子
が

城

ま
で

道

の

程

百
八

十
里

あ

る
。

墾

三
人
響

っ
て
は
人
も
怪
し
ま
う
。
我
脱
却
導

か
へ
て
拶

行
く
か
ら
・
お
前
た
ち
は
禦

泰

い
・
こ
れ
か
ら
先
は
郵

鶴

と
て
・
虎
の

　

　

お
ほ
や
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
う
ん　

す
　
　
し
ん
や
う
　
え

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

と
う
ぽ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

せ
き
へ
き

居

る
大
藪

が

あ

る

。

そ

れ

を
過

ぎ

れ

ば

猩

々

の
栖

む

薄

陽

の

江

、

其

の

先

は
昔

東

坡

が

流

さ

れ

た

赤

壁

と

い

ふ
所

。

其
處

か

ら

獅

子
が

城

へ
は

い
か

程

　

　

　

　

　

　

せ
き
へ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　て
　
は
ず

も

な

い
。
我

は
赤

壁

で

お
前

ら

の
来

る
を

待
受

け

て
.

手
筈

を

定

め

よ

う
L

と

て
別

れ

る
。

　

　

　

　

　

　

　

と
も
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ど
　
　
　
　
　
は
う
が
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぜ
ん
り

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

た
り
も
の
い

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

お
ほ
ぜ
い

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

もいよ

　

和
藤

内

は
母

を
件

ひ

、

父

の
教

に
從

っ

て
辿

り
行

き

,

方

角

と

て

も

し

ら
雲

の
埋

む

千

里

の
竹

に

迷

ひ

入

る
。
折

節

大
勢

が

鳴

物

入

り

で
攻
寄

せ

る

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

そ
ぼ
だ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

ち
ん
　
　
　
　し
ゃ
ち
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
う
ニ

聲

が
聞

え

て
來

る
。

和

藤

内

耳

を
欹

て
、
「
は

て
何

事

か
」
と

、

立
留

っ
た
所

に

、

一
陣

の
風

砂

塵

を

吹

き

ま

く

っ
た
後

に

、
竹
藪

を
踏

分

け

て
猛
虎

が

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　す
な
は

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

あアリん
ま
も
り

現

は

れ

.
和

藤

内

を
目

懸

け

て
噛

み

つ
か

う

と
す

る
。

和
藤

内
乃

ち
猛

虎

と

力
鬪

し

た
が

、
母

か

ら

與

へ
ら

れ

た

伊
勢

大
神

宮

の
御

護

符

を
虎

に
差

向

け
て
之
を
腱

す
る
。
其
の
時
撃

の
大
將
羅

華

の
羅

の
矇

が
現
は
れ
・「
こ
れ
一

膝
難

・
其
の
虎
は
我
が
主
墓

黶

の
磐

受
け
て

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

も
ん
く
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ち
こ
ろ
　
　
　
　
　
　わ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　り

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

た
う
て
ん

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

か
た
き

狩

出

し

た
も

の
だ

。

早

々
渡

せ

。
文

句

を
附

け

る

と
打

殺

す
そ

」

と
喚

く

。

和

藤

内

は
李

蹈

天

と
聞

い
て

、

そ

れ

こ

そ
望

む

敵

と

大

い
に
喜

び

、
「
ヤ
ア

騨

簫

盞

各

や
が
る
。
我
が
生
國
は
春

本
・
爨

と
は
、藤

.
が
避
ぎ
た
・
虎
殺

し
い
な
ら
蕃

書

梵
と
や
ら
准
礬

と
や
ら
ご

三

へ

突
出
し
て
あ
や
ま
ら
せ
ろ
。
そ
れ
ま
で
は
断
じ
て
鰹
が
筆
の
い
ふ
や
う
に
は
評
粛
な
い
」
と
騰
伴
け
る
・
勢
子
等
は
・
「
だ
ま
れ
。
僻
娜
討
取
れ
」
と
て

斬
っ
て
か
か
る
。
解

て
る
た
虎
は
む
?

と
起
き
て
身
ぶ
る
ひ
し
・
勢
ヂ
筆

狙
ひ
痴
り
う
な
っ
て
飛
び
か
か
り
・
攀

等
の
投
附
け
る
錐
や
響

く

は

へ
、

岩

に
打

當

て

て
響

臘

に
碎

く

。

和
藤

内

は
究

梵

痘

を

駕

ん

で

投
附

け

れ

ば

・

五
體

ひ

し

け

て
献

離

し

た

・

こ

の
勢

に
…勢
ヂ

等

皆

恐

れ

て
降

服

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

さ
か
や
キ　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

そ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

か
し
ら
じ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

な
ら
　　
　　
　　き
き
ぽ
もを
ひ

す

る
。

和
藤

内

は
彼

等

の
月

代

を
剃

っ

て
結

髪

と
し

、

彼
等

の

生

國

な

ど

を

頭

字

に
附

け

て

、

日

本
流

の
名

に
改

め

さ

せ

、

二
列

に
竝

べ

て
先
拂

を

さ

　

　

あ
と
　
　
ひ
き
う
こゆと
ら
ふ
　
　
　
ニ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
さ
　
　
　
　
　
　
　
　あ
し
な
ム

せ

、
後

に
引

馬

虎

斑

の
駒

、
母

の
供

し

て
虎

に

打

栗

り

.

大

名
行

列

勇

ま

し

く

、

足

並

そ

ろ

へ
て
威

風
堂

々

、
獅

子
が

城

へ
向

つ
た

。

評　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

じ
　
ざ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　て
ん
ぽ
　
く
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ら
ん

　

千

里

か
竹

の
段

は
,

縦

横

自

在

な
空

想

を

盛

っ

て
、

天

馬

室

を

行

く

が

如

く

で

あ

る
。

そ

し

て
波

瀾

高
歌

な
場

面

が

、
整

然

と

し

て

次
か

ら

次

へ
と

て
ん
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
わ
っ
や
く

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

か
う
め
う

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ゑ
が

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
し
や
う
こ
ぐ

展

開

し

、

人
物

。
背

景

が

極

め

て
面

白

く

活

躍

し

移

り
變

る
様

が

、

巧

妙

に

美

化

さ

れ
詩

化

さ

れ

て
描

き

出

さ
れ

て

み

る
。
殊

に
吾

々

は

、「
身

が

生
國

　

　

　

　

　

　

國

性

爺

合

戰

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　
二
五
九



　
　
　
　
　
　
　
傑

作

浄

瑠

璃

集

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二
六
〇

　

だ
い
に
つ
ほ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ

は
大

日
本

L

と
聞

か

さ
れ

て

は
嬉

し

い
。

修
辭
に
就
い
て
見
る
も
・
七
五
調
・攤
轗

對
句
法
懿

鍵

・
脚
蔑

な
ど
を
用
ひ
て
斈

飾
り
、
し
か
つ
め
ら
し
い
峯

を
い
ふ
か
と
思
へ
ば
、
思

ひ
切
っ
て
礒
け
る
・
或
は
蠹

懸

と
な
っ
て
銭

馨

輕
姚
ど
轉
じ
る
・
こ
れ
等
の
い
つ
れ
も
が
其
の
茸
,飛

な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
頭
註
に

も
識
黙
し
九
・
要
す
る
に
讀
者
は
こ
の
段
を
見
て
も
・
維
慨
の
大
文
豪
近
松
の
齢
腱
と
、
其
の
藝
術
の

一
面
を
味
ふ
事
で
あ
ら
う
。

○

江

戸

淨
瑠
璃
節
の

一派
な
る
江
戸
節
を
い
ひ
、
江
戸

傘
太
夫
の
創
作
で
あ
る
。

○

不

知

火

　

海
路
渺
漫
、・こ

て
果
て
し
も
知
ら
ぬ
を
、

筑
紫
の
枕
詞
な
る
知
ら
ぬ
火
に
い
ひ
か
く
。
昔
暴
行
天
皇
筑

紫
(今
の
肥
前
肥
後
地
方
)
に
下
り
給
う
た
時
、
海
上
に
何
、辷

も
知
れ
ぬ
火
の
燃
え
る
を
御
覽
に
な
っ
て
、
火
の
國
ミ
名
附

け
給
う
た
o
こ
れ
は
海
上
の
燐
光
で
あ
っ
て
、
知
ら
ぬ
火
、ヒ

い
ひ
、今
も
俗
に
千
燈
籠
、丶」
い
ふ
o
「萬
葉
集
」
に
は
皆
、
不
知
.

火
筑
紫
し
、辷
あ
っ
て
「
不
知
火
の
」
の
「
の
」
の
字
が
な
い
Q

O

筑

紫

昔
は
今
の
九
州
の
線
名
に
用
ひ
た
。

○
擁

護

か
ば
ひ
助
け
で
護
る
こ
.・・。
こ
こ
の
丈
は
、
和

藤
内
は
皇
妹
栴
檀
皇
女
を
妻
小
睦
に
托
し
て
日
本
に
留
め
、

自
分
は
父
母
ミ
共
に
明
國
に
赴
く
の
で
、
紳
樣
の
助
け
護

っ

て
下
さ
る
こ
さ
に
よ
り
再
會
を
頼
み
げこ
し
、
乱
筆
を
護

る
爲

に
紳
の
吹
か
せ
給

ふ
順
風
に
講
じ
て
の
意
o
こ
の
所
七
五
調

の
丈
で
あ
る
。

○

時

も

違

へ
ず

豫
.定
通
り
。

○

親

子

鄭
芝
龍

一
官
ミ
其
の
妻
ミ
其
の
子
和
藤
内
。

○

鄭

芝

龍

一
官

明
の
忠
臣
。
侫
臣
か
斥

く
べ
き
を
言

上
し
て
…逆
鱗
に
觸
れ
、
日
本
に
來
っ
て
肥
前
踊
手
戸
に
住
し
、

名
を
老

一
宮
ε
改
め
、
浮
戸
の
漁
…犬
の
女
を
娶
っ
て
和
藤
内

千

里

が

竹
.

夢
・

※
讃

か

ゆ三

警

　

袤

　
※
し盆

σ
　

※
つく
し
　

　

う
つ
　

　

あ
と
　

勇

う
こ
　

か
み
かぜ
　

ぜ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筑
紫

は
雲

に
埋

め
ど
も
跡

に
、

擁
護

の
、
神

風
や
、
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
知
火

の
、

　

別

れ
行
船
路

の
末

も
、

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　　
　

灘

腱
を
雛

っ
て
・
讐

轡

微
華

の
購

.聳

の
地
に
も
髴
に
け
㌦

、鄭
誰

.一.離

野

や
う

　

　

か
ら
に
し
き

し
ゃ
う
ぞ
く
ひ
き
か

色
さ
い
し

　

　

詞
わ
が

　

　

い
ひ

　

　

う
つ

よ

か
は

故

郷

へ
歸

る

唐

錦

、

装

束

引

替

へ
妻

子

に

向

ひ

、
「
我

本

國

と

云

な

が

ら

時

移

り

世

變

り

、

天

下

繧

、響
爨

が
弄

れ
に
て
・、獵

灘

媚
贏

・.昔
の
爨

藤

と
識

を
謹

麁

も
な

一
・.群

將
舞

蘿

が
舞

の
鶴
窺

知
れ
ざ
れ
ば
・.何
を
以
て
義
兵
の
灘
を
弊

館
斷
を

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

な

一
城
に
蠶

る
べ
き
所
も
な
し
・
艦
る
に
.夥
.
.
劫
.
蘚

五
年
此
國
を
轟

き
、
日
本

へ
渡
る

時

二
歳

に
戯
し
礎
の
子
を
・
罌

蕪

に
鬟

し
が
・
真
子
毒

は
難

し
て
営
庭
に
死
す
、



を
生
む
。
こ
の
度
妻
子
を
拌
っ
て
明
に
渡
る
の
で
あ
る
。

○

故

郷

へ
歸

る

唐

錦
　

、南
史
」柳
慶
遠
傳
に

.卿
衣

7錦
還
ノ郷
L。
白
楽
天
の
句
に

「
君
不
レ
見
賢
臣
衣
レ錦
還
論敵

郷
一」Q
こ
こ
の
文
は
、
鄭
芝
龍
が
そ
の
生
國
の
明
に
還
る
の

で
あ
る
か
ら
、
金
〃絲
一織
の
錦
呷の
鵡
孤束
に
薯
貿替
へ
る
菰思
で
、
薯
【

替

へ
を
し
た
こ
ミ
を
飾
っ
て
い
う
た
、̂

○

李

蹈

天

　

韃
靼
に
内
應
し
て
羽
帚
を
弑
し
た
逆
臣
。

◎
韃

靼

俗
に
満
洲
を
韃
靼
ミ
い
ふ
。

○

司

馬

　
戎
馬
の
事
を
司
る
官
o

O

一矢

玉
桂

　
　
明
の
忠
臣
Q
李
蹈
天
の
異
謀

を
察
し
帚
を

談
…め
て
納
れ
ら
れ
季
o
帚
弑
せ
ら
れ
る
や
、
自
ら
幼
皇
子
を

護
っ
て
九
仙
山
に
隱
る
o

O

天
啓

五
年

　

明
の
靉
宗
皇
帝
の
天
啓
五
年
は
、
我
が

寛
永
二
年
(二
二
八
五
年
)
に
當
る
。

○

娘

の
子

　

錦
群
女
。

○

八
重

の
潮

路

幾
重
も
波
重
な
る
潮
の
さ
し
ひ
き
の

す
ぢ
o
以
・て
遠
ぐ
海
を
隔
…つ
こ
ミ
に
い
ふ
Q

O

草

木

の
雨

露

の
惠

に
長

ず

　

、和
漢
朗
詠
集
」紀

長
谷
雄
の
詩
句
に

「養
得
白
露
二花
父
母
噴
流
來
寧
辨
亀藥
君

臣
こ
。
謠
曲
「熊
野
」
に

「草
木
は
雨
露
の
恵
み
、
養
ひ
得
て

は
花
の
父
母
た
り
しo　
こ
の
あ
た
り
の
丈
は
、
悲
哀
を
寫
し

て
胸
に
柔
か
に
せ
ま
る
妙
山火
で
あ
る
o

O

甘

輝

　
明
の
五
常
軍
散
騎
將
軍
o
獅
子
が
城
主
Q
錦
詳

女
の
夫
Q

O

大

名

江
戸
時
代
に
は
、
幕
府
に
直
隷
せ
る
萬
石
以
上

の
土
地
を
領
有
せ
る
者
の
邇
稱
で
、
諸
侯
ξ
も
い
ふ
Q

O

和

藤

内

本
曲
第
二
繽
傳
ひ
の
條
に
、毎

が
和
国
の

寇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尸.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

-　
　
　
.　
一
　
　
『「軍
鬮引
;

.:

.-}一
　
-
-
.
.1
1.
囁尸
宀　
一i　

』̀
:　
　

㌦
、　
　
「
匸　

『

酬

い
ふ
義

蛋

の
難

の
蟋
繕
え
て
・
露

父
母
も
智

ぬ
身
離

て
ば
驚

嚢

の
・

夥

の
髴

長
ず
る
如
く
・・
天
地
の
父
母
の
夥

や
・饗

し
て
鑑

叢

叢

と
い
無

鸞

雛

爨

窒

と
歸

聲

の
轡

黶

ぷ
・
頼
む
離
籍

ば
か
り
惷

無

念

夢

娘
さ

へ
欝

欝

、
黌
の
馨

も
笏

と
頼
ま
る
べ
し
・
こ
れ
よ
)
道
の
程
百
八
+
里
・
墾

れ
て

は
人
も
懽
し
め
丶

懲

.套

を
變
霜

降

は
母
を
興
し
・杲

撫

艦
の
嘸
灘
さ
れ
し
と
・

舞

舞

継

に
醜
砺
欝

べ
し
、.脳」
れ
よ
り
鑓
は
驚
に
聞
ゆ
靉

男

竹
と
て
虎
の
膨
む
鰭

繋

遮

れ
を
邏
焦

諜

の
鴻

こ
蕩

然
の
羅

薦

懿

え
し
・
融
践

疆

と
て
・

黛

鷲

驥

そ
や
・
そ
れ
よ
&

馨

が
慕

鳩
蟹

が
彎

は
程
も
な
し
・
真
赤
芒

て

和

の
字
を
用

ひ
、
父

は
唐
人

の
唐

の
聲

を
か
た
◎
つ
て
、
和
藤
内

三
宮

・こ
名

乗

る
」
ミ
あ

る
o
・即
ち
父
は
唐
土
産
れ
の
鄭
芝
罷

、
母
は
日
本
手
炉
生

れ
で

あ

る
か
ら
、
其
の
子
は
和
唐
内
の
義
に
よ

っ
た
名
で
あ
る
。
實
傳

で
は
鄭
成

功
で
あ

っ
て
、
國
姓
爺

ミ
號

し
た
入
。

○

こ

れ

よ

り

先

　

　作
者

が
行
く
べ
き
道
を
想
像

し
て
い
ふ
の

で
あ

る

か
ら
、
そ
の
名
の
地

が
あ
ら
う
、辷
あ
る
ま
い
ぐ」
、
想
像
は
自
由
で
あ

る
o

O

千

里

が

竹

　
　諺

に
「
虎
は
千
里

の
藪

に
住
む
」
・し
い
ふ

に
よ

っ
て
、

作
者

が
思

ひ
つ
い
た
地
名
o

　

し
ん
や
う
　
　
え

○

薄

陽

の

江

今
、
九
江

、丶」
稱

し
、
支
那
江
西
省
の
開

港
場

で
あ
る
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ヘ　
　ヘ　
ヘ　
　へ

こ
こ
の
丈
は
謠
曲
「
猩

々
」
に
、
「
今
日
は
膺
陽

の
江

に
出
で
て
、
彼
の
猩

々

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

や

を
仕
付
た
俵

や
ぐ」
左
η
じ
候
し

ぐ」
あ
る
に
櫨
拗
っ
た
o

○

赤

壁

支
那
湖
北
省
武
昌
府
嘉
徳
縣
の
西
七
+
里
、揚
子
江
岸
に
あ
δ

赤
壁
山
。(蘇
東
坡
が
黄
州
に
貶
せ
ら
れ
、赤
壁
に
遊
ん
で
、前
赤
壁
賦
」
.後

赤
壁
賦
」
を
作
っ
た
勝
地
は
、湖
北
省
黄
州
府
城
の
西
北
漢
川
門
外
に
あ
っ

て
、
赤
鼻
由
、こ
も
い
ひ
、
今
、
東
披
の
祠
が
あ
る
ミ
い
ふ
)Q

O

東

冖坂
　
蘇
頼
の
號
で
あ
る
。
宋
の
紳
宗
の
朝
、罪
を
得
て
黄
州
に
貶
さ

れ
た
。
元
豐
五
年
七
月
十
六
H
夜
赤
壁
に
遊
ん
で
「前
赤
壁
賦
」
を
作
り
、

同
年
十
月
十
五
日
夜
再
遊
し
て

「後
赤
壁
賦
」
を
作
る
。

○

配

所

配
流
所
。
罪
を
得
て
流
盗
れ
た
所
。

○

獅

子

が
城

獅
子
ε
は
、
揚
子
江
口
に
あ
っ
て
、
呉
淞
(上
海
の
北
)

の
西
北
に
當
る
獅
子
林
を
い
ふ
か
。

國

性

爺

合

戰

二
六

一



ゆ

傑
作
淨
瑠
璃
集

_覧.ヘ

ノ 丶

○

か

ひ

λ
び
丶

し

く

　

頼

も
し
く
。
「
か
ひ
」
は
價
即
ち

價
値
の
義
Q
　

　
　

、

○

た

つ

き

　

手
署

の
義
。
「
萬
葉
集
」
に
「
方
便
」
を

よ
ん

で
あ
る
o

た
よ
り
Q

よ
る
べ
○

○

た

き

つ
波

　

た
ぎ
つ
波
即

ち
沸

き
あ

が
る
波
、

さ
か

ま
く
波

の
意
o
「
た
ぎ
」
を
「
た
き
」
.丶㌧
清

ん
で
い
ふ
は
後
世
の

輙
訛
。
「
萬
葉
集
」
に
「
落
ち

た
ぎ
っ
梳

る

・
木
し
な
さ
見
え
て

み
る
Q

O

ぼ

う

ど

　

ほ
ミ
く

。
し
た
た
か
。

○

く

は
を

拔

か

し

　

「く
は
」
ば
鍬
で
あ
っ
て
、
氣
を

取
梟

て
鍬
を
手
放
す
義
で
あ
ら
う
。
氣
放
け
す
る
。
茫
然

自
失
す
る
◎
近

松
作
「
生
玉
心

中
」
に

「,嘸

小
辨

も
し
ん
う

か

　

　

　

ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
へ

ろ
、
己
も
鍬

を
拔
か
し
た
・

ぐ」
あ
る
。
.、
く
は
・
を
我
〔
が
〕
、丶亡

す

る
は
非
o

詳
し
く
は
「
近
松
語
彙
」
を
見

よ
○

こ
の
所
、
後

に
活

劇
を
演

じ
る
所

ぐ
」
、
よ
い
對
照

で
あ
る
o

O

母

者

人

　

も
ミ
.
母
ぢ

や
人
し
で
あ

る
。
母

に
て
あ

る

人
○

母
を
い
ふ
。
封
建
時
代
武
士

に
も
町
人
間

に
も
行
は
れ

た
甑
。

○

小

豆

の
飯

の

相

伴

昔

か
ら
狐

は
稲
荷
明
神
の
使

ミ
い
ひ
、

こ
れ

に
小
豆
飯
及
び
油
揚
な
さ
を
供

へ
る
の
で
、

か
く
言
う

た
o
「
相
拌
」
は
貴
人
の
食

に
陪
す
る
こ
、丶」
、
轉

じ
　

、

て
同
輩

に
も

い
ふ
o
作
倉
o

O

根

麟世
　
竹

の

一
種
。
莖

は
短
小
で
高

さ
七
八
寸

に
達

し
、
一

よ
く
蔓
延
し
て
繁
茂

す
o

O

ち

ゃ

る

め

ら

葡
萄
牙
語

O
ゴ
碧
9
讐
巴
9
.
喇
叭

に

.

似

}、
孔

が
七

つ
あ
る
。
管

は
木
、
頭

.丶」
尾

、丶」
は
銅

で
作

る
◎

唐
人
笛
Q
現
今

も
屋
臺
璽
・の
支
那

そ
ば
費
り

が
、
吹

い
て
流
　
・

す
笛

を
チ
ャ
ル
メ
ラ
、這
い
う

て
る
る
o

　

ま
ち
そ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
う
が
く
　
　
　
　
　
　し
ら
く
6
　
　
　
　
び
　
か
げ
　
　
　
　
お
掬
え
　
　
　
と
う
ざ
い

　
待
揃

へ
、
萬
事
を

し
φ
し
合
す

べ
し
」
と

、
方
角
と

て
も
白
雲

の
、
日
影

を

心
覺

に
て
東
西

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

(不
知
)

　
　
　
　
　
三
重
　
　
　
　
　
　
　
地
お
し
へ
　
ま
か
　
　
わ
　
と
う
な
い
　
　
　
　
　
も
と
　
　
し
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

　

へ
こ

そ

　
　
　
　
　
　

別

れ

け

れ

、
教

に

任

せ

和

藤

内

人

家

を

求

め

忍

ば

ん

と

、
か

ひ

み
丶

し

く

母

を

負

た

つ

　
　
　
　
　
　
　
色
い
は
が
ん
せ
唐
　
　
こ

ぼ
く
　
　
　
　
　
　
※
た
き
　
　
な
み
　
　
と
び
こ
　
　
　は
ね
こ
　
　
　ひ

て
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
そ

　

き

も

知

ら

ぬ

岩

巖

石

、

古

木

の

根

ざ

し

瀧

つ

波

、

飛

越

へ
跳

越

へ
飛

鳥

の

如

く

急

げ

ど

も

、

末

　

は
て
　
　
　
　
　
だ
い
み
ん
こ
く
　
　
ひ
と
ざ
と
た
　
　
　
　
く
わ
う
ノ
＼
　
　
フ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　ま
よ
　
　
い
る
地
　
　
　
　
　
※
　
　
　
色
※
　
　
　
　
ぬ

　

果

し

な

き

大

明

國

、

人

里

絶

へ
て

廣

煮

た

る

千

里

が

竹

に

迷

ひ

入

、

和

藤

内

ほ

う

ど

く

は

を

拔

　
　
　
　

詞
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　す
ね
ぼ
ね
　
　
　
　
　
　
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る

　

か

し

、
「
な

ふ

母

じ

ゃ

人

、

此

脚

骨

に

覺

え

有

、

も

う

四

五

十

里

も

求

ま

せ

う

が

、

入

に

も

猿

に

　
　

あ
　
　
　
　
　
　
　ゆ
け
　
　ゆ
　
　
　
　
や
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
が
っ
て
ん
　
　
　
　
　
は
う
が
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら

　

も

逢

ふ

事

か

、
行

ば

行

ぐ

程

藪

の

中

ム

・
ウ

合

點

た

う

、

方

角

知

ら

ぬ

日

本

入

、
唐

の

狐

が

な

ぶ

　
　
　
　
　
地
健
か
　
　
　
　
に
か
　
　
や
ど
　
　
　
　た
び
　
　
ゅ
音
つ
き
し

だ
い
　
※
あ
・つ
き
　
　
　は
ん
　
　
し
や
う
ば
ん
　
　
※
ね
　
ざ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
し
わ
け
　
　
ふ
み

　

る

よ

な

、

魅

さ

ば

魅

せ

宿

な

し

族

の

行

付

次

第

、

小

豆

の
飯

の

相

伴

」

と

根

笹

大

竹

押

分

、

踏

　
わ
け
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
く
さ
壱
　
　
　
　あ
や
　
　
　
　す
　
識
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
め
つ
ゴ
み
せ
め
だ
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
そ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ら
っ
は

分

獪

奥

深

ぐ

行

先

に

、

怪

し

や

數

萬

の

人

磬

攻

鼓

攻

太

鼓

、

喇

叭

ち

ゃ

る

め

ら

高

音

を

反

し

ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
　
　
　
　
　
　
　
　
み

と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

か
た
・き
　
と
り
逶
　
　
色
ぜ
め
だ
い
こ

や

う
く

、
と

こ
そ
聞
え
け
れ
、
「
す

は
我

々
を
見
咎

め
て
敵

の
取
卷
く
攻

太
鼓
、
叉

は
狐

の
な

　

　

わ
ざ
　
　
　
　
　
　
に
う
ぜ
ん
　
　
　
　
　
色
を
り
ふ
し
　
※
そ
ら
す
さ
設
　
　
　
　
　
お
こ
　
　
　
　
す
な
　
　
う
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ち
く
よ
う

{
す
業
か
」

と
茫
然

犯
る
其
折
節

、
室
凄

じ
く

風
趣
う
、
砂
を
穿
ち

ど
う
く

く

、
竹
葉

さ
つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ
シ

　

　

ま
き
た
　
　
　
　
　
　
ふ
音
お
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ろ
ぎ
　
　
　
　※
す
さ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
く

と
卷
立
て
く

吹
折
る
、
竹
は
劔
の
如
く
凄
じ
な
ん
ど
も
お
ろ
か
な
う
、
和
藤
内
ち
っ
と
も
臆

　
　
　

色
※
よ

　

　

　

　

　

　

　
　
詞

　

　
る

こ
く

　
と
ら
が
り

　

　
あ

　
　か
ね
た
い
こ

　
※
せ

こ

　

　

　

こ
・

　
せ

す

「
讀

め

た
V
ソ
讀

め

た

b
ノ、

扨

は

一異

国

の

虎

狩

な

、

彼

の

鉦

太

一鼓

は

執
刀
子

の
者

、

爰

は

聞

ゆ

　
　

せ
ん
り
　
　
　
は
ら
　
　
※
　
う
そ
ふ
　
　
　
　
　お
こ
　
　
も
5
じ
5
　
　
し
ょ
ゐ
　
　
　お
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　※
　
　
　
　
　か
う
　
※
よ
う
け
5

　
る

千

里

が

原

、

虎

嘯

け

ば

風

起

る

猛

獸

の
所

爲

と

覺

え

た

り
齟、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

二

十

四

孝

の

楊

香

は

孝

行

の

徳

　
　
　
　
　
　
　

し

ぜ
ん

　
の
が

　

　
あ
く
こ

　
　な
ん

地

　

　

　

　

　
お
と

　

　

　

　

　

　
い
昏

　

　
ゆ
う
り
肇

に
よ

っ
て
、
自
然
と
遮
れ
し
悪
虎

の
難

、
其
孝
行
に
は
劣

る
と
も
忠
義

に
勇
む
我
勇
力

、
唐

へ



○

反

し

吹
き
そ
ら
し
Q

O

空

凄

じ

く

:

お

ろ

か

な

り

　

虎
の
出
現
す
る
伏

線
Q

O

凄

ま

じ

な

ん

ど

も

お

ろ

か

な

り

　

凄

ま
じ

い

な
さ
、し
い
ふ
位
で
は
、
ま
た
言

ひ
方

が
足
ら
ぬ
Q
凄

ま
じ

い

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

ヘ　
ヘ　
ヘ　
へ

以
上
の
物

す
き
さ
で
あ
る
Q
「
お
ろ
か
し
は
お
ろ
そ
か
(
疎
)
の

義
o

(
愚
の
意

に
用
ひ
る
も
、
疎
の
義
か
ら
出
た
の
で
あ
る
)。

○

紬韻
め

た

η
ノ
　

わ
か
っ
た
Q

O

せ

こ
　

責

子
の
義
。
獵

の
時

に
鳥
獣

を
驅
出

す
夫
卒
。

か
り
こ
2

、
西
都
賦
し
に

「
列
卒
」
.丶」書

き
、
「
萬
葉
集
」
「
東

鑑
」
に

「,勢

子
」

、丶」書

い
て
あ
る
o

O

虎

嘯

け

ば

風

起

る

　

「、易
」
の
文
言

に
「
風
從
レ
虎
」
。

「,古
楽
府

」
に
「
虎
嘯
谷
風
起
」
。
「
淮
南
子
し
に

「
虎

嘯
而
谷
風

至
」
。

○

二

十

四

孝

　

支
那

に
於

け
る
二
十

四
人
の
孝
子

、
帥

ち
舜
、
漢
文
帚

、
曾
參

、
閔
損

、
種
苗

、
董

永
、
刻
子

、
江

革
、
陸
続

、
唐

犬
人
、
梟
猛
、
王
鮮
、
郭
互
、
楊
香
、
朱
壽

昌

、
庚
黔
婁
、
老
養
子
、
藜
順
、
黄
香
、
姜
詩

、
王
褒
、
丁

蘭

、
孟
宗

、
黄
塵
堅
。

　

や
う
き
や
う

○

楊

香

　
支
那

二
十
四
孝
の

一
入
。
十
四
歳

の
時

に
共

の

父

が
虎

に
啣

へ
ら
れ

た
の
を
、
楊
二杏
奮
進

し
て
虎

く」
組

み
、

以

て
,父
を
救

っ
た
ミ

い
ふ
o

O

身

繕
…
ひ
　
　
身
支
度
し
。

○

西

天

の

獅

子

王

　

印
度
の
獅
子
。

.
獅
子
王
」
ミ
は

う
イ
オ

冫
は
百
獣
の
王

た
る
故

に
い
ふ
Q
　
「
無
量
壽
經
し

に

「
如

二
師
チ
王
一
無
レ
所
レ
畏
故
」
。

○

伏

根

　

地
面

に
這
ひ
伏

し
て
み
る
根
○

國

性

爺

合

戰

'

　
　

　

お
ほ
い
き
つ

げ
、
大
息
縫

い
ナ

※し
ん
こ
く
　
　
　
　
　
　
　※
か
み

禪

國

に

○

い
が

み

か

か

る

　

怒

っ
て
か
み
つ
く
Q
「
い
が
む
」
、辷
は
、獸

の
怒

っ
て
か
み
つ
か
う

ミ
す

る
を

い
ふ
。
「
倭
訓
栞
」
に
「
い
が
む
ーー
犬
猫

な
さ
の

怒

り
～喋
る
を

い
へ
り
」
o

　

こ
ん

○

根

　

　六
根
(
眼
耳
鼻
舌
身
意
)
の
元
気
を
根
ミ

い
ふ
。

轉
じ
て
、
事

に

堪

へ
忍

ぶ
精
神

の
カ
Q
精
力
o

O

大

童

　

髪
を

ふ
り
亂
し
た
こ
ε
を

い
ふ
。
古
は
董

は
髪

を
結

ぽ
な
か

っ
た
o
大
童

は
大
き
な
童
形

の
義
o

　

ふ
い
が
う

○

…黼
…　

{,
ふ
き
か
は
L
(吹
革
)
の
音
便
。

鍛
冶
が
火
を
起

す
に
用
ひ
る

嚢
Q
埋
炭
で
作
り
、
押

し

た
り
脹
ら
し

た
り
し
て
空
気

を
驅
り
、
孔

か
ら
吹

　

　

　
　

ち
か
ら
は
じ
め
　
　
じ
ん
り
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　り
き
や
い
ぼ
　
む
か
　
　
　
　
お
と
な
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ざ
う
　
　
　
　
お
に

渡

っ
て
力

始

、
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
ま
す
ノ
丶

日
本
力
刀
で
向
ふ
は
大
人
気
な
し
、
虎
は
お
ろ
か
象
で
も
鬼

　
　
　
び
と
ひ
し
　
　
　
　
　
　
　
　し
り
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
こ
　
　
　
　
た
つ　
　
　
　
　

※
さ
い
て
ん
　
　
し
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
う

　
　
　
　

挫
ぎ
L

と
、
尻
引

つ
か
ら
げ
身

つ
く

ろ
ひ
母
を
圍

ふ
て
立
た
る

は
、西
天

の
獅
子
王
も
、

で
も

一

髪

　

　

　

　

　

　

　
.
　

た
が
　

、ふ
く
か
ぜ
　

　
あ
　

　

も
三

　

か
ξ

轡
ね
　

つ
ら

恐

れ
つ
べ
う
そ
見
え

て
げ
・9
、
案

に
違

は
す
欧
風
と
共

に
荒

れ
た

る
猛
虎

の
形

、
伏
根

に
面
を

す
　
　
　つ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
ぎ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

が
　
　※
い
が
み
　
　
　
　
　
　色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ん
で
　
　

な
ぐ
　
　め

摩
・9
付
く

岩
角
に
爪
磨
立
て
、
二
人
を
目
懸
け
哩
か
丶
る
を
事
と
も
せ
す
、
左
手
に
擲
り
右

て

う
け

も
ち

か

　

　

　

た
ゆ

　

　
　

の
り
う
つ

　
　

な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
い
の
ち
く
ら

手

に

受

　
　
　
　

、

捩

っ

て

懸

く

れ

ば

身

を

か

は

し

撓

め

ば

、

ひ

ら

う

と

乗

移

り
'、

上

に

成

下

に

成

分

競

色
※
こ
ん
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
り
げ
い
か
り
ご
ゑ
　
　
　
く
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
重
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
　
と
う
な
い

べ
根
競

べ
、聲
を

力

に
ゑ

い
ー

ノ
丶

、虎

の
怒
毛
怒
聲

山
も
崩

る
丶
　

如
く

な
)
、
和
藤
内
も

※お
ほ
わ
ら
は
　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
き
っ
か
　
　
せ
き
じ
や
う
　
つ
、
た
て
　
　
　
　
　
　
　
い
は
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
　
く
び
　
　
な

大
童
虎
も
半
分
毛
を
む
し
ら
れ
、
兩
方
共
に
息
疲
れ
石
上
に
突
立
ば
、
虎
も
岩
間
に
小
首
を
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
・ン※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

び
プ
き
　
ふ
い
が
5
ふ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ぶ
か
げ
　
　
　
色
は
し
り
い
で
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
る
其
響

、
吹
革
吹

が
如
く

な
り

、
母
藪
陰
よ
う
走
出

、
「
ヤ
ァ
ノ
丶

和
藤
内
、

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

ら
け
　
　
し
ん
た
い
は
っ
ぷ
　
　
　
ち
く
る
い
　
轟
で

　
　
　
　
生
れ
て
禪
よ
り
受
し
身
鱧
髪
膚
、
畜
類
に
出
合
力
立
て
し
て
隆
我
す
る
な
、
日
本
の
地

　

あ
ひ
ち
か
ら
だ
　
　
　
　
　
　け
　
が
　
　
　
　
　
　
　
地

出
さ
歴
て
火

を
起

す
具
。

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

ヘ　
　へ

〇

一押

國

　
「
紳
皇
正
統
記
」
に
、
「
大
日
本
は
紳
國
な
り
、
天
祺
始
め
て
基

を
開
き
、
日
紳
長
く
統

を
傳

へ
給

ふ
、
我
が
國

の
み
此

の
事

あ
り
、
異
朝

に

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
ヘ　　へ

ば
其
の
類
な
し
、
こ
の
故
に
紳
國

、こ
い
ふ
な
り
」

、辷
あ

る
o

O

祕

よ

り

受

け

し

身

體

髪

膚

　

「
孝
經

」
に
、
「
身
體
髪
膚

受
血
之
父

母
こ
。

O

出

合

ひ

　

行
合
ひ
。

二
六

三



傑
作
淨
瑠
璃
集

〇

五
十
冖鈴
川

　
　伊
勢
大
神
宮
の
所
准
地
を
流
れ
る
川
Q

「居
ま
す
し
に
「
五
十
鈴
川
」
を
い
ひ
か
く
o

O

大
神

宮

の
御

祓

　

.倭
訓
栞
・は
ら
ひ
の
條
に
、、伊

勢
の
お
は
ら
ひ
配
り
は
祓
串
を
分
配
す
る
な
り
、
後
場
成
院

の
比
よ
り
の
事
な
り
ミ
い
へ
り
」o

　

な
ふ
ヒ
ゆ

○
納

受

な

ど

か
無

か

ら

ん

や
　

必
ら
ず
受
人
れ
ら

れ
る
に
相
違
な
い
o

O
虎

に
差

向

け
:
・勢

も
忽

ち
　

こ
の
文
に
ぱ
s
及

び
T
の
頭
韻
を
蓮
ね
て
修
飾
し
た
o

O
神

園

憩

祕

の
其

の
不

思

議

　
神
の
つ
く
ら
せ
給

う
た
國
の
、
神
妙
に
し
て
人
に
知
ら
れ
な
い
其
の
紳
の
戚
應

が
、
添
田坐
誠
に
も
忽
ち
あ
っ
た
、辷
の
意
o

　

を
　
つ
つ

○

尾

筒

　
尾
の
つ
け
根
が
筒
形
に
脹
れ
た
處
Q

O

天

の
斑

駒

素

盞

鳴

の
尊

の
神

力

　

素
盞
鳴
尊

が
天
の
斑
駒
を
捕

へ
て
、
竝
ハの
皮
を
剥
ぎ
給
う
た
故
事
を
、

和
藤
内
が
虎
を
ひ
し
い
た
事
に
比
し
た
。
こ
こ
の
丈
は
聯
想

的
句
法
で
あ
る
o
「斑
黝
し
.丶」は
さ
し
毛
の
あ
る
馬
を
い
ふ
Q

「古
事
記
」
に
「天
照
大
御
神
坐
も
心服
屋
ハ而
会
レ織
ご紳
御
衣
一

之
時
、
穿
一真
服
屋
之
頂
噛逆
二剥
天
斑
馬
一側
、
而
所
轟墮
人
一

時
、
天
衣
織
女
見
驚
、
而
於
レ
峻
衝
二陰
上
一而
死
」。

○

天

照

神

の
威

徳

ぞ

有

難
…き

　
虎
を
ひ
し
い
た
の

は
自
力
で
な
く
、
天
照
大
神
の
御
威
徳
で
あ
る
.こ
、
紳
の
恩

を
謝
し
た
の
で
あ
る
o

O

う

ぬ

お
の
れ
。
汝
。
そ
の
は
う
。

○

風

来

人
　

何
地
か
ら
ミ
も
な
く
、
風
に
吹
寄
せ
ら
れ

た
や
う
に
來
た
人
。
淨
渡
人
o

O

し

や

ぐ

は

ん

「
じ
ゃ
う
く
わ
ん
」(上
官
)
の
變
じ
た

二
六
四

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

※

　

は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
い
　
す
　
"　
が
は
　
※
だ
い
じ
ん
ぐ
5
　
お
ん
は
ら
び
な
う
じ
ゅ
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
だ

は
離
る

丶
美
祿
は
我
身
に
五
十
鈴
川
、
大
神
宮

の
御
祓
納
受
な
ど
か
無
か
ら
ん
や
L
と
、
肌
の

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

(居
)

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

色

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

お
し
い
★
ず　
　

※

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

さ
し
む
　
　
　さ
し
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　※
　
　
　じ
ん
ひ

ま
も
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
っ
と
も

護
符
を
渡
さ
る
れ
ば

「
げ
に
尤
」
と
押
戴
き
、
虎
に
差
向
け
差
上
ぐ
れ
ば
、
禪
國
禪
祕
の
其
不

　

　

た
け
　
　
　
　た
け
　
　
い
き
ほ
ひ
　
　
　
た
ち
ま
ち
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ち
ゴ

思
議
猛
)
に
猛
る

勢

も
、
忽
尾
を
伏
せ
耳
を
垂
れ
、
じ
う

丶
く

と
四
足
を
縮
め
、
恐
れ
わ

　

　

　
　

が
ん
と
う
　
　
か
く
　
　
　
　
　
　
※
お
　
つ
・　
　
つ
か
　
　
　

は
ね
か
へ　
　
　

う
ち
ふ
　
　
　
　
　
　
ひ
る
　
　
　
　
　
の
　
　

か
・

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

そ
つ

な

丶

き

岩

洞

に

縢

れ

入

る

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
筒
を
掴
ん
で
跳
返
し
、
打
伏
せ
一

怯
む
所
を
乘
つ
懸
り
、
足

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

※
　
　
フ
シ

か
　
　
　
し
っ
か
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　※
あ
ま
　
　
ぶ
ち
ご
ま
そ
　
さ
の
お
　
　
　
　
　
み
こ
と
　
し
ん
り
音
あ
ま
て
ら
す
か
み

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
み

と
く

　
あ
り
が
た

　
　
地

下

に

確

と

踏

ま

へ

し

は

天

の

斑

駒

素

壽

鳴

の

、

尊

の

神

力

天

照

禪

の

威

徳

ぞ

有

難

き

、

か

丶

る

　

　

せ
　
こ
　
　
　
　
　
む
ら
　
　
　
　
き
た
　
　
　
　
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぼ
　
　
　
　
　
色
だ
い
お
ん
あ
げ
　
　詞
　
　
　
　
　
　
　
　※
　
　
　
　
　
い
つ
く

所

に

勢

子

の

者

群

が

)

来

る

巽

中

に

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
將
と
思
し
き
者
大
音
上
、「
ヤ
ァ
ー

う
ぬ
は
何
國
の

※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.

ふ
う
ら
い
じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
じ
け
な
く
　
　
　
　
　
　
う
　
ぐ
ん
し
や
う
り
と
う
て
ん
　
　
　
　
　
　
た
っ
た
ん
　
　
　
　
け
ん

風
来
人
、
我
が
高
名
を
紡
ぐ
る
、
其
虎
は
　
忝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
主
君
方
策
將
李
蹈
天
よ
)
、
韃
靼
王

へ
獻
…

じ
ゃ
う
　
　
　
か
り
だ
　
　
　
　
　
　

と
ら
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ち
こ
ろ
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
二

上
の
爲
狩
出
し
た
る
虎
威
ぞ
、
早
々
渡
せ
異
議
に
及
ば
ゴ
撲
殺
さ
ん
し
や
ぐ
は
ん
、
一

」
と

わ
め
　
　
　
　
　
　
地

り
　
と
う
て
ん
　
　
舂
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
ゑ
　
つ
ぼ
　
　
い
り
　

詞
　
　
※
が

き
　
　
　
に
ん
じ
ゆ
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

喚

き
け
る
、
李

蹈
天
と
聞
よ
う
も
願

ふ
所
と
笑
壷

に
入
、「
ヤ
ァ
餓
鬼
も

入
數

し
ほ
ら
し

い
事
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　ほ

　
　
　
　
　
　

※
　
　
　し
や
う
こ
く

ざ

い

た

)

、

身

が

生

國

は

大

日

本

風

来

と

は

舌

長

し

、

さ
程

欲

し

が

る

虎

な

ら

ば

、

主

君

と

頼

　

り

と
う
て
ん
　
　
　
　
※
と
こ
ろ
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
こ
D　
　
つ
臺
だ
　
　
　わ
び
こ
と
　
　
　
　
　
　
　ち
き
　
　あ
　
　
　
　
　
　
　

あ
る

む

李

蹈

天

と

や

ら

石

花

菜

と

や

ら

、

爰

へ
突

出

し

詫

言

さ

せ

い

、

直

に
逢

ふ

て

用

も

有

、

さ

も

な
　
　
　

　
　
　
※
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

ね
め
つ
く
　
　
　

地
　
　
　
　
※

い
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
い
ち
ど

無

ひ
内

は

い
か
な
事

な
ら
ぬ
、
一

」
と
睨
付

る
、「
ヤ
ァ
物

な
言

は
せ
そ
討
取

れ
」
と

一
度

に

つ
る
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
も
り
　
　
　
と
ら
　
　
く
び
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ぼ
　
　
び
　
　
　
す
　
　
　
　
　
フ
シ

つ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
の
傍

に
引
つ
据
ゆ
れ
ば
繋

劔
を
は
ら
)
と
抜
く
、「
心
得
た
)
」
と
護
符
を
虎
の
首
に
掛
け
、

　

　

　
　

　

　

は
た
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　や
す
　
　
　
　
　
た
　
ち
　
さ
し
か
ざ
　
　
　
　む
ら
が
　
な
か
　
　
わ
　
　
　
　
い
り
　
　
　
　
　
む
　
じ
ん

ぎ

し

和

ぐ

に

働

か

す

、
「
ヲ

・
心

安

し

」

と

太

刀

差

翳

し

、

群

る

中

へ

割

っ

て

入

、

八

方

無

盡

に



語
で
、
軍

士
.丶」
い
ふ
程

の
意

に
用

ひ
た
の
で
あ
る
。
加
藤
清

正

の
事

を

「
お
に
し
や
ぐ
は

ん
」
ミ
い
う
て
あ
る
o
「
お
に
し

や
ぐ
わ
ん
」

は
鬼

上
官

で
あ
る
c
詳

し
く
は
「
迸
松
語
彙
」
を

見
よ
。

○

笑

壷

に

入

り

笑

ふ
べ
き
壷

に
は
ま

っ
た
意
。
深
く

笑

ひ
興
す
る
を

い
ふ
o

O

餓

鬼

も

入

數

、
蝙
蝠
も
鳥

の
内
し
、・・
い
ふ
類
。

、
故

事

要
言
」

に

「
物

の
數

に
も
な
ら
ぬ
も
の
、辷
錐

も
、
時
あ
り

て
は
便

、丶」
な
る
事

あ
り
ミ
い
ふ
心

な
り
L

、こ
あ

る
○

○

し

ほ

ら

し

い

　
も
く丶

し
を
ら

し
し
(
萎
)
で
あ

る
。

い

た
は

る
意

よ
り
、
一,か
は
ゆ
ら
し
い
L
「
殊
勝

な
」

の
意

に
い
ふ
o

O

ほ

ボ
」
く

　

　
ぬ
か
す
。

し
ゃ
べ
る
Q

O

身

が

生

國

は

大

日

本

見
得
を
切

っ
た
所
痛
快
。

○

舌

長

し

　

漢

語
の
「
長
舌
」
か
ら
出
づ
。
言

ひ
過

す
者

を
罵

っ
て
い
ふ
o
「
詩
經
」
大
雅
瞻
印
篇

に
、「
婦
人
有
二
長
舌

ハ

維

属
之
賭
し
Q

　

と
こ
ろ
て
ん

○

石

花

菜

　

ぐ
・
こ
ろ
て

ん
草
を
洗
ひ
晒
し
、
之

を
煮
て

滓

を
去
り
、
冷

し
て
固

め
た
も
の
。

之
を
先
端

に
金
網
を
張

っ
た
方
柱
状

の
器

に
入
れ
、
突
棒
で
突
出
す
ミ
、
細

長

い
饂

飩
歌

の
細
切

.こ
な
る
。
之

に
醤
油
・
酢
な
さ
を
か
け
て
食
ふ
Q

こ
こ
の
丈
は
、
李
蹈
天
ミ
石
花
菜
.丶㌧
音

が
相
似
て
み

る
の
で
、

李
蹈
天

を
賎

し
め
て
か
く

い
ひ
、
叉
「
突
出

し
」
も
石
花
菜

の

縁
語

で
あ
る
o
近
松
は
屡

丈
か

》
る
諧
謔
輕
妙
の
筆
を
用

ひ

た
o

O

い

か

な

事

な

ら

ぬ

　

さ
の
や
う
な
事

が
あ

っ
て
も
、

断

じ
}、
承
知

で
き
な
い
。

○

な

言

は

せ

そ

言
は
す
な
。

「
な
…

そ
」
は
禁
止
の
意

を
示
す
o
勿
れ
o

　

フ
シ

　
わ
り
た
　
　
　
　
　
　
な
で
ミ
　
　
　
　
　
地

せ
　
こ
　
　
　
　
　
　
あ
ん
た
い
じ
ん
　
　
　

σ
告
ぐ

　
　
色

　
　
　
　
　
詞

お
の
れ
お
い
ぼ
れ
あ
ま

割
立
て
一

旗
捲
ぐ
る
、
勢
子
の
大
將
安
大
人
官
人
引
具
し
立
歸
)
、「
汝
老
耄
餘
さ
じ
」
と

一

　
も
ん
じ
　
　
　
　
　
　
か

・　
　

地
　
　
　
　
し
ん
め
い
お
う
こ
　
　
し
る
し
じ
ん
り
き
　
　
　
　く
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
き

文
字

に
切
り
懸

る
、
獪
も
禪
明
擁

護

の
印
神

力
虎

に
加

は

つ
て
、む

っ
く

と
起

て
身

ぶ
る
ひ
し
、

　
か
た
き

　

な
ら

た
け

　

　

　

　
　

あ
ん
た
い
じ
ん
せ

こ

さ

敵

に
向

ひ
齒
を
鳴

し
猛
り
う
な
り

て
飛
か

丶
る
、「
こ
は
か
な
は
じ
」

と
安
大
人
勢
子

の
者

が
差

　

　
　

　
　

　

　
　

※
　
　
　
崇

　

　
　

　
　

つ
る
ぎ
　
か
り
ぽ
こ
か
牽
や
り
　
　
　
　
あ
た
　
　
　
　
さ
い
は
ひ
　
　
な
げ
つ
け
　
　
　
　
三
雲
靼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
ん
り
き
じ
　
ざ
い

い
た
る
劔
、
狩
鉾
数
鑓
手
に
當

る
を

幸

に
投
付
一

打
か
く
る
、
虎
は
弾
力
自
在
を
得
、

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

色

　

つ
る
ぎ
　
ち
う
　
　
σ
　
　
　
く
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ち
あ
て
み

ち
ん
　
　
　
　
　
　
　
や
い
腰

び
か
り
※
　
　
　
　
あ
ら
れ
　
　
　

く
だ
く
　
こ
と
な

劔
を
宙
に
引
つ
咬

ヘ
ノ
丶

、岩

に
打
當
微
塵
に
な
す
、
刀

の
光

玉
散
る
霰
、氷
を
碎
に
異
ら
す
、

　
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

　

　

　

　

　
　に
げ
ま
ど

　

　

う
し
ろ

　

　
わ

と
う
な
い
色

　

　

　

　

　
や
　

　

　

　

　
あ
ら
は

　
う
ち
も
の
つ

打
物
盡
く

れ
ば
宀昌
人
土
ハ色

め
き
立

っ
て
逃
惑

ふ
、
後
よ
b
・和
藤
内

「
ど

っ
こ

い
遣

ら
ぬ
」
と
顯

　

　

い
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　※
そ
　
く
び
　
　
つ
か
　
　
　
　
さ
し
あ
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ふ
り
ま
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
つ
く
　
　
　
　
　
抛

れ
出
、
安
大
人
が
素
首
を
掴
ん
で
差
上
、
く
る
一

と
振
廻
し
ゑ
い
や
っ
と
打
付
れ
ば
、
岩
に

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
フ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
じ
ゅ
く
し
　
　
う
つ
　
　
　
　
　
※
ご
　
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
　
　
い
き
ほ
ひ
　
　
　
　
　
※
綾
ら
あ
と
　
　
も
ど
　
　
　
　
あ
く
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比

熱

に
官
人
原
跡

へ
戻
れ
ば
悪
虎

の
口
、

熟
柿
を
打
ご
と
く
五
鱧
ひ
し
げ
て
失
せ
に
け
る
、

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

フ
シ

　

　
　

　

ゆ
け
　
　
　
　
　
　
　※
に
　
わ
う
だ
ち
　
色
つ
、
た
ち
　
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
ま
う
し
ご
か
ん
に
ん

地

ご
　
め
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
は
　
　
つ
ち
　
　
く
ひ

先

へ
行
ば
和
藤
内
仁
王
立
に
突
立
た
り
、「
ア

・
申
御
堪
忍
、
御
免
一

」
と
手
を
合
せ
土
に
食

r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　そ

く
脳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

○

狩

鉾

　
狩
獵

に
用

ひ
る
鉾
。
(
雁
股
鉾

の
義

で
は
な

い
)
。

○

數

鑓

あ
り

ふ
れ
↑
粗

末

な
鑓
。
.
數
」
は
、
数
多
く
あ

っ
て
あ
り

ふ
れ

た
物

の
意

を
示
す
接
頭
語
Q
「
世

間
胸
算
用
」
卷
四
、
長
崎

の
餅
柱
の
條

に
、

　

　

　
　

　
　

　

　

へ

「
一
'匁
に
五
十
太
～つ

つ
の
甜數
孱
脚」

.辷
あ
る
o
數
孱
繝
の
數

も
数
鑓

の
一數
も
、
同

じ
無
印
で
あ
る
o

O

玉

散

る

脳
散
　

　
刄

の
碎

け
散

る
光

は
、
恰

も
玉
ミ
散

る
霰

の
如
く

の

意
。

○

打

物

打

鍛

へ
た
物

の
義

、
刀

・
鑓
な
さ
の
武
器

を
い
ふ
。

○

色

め

く

　

　
負
け
る
き
ざ
し
の
現
は
れ
る
。

○

素

首

　
首
を
罵

っ
て
い
ふ
。
「
そ
し
は
「
そ
や

つ
し
な
心」
の
「
そ
」

さ
同

じ

く
「
其
『
の
義
で
あ
ら
う
o

O

五

…體

　
筋
・脈

・肉

・骨

・皮
毛
、
或
は
頭
・
雨
足
・
両
手

を
い
ふ
。
轉

じ
て

全
身
を

い
ふ
。

○

原

　

殿
原
な
さ
い
ふ
原

ミ
同

じ
く
、

一
人
な
ら
ぬ
を

い
ふ
接
尾
語
o

た
ち
。

○

跡

へ
臣
広
、れ
●ぱ

:
・和

仲滕
内

　
　
「
成
証
㎎
考
」
に

「
前
門
冖苑
レ
虎
、
価後
門

淮
ケ
狼
」

、ヒ
あ
る
に
據

つ
た
飜
姻案
o

O

仁

王

立

寺
門

の
左
右

に
あ
る
仁

王
像

の
如
く
勇
猛

に
突
立

つ
こ
.辷
。

國

性

爺

合

戰

二
六
五



傑
作
浄
瑠
璃
集

二
六
六

○

日

本

人

　

「
日
本
人
」
.、」
い
ひ
、
「,日
本

の
手
並
」
ミ
い
ひ
、

日
本

を
た
び
/
丶

い
ふ
ご
、丶」
痛
快

で
あ
る
o

O

先

帝

　
明

の
愚
蒙
烈
皇
帝
o

O

栴

檀

皇

女

　

前
文

に
、
皇
女

の
乘

れ
る
船

が
手
戸

に

著

き
、
鄭
芝
蘢

ば
偶
然
之

に
會

っ
て
故
國

の
亂

を
聞
き
、
皇

女

を
手
炉

に
留

め
、
妻
子

を
連

れ
て
明
國

に
渡

っ
た
こ
ミ
が

見

え
て
み
る
○

〇

三

世

の

恩

　

主
君
の
恩
を

い
ふ
。
諺

に

「
親
子
は

一

世
、
夫
婦

は
二
世
、
主
従

は
三
世
」

ミ
い
ふ
。

　

き
や
う
こ
う

○

向

後

今
後
。

○

元

服

　
男
子
十
五
六
歳

に
達
し

た
時
行

ふ
。
少
年

が
は

じ
め
て
大
人

の
服

を
着
け
、
冠
を
加

へ
て
成
人

、辷
な

る
禮
。

こ
の
時

に
幼
名
を
改
め

て
實
名
を
附
け

る
o

そ
し
て
前
髪
を

剃

っ
て
、
髪

の
結

ひ
方

も
變

へ
た
の
で
あ

る
。

○

鉢

　

頭
蓋
骨

を

い
ふ
。
そ
し

て
月
代
を
剃

る
爲
髪
を
揉

む

に
要
す

る
水
鉢
を

い
ひ
か
く
o

こ
の
あ

た
り
よ
り
こ
の
文

一

の
終
り
ま
で
盒

玄
妙
培
〃
に
入
り
、
諧
謔

の
妙
を
見

せ
て
、
近

松

の
霞
腕

を
一遺
憾
な
く
揮

っ
た
o

O

こ

一は

つ
　
　
頭

を
傷

つ
け
る
o

鉢
の
縁

語
Q

O

冖絲

鍵
訊
　
頂
を
剃

っ
て
両
鬢
の
髪
を
狭
く
残
し

て
結

っ
た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　へ

男
子
の
髪
の
風
。
「
好
色

…
代
男
」
に

「
世

の
風
俗
も
絲

鬢

に

し

て
」

・こ
あ
る
o

O

厚

鬢

　
頭
の
中
央
か
ら
額

に
か
け
て
狡
く
剃
り
落
し
、

兩
鬢
の
髪
を
廣
く
残
し
て
、
厚
く
ふ
さ
ノ
丶
、丶」結
う
た
男
子

の
髪
の
風
。

○

二
櫛

牛

の

は
ら

げ

鬢

髪
を
極
め
て
粗
略
に
す
き

て
結
び
、
鬢
附
油
も
用
ひ
ぬ
の
た
か
ら
、
ば
ら
け
亂
れ
た
結

億
雑

た
)
・.和
藤
内
虎
の
瞥
を
撫
で
て
・「拳

が
小
國
と
て
鱧
薛

水
入
・
虎
さ
へ
褫
が
る

杲

筝

臻

へ
た
か
・
我
こ
そ
挙

聞
》え
た
る
靉

懇

.　、慕

黶

九
翠

戸
に
成
長
せ

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

み

し
和
藤
内
と
は
攀

な
り
・、
響

の
妹
髴

鑾

落

響

鴿
・※蕃

の
恩
を
警

ん
爲
・
父

が
雛

へ
立
歸
)
國
の
蹴
を
禦

な
り
・
サ
ア
継

し
蔽

察

に
附
け
・
薈

ぞ

ば
虎
の

　

ゑ

じ
き

い
や

お
う

　
　

つ
め

　

　

　
な
ん

い
や

　

　

　

　
た
っ
た
ん
わ
う

し
た
が

り

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

と
う

餌

食

、

否

か

應

か

」

と

詰

か

ぐ

る

、
「
ナ

フ

何

の

否

で

ご

ざ

り

ま

し

よ

、

韃

靼

王

に

從

ふ

も

李

蹈

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

9

笈
に
從
ふ
も
・
製

僭
し
謙

徳
課

の
饗

甕

ハ・
お
懈
灘

奉
る
」
と
地
に
溝

て
.畏
.

る
・勢

・
黙

し
た
一

封
な
が
ら
・
欝

願
に
な
る
か
ら
は
杲

灘
に
馬

耕
っ
て
膩

さ

　

　
　
　

　
　

あ
ら
た
め
　
　
め
し
つ
か
,　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
し
そ
へ　
　
　
　
　
　
は
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
や
か
み
そ
り

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

て
ん
で

せ

、

名

も

改

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

差

添

の

小

刀

外

さ

し

こ

れ

も

常

座

の

早

剃

刀

、

母

も

手

々

　

　
　
　

　
　

　
　

　

て

召

使

は

ん

L

と

、

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

※

　

　

う
け
と
り
　
　
　
　
な
ら
　
　
あ
た
段
　
は
ち
　
　
　
　も
　
　
　
　
　も
　
　
　
　
　
　
　む
　
り
　
む

た
い
　
　
か
た
は
し
そ
る
　
　
　
　崇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
い
と

に

受

取

て

、

　

　
　
　

　
　

　

竝

ぷ

頭

の

鉢

の

水

揉

む

や

揉

ま

す

に

無

理

無

鱧

、

片

端

剃

や

ら

こ

ぼ

つ

や

ら

、

絲

　

　

※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　

び
ん
あ
っ
び
ん
か
み
そ
り
し

だ
い
　
　ま
た
・　
ま
　
　
　そ
り
し

濠
ひ
ぶ
た
く
し
は
ん
　
　
　
　
　
　
　
が
み
　
あ
た
ま

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

た
っ
た
ん

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

と
う
じ
ん

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

ひ
げ

・
鬢
厚
鬢
剃
刀
次
第
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瞬
く
問
に
剃
仕
舞
二
櫛
牛
の
は
ら
げ
髪
、
頭
は
日
本
髪
は
韃
靼
身
は
唐
人
、

　

　
　
　

　
　

み

あ
は

　

　

　
あ
た
ま
ひ
や

　
　
か

ぜ

ひ
い

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

く
つ
さ
め
　

く
つ
さロめ

み
む
ら
　

　

　

　

　

　
フ
シ
　

　

　

　

　

だ
う

互

に

顏

を

見

合

せ

て

、

頭

冷

つ

ぐ

風

邪

引

て

、
　

嚔

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嚔

、
村
さ
め
一

と
涙
を
流
す
そ
道

　
り
　
な
る　
地
　
　　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　　
そ
ろ　
　
　　
　そ
ろ　
　
　　
と
も
設
は
　　
　
　　
　
　　
　
　
　　色
あ
ら
ため
　
　　
詞

　
　
　
　
　
親

子

ど
っ
と
打
笑

ひ
、「
揃
ひ
も
揃

ふ
た
供
廻
う
名
も
日
本

に

改

て
、
何
左
衞
門

何
兵

理
成
、

衞
噛
が
郎

・
次
郎

・
十
郎
迄
靦
層

が
…毆
膿
秘
鍵
郭

に
曾

剰
振
巽
繕

に
並
馬
齢

つ
f

て
ろ
」
ユ
㌧.囃
ま
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
※
さ
耄

　
※
て
ふ
り
　
し
ゅ
※
　

　

ち
5
　

　

　

※
　

　

　
ゑ
も

ん
　

豪
　
　

ぴ
や
うゑ
※
と
んき
ん

候
L
と

、

お
先

手

の
手

振

の
衆
ち
や
ぐ
忠
左
衞
門
、
か
ぼ
ち
ゃ
右
衞
門

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
す

ん
兵
衞
、
東
京



噂

ひ
振

、這
い
ふ
の
で
あ

る
o
「
二
櫛
孚
」
は
、
髪
を
す
く

に
二
櫛

孚

し
か
す

か
な

い
ミ
い
ふ
極

め
て
粗
略
な
す
き
方
を
示
す
Q

か
く
残
語

(
もゆ
・◎
①
O
一9
一
け
①
μ、陣HP)
を
用
ひ
て
み

る
は
面
白

い
o

O

村

さ

め

ノ
＼

門ぐ

つ
さ
め
し
ぐ丶
む

ら
さ
め
L
、丶・
語
呂

を
合
は
せ
て
か
く

い
ふ
o

そ
し
て
厘

や
鼻
汁

や
唾

が
飛
出

る

を
村

雨
ミ
い
ひ
、
「
さ
め
ノ
＼

(潸
然

の
意
)
、こ
涙

を
流
す
し
に

つ
づ

け
た
。

○

二

行

二
列
。

○

ぼ

つ

立

て

ろ

「
お

っ
た
て
(追

立
)
ろ
」

の
訛
。
「
二

行

に
立

っ
て
ぼ

つ
た
て
ろ
」
ミ
は
、
供
廻
り
奴
が
二
列

に
並

び
立

っ
て
、
手
振
り
揃

へ
て
追

っ
立

て
先
拂

せ
よ
、辷
の
意
Q

O

先

手

行
列
の
先
頭

に
立

っ
て
行
く
者
。

○

手

振

大
名
な
さ
の
行
列

に
、

そ
の
先
頭

に
立

っ
て
、

拍
子
揃

へ
て
大
手
を
振
り
、
警
戒

の
傍

ら
威
勢
を
示
す
者
o

O

ち

や

ぐ

忠

左

衞

門

　

・
ち

や
ぐ
ち
う
し
に
忠
左
衛
門

を
い
ひ
か
け

た
。

ち
や
ぐ
ち

う
は
潭
州
を

い
ふ
Q
支
那
藕
建

省

じ
聞屬
し
、
・今
の
龍
溪
縣

は
そ
の
蔭
地
○
「
華
東
通
商
考
」
卷

二
に
っ
樟
州
」
に
「
チ
ヤ
グ

チ
ウ
」
ミ
傍
訓

し
て
あ
る
っ

(
)
か

ぼ

ち

ゃ
　
　
か
ん
ぽ

督
あ
(○
節
日
σ
o
自
一跨
)
を
い
ふ
○

印
度
支
那
傘
島

の
王
國

で
、
現
今

は
佛
鬨

の
保
護
國

で
あ
る
。

○

る

す

ん

　

る
ぞ

ん
(
い
二
N
O
コ
)
を
い
ふ
。
比
律
賓
群
島

中

の
最

大
の
島

で
、
首
府

を

マ
ニ
ラ
ミ
い
ふ
○
今

は
米
領

・こ

な

っ
て
み
る
o

O

と

ん

き

ん

　

(臼
8

ひq
江

p
ひq
)
印
度
支
那
最
東

北
の

挙
野
を
占
め
る
王
国
で
、
古
の
交
趾
の
地
に
當
り
、
現
今

は

佛
翩
四
の
保
護

国
で
あ
る
o

O

し

ゃ

む

　

(
ω
壁
B

)
印
度
支

那
の

一
王
国
。

○

ち

ゃ

ぼ

　
　
ち
あ

ん
睦
(
○
げ
験
§
b
爭
)
を

い
ふ
。
佛
領

　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　

※
　
　
　
　
　
　

※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　

・　
　
　
　
　
　
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

ん
六
郎
す

ん
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
る
な
ん
五
郎

う
ん

兵
衞

、
し
ゃ
む
太
郎
ち
ゃ
ぼ
次
郎
ち
や

る
な
ん
四
郎
、

　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
ざ
　
へ　
も
ん
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
張
い
ま
ま
み
　
　
　
　
　
　
と
も
さ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
と
め
八
郎
い
ぎ
)
す
兵
衞
今
參
)

の
お
供
先
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
太
郎
兵
衞
、

九
郎
、
も
う
る
左
衞
門
じ
ゃ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

※

あ
と
　
※
ひ
き
む
敦
と
ら
ふ
　
　
　
こ
ま
　
　
　
　
　
　
た
す
　
　
　
　
か
う
1
丶
　
　
　
　
　
　
　
　と
る
く
ち
と
る
　
　
　
　
と
ろ
ほ
訣
れ
　
　
　
ゐ
　
こ
く
ほ
ん
て
う
　
　
　
※
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
取
口
取
國
を
取
譽
は
、
異
国
本
朝
に
、
蹈

跡

に
引
馬
虎
斑

の
駒
母
を
、
助
け
て
孝
行
の
名
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
　
　う
ち
の
　
　
　
　
み

せ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ

　

ま
た
　
　
　
　
　
　く
ら
あ
ぶ
み
　
　
　
　
　
せ

み
跨
げ
た
る
鞍
鐙
、
虎

の
背
中
に
打
乘
っ
て
威
勢
を
、
千
里
に
顯
せ
・9

印
度
支
那
交
趾

の
首
府

サ
イ
ゴ

ン
附
近
の
地
c

O

ち

や

る

な

ん

印
度

の
チ
ヤ
ウ

ル
(
刹
兀
兒
)
國

を
き
か
せ
た
も
の

か
o
茶
宇
縞

、こ
い
ふ
名
は

こ
れ
か
ら
起

つ
た
の
で
あ

る
o

O

ほ

る

な

ん

　

こ
の
名
の
國
は
な

い
。
こ
の
普

に
近

い
の
は
フ
ナ

ン

か
o
扶
南
は
今

の
逞
羅
あ

た
り

に
あ

っ
た
昔
の
國
名
o

O

う

ん

す

ん

　

葡
萄
牙
國

か
ら
渡
來

し
た
ウ

冫
ス
冫
カ
ル
タ
の
名
を

取

っ
た
も
の
で
、
そ
の
實
国
名

で
は
な
い
o

O

す

ん

　
ウ
冫
ス
冫
(
カ
ル
タ
)
の
ス
冫
を
取

っ
て
い
う

た
の
で
あ
ら
う
。

国

名
ミ
し
て
は
思
ひ
當

ら
ぬ
o

O

も

う

る

も
ぴ
る
(竃
O
旨
σq
び
〇
一
)
を

い
ふ
。
英
領
ミ
な
ら
な

い
以
前

の
印
度
帝
國
。

○

じ

ゃ

が

　

じ
ゃ
ば
(旨

く
9
)
を
い
ふ
c

マ
レ
ー
諸

島
の

一
で
、
今
は

和
蘭
領

で
あ
る
o
其
首
都
"ハ
タ
ビ

ヤ
の
蔵
μ名
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
(匂
簿
O
節
序
『
麟
)
を

触、太
郎

し
に
い
ひ
か
け
て

「
じ
ゃ
が
太
郎
」
、亡
い
う
た
○

○

さ

ん

と

め

印
度
東
境

の
地
(
Oe
二D
、目
　
6
ゴ
O
日
節
ω
)
を
い
ふ
。

○

い
ぎ

り

す

　

英
國
。

○

今

参

り

新

参
。

○

引

馬

　

大
名

な
さ
の
行
列

に
は
、
行
列
の
後
方

に
馬
を
牽

き
從

へ
て

る
た
も
の
で
あ
る
o

こ
こ
も
虎

斑
の
駒

を
引

い
て
み
る
o

O

口

取

る
　

馬
の
口
取
る
。

こ
こ
の
文
、
「
取

る
し
を
重
ね
て
交
を
飾

っ

た
。

○

蹈

み

跨

げ

た

る
　

前

の
「
駒
」

の
語
を
受
け
て
か
く
い
ひ
、
後

に

「
虎
」
の
語
を
受
け

て
「
千
里
」

ミ
い
ひ
、
以

て
和
藤
内

の
勇
姿
を
示
し
、
叉

遠
方

の
異
國

に
勇
名

を
轟

か
し

た
意

に
い
う
た
o

國

性

爺

合

戰

二
六
七



傑
作
浄
瑠
璃
集

二
六
八

第

一
二
　
(獅

子
が
城
)

登
場
人
物
の
主
な
者

　
　
　
　
稗
覊
醺
弍
.篤
簿
磐
懿
難
騨
難
鸚
)
　

　

　

　

　

　

巻
　
.一.

,鍵
盤
翻
難

製
妖
)

　
　
　
　
癰

.一.
氈
.
の
諱

齬

額

.
5

鍬

鷲
.
蓋

叶
蕪

離

離

糎

)
蹴

　

輝
(獅
子
が
城
主
。
+
萬

…騎
の
旗
頭
散
一騎
將
榊軍
)

　
　

　

　

し
し
　
　
じ
ゃ
う
け
い
　ゆし　

へ
い
お
ほ
ザ
い

　
　

　

　

獅

子

が

城
警

固

の
兵

大

勢

梗

　

　

　
概

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

を
き
へき
ざ
ん
　
　ふ
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
れ
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
む
　
　
　
　
　
　
え
う
が
い　
　
　
　
　
　
　
ほ
り

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

け
ん
ぢ
ゆ
う

　

和
藤

内

等

の
親

子

三

人

は
赤

壁

山

の

麓

で

巡

り

合

ひ

、

共

に
連

立

っ
て
獅

子
が

城

に
赴

く

。

城

は

要
害

に

あ

っ

て
壕

を

廻

ら

し

、
警

戒

厳

重

を
極

め

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

か
ん
き
　
　
　
　
　ぢ
き
だ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　よ

て

る

る

。
和

藤

内

は
城

門

外

に
立

っ

て
、
「
御

城

主

甘

輝

殿

に
直

談

し

た

い
事

が

あ

っ

て
參

つ
た

。

城

内

に

入

れ

て
も

ら

ひ

た

い
」

と
呼

ば

は

る
。
折

節

か
ん
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
ひ
は
ら

甘

輝

は

不
在

で
あ

っ
た

の
で

,

警

固

の

兵

ど

も

は

之

を
追

拂

は

う

と

す

る
。

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

は
る
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
い
し
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
ず

　

そ

こ

で
老

一
宮

は
小

聲

で

,
「
日
本

か
ら

蓬

々
參

つ
た

者

だ

と

甘
輝

殿

の
内

室

に
傳

へ
て
く

れ

よ

。

さ

す
れ

ば
内

室

は

合
點

さ

れ

る
筈

だ
」

と

い

ふ
。

　
　

　

　

　

　

　

　

き
ん
し
ゃ
う
ち
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　て
い
し
り
よ
う
　
　な

の

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

な
つ
か
　
　
　
　
え
　
つ
け
　
　か
が
ム

奧

で

は

之

を
聞

い

て
錦

群

女
楼

門

に
出

で

、
「
鄭

芝

龍

と
名

乘

る

か
ら

は

、
さ

て

は
我

が

父

か

何

用

あ

っ
て

ご
ざ

っ
た

か
」

と
懐

し
く

、

柄
附

の
鏡

を
取

　
　

　

つ
き
か
け
　
　
う
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
が
た
ゑ
　
　
く
ら

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

わ
か
　
　
　
　
　
お
も
か
け

出

し

、
月

影

に
映

る

父

の
顏

を
鏡

の
面

に
映

し

、
父

が

故

国

を

去

る
時

に

置

い
た

父

の
姿

繪

と
較

べ

、
頭

は
白

髪

と
變

れ

ど
も

若

い
時

の

俤

の
残

れ

　
　

　

　

い
だ
き
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
お
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

る
を

見

、
抱

附

き

た

い
心
地

し

て

、「
能

う

生
事

て

る

て
下

さ

っ
た
」

と

て
、

見

下

せ
ば

父

は
見

上
け

て

、
互

に

二
十
年

来
逢

は

な
か

っ
た
事

と

て

、
感

き
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　み
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
　
　
き
ん
せ
い

極
ま
っ
て
涙
に
く
れ
る
。
あ
り
あ
ふ
者
ど
も
も
こ
の
有
様
を
見
て
皆
涙
ぐ
む
。
さ
れ
ど
警
固
の
者
等
は
、
他
国
者
は
城
内
に
入
れ
る
事
堅
く
禁
制
と
の

お
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一　
　
　
し
ょ
う
い
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
,　
　
ぜ
ん
か
た
　
　
　
　
　
　
　し
膝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
し
ゃ
う
ち
ょ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳳こ
　
し
ょ

掟
を
守

っ
て
、
門
を
開
く
事
を
承
引
せ
ぬ
。
老

一
宮
は
詮
方
な
く
妻
を
縛
り
,
人
質
と
し
て
城
内
に
入
れ
る
事
と
な
る
。
錦
群
女
約
し
て
、「
何
の
御
所

ま
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
し
ろ
い
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
　
に

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

き
ん
し
ゃ
う
ち
よ

望

か

存

ぜ

ね

ど

も

,
叶

へ
ら

れ
れ

ば

白

粉

を
溶

い

て
城

外

の
壕

へ
流

し

ま

せ

う

。
叶

へ
ら
れ

ね
ば

紅

粉

を
流

し

象

せ

う
」

と

い
ふ
。

か

く

て
錦

群

女

は

老
母

を
奧

に
引

見

し

て

い
拠

は

る
。

轡



　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

は
た
が
し
ら
さ
ん
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
れ
　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ

　

　

　
　

　

　

　

　

　
だ
っ
た
ん
れ
う

　

　

　
　

か
ん
き

　

や

が

て
甘

輝

歸

り

、「
韃

靼

王

か

ら

御

加
増

に

あ
っ

か
り

、

十

萬

騎

の
旗

頭
散

騎

將

軍

に
任

ぜ

ら

れ

た
」

と
語

っ

て
喜

ぶ

。
妻

「
嬉

し

い
事

は
重

な

る

も
の
・
審

は
呆

か
ら
父
上
が
門
外
ま
で
ご
ざ

っ
た
が
・
國
の
磐

欝

入
れ
申
さ
な
い
で
、
母
上
だ
け
を
饌

と
し
て
お
留
め
申
し
ま
し
さ

冫
}

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
ん
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か

　　　 書 國 豐 世 三 　 　 　駿 台 爺 性 國
(かうし東坂)女祚錦　(郎十團川常世八)内藤和　(藏老梅川市)輝甘

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

わ
し

に

か
か

ら

う

と

す

る
。

老
母

は

「
錦

祚

女

が

死

ん

で

は
妾

も

生

き

て

は
居

ぬ
」

と

て

も

カ

く

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

き
ん
し
ゃ
う
ぢ
よ

　

　

　

　

　

　

　

こ
ひ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

し
り
る

得

な

い
で
老
母

の
請

を

斥

け

九

。
是

に
於

て
錦

群

女

は
約

束

に
從

っ
て
紅

を
壕

に
流

す
。

　

　

　

　

　

　
國

性

爺

合

戰

語

っ

て
喜

ぶ

。

甘

輝

「
然

ら
ば

母

上

に

お

目

に
懸

ら

う
」

と

て

,
老

母

と
會

見

す

る
。

　

　

　

　

　
く
わ
い
ふ
く
　
　
　
　
　
　

じ
ょ
せ
い
　
　
　
　
　
か
ん
き
　
　
　
　
　
わ

と
う
な
い

老

母

は
明

朝
恢

復

の
志

を

告

げ

て
助

勢

を
頼

む

。
甘

輝

は
か

ね

て
和

藤

内

の
剛

勇

を
聞

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

て
い
し
り
よ
う
　
　
　
　
み
　
か
た

い
て

る

た
が

、

そ

れ

が

我

が
妻

の

異
母

弟

で

あ

る

と
知

っ

て
驚

き

、
「
鄭

芝

龍

の
御

味

方

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

さ
し
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
び
っ
　
　
　
　
　
　
ロ　し　へぎ

と

な

り

ま

す
」

と

て

、
妻

を

引
寄

せ

て
刺

殺

さ

う

と

す

る
。

老
母

は
飛

附

い
て

之

を
遮

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

ひ
　
サ　もろ

り

、
「
何
が

氣

に
入

ら

ぬ
か

。
母

の

目

の

前

で
娘

を
殺

さ

う

と

す

る
無

法

人

、

日
頃

娘

を

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

ム
　
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゐ

　

　

　

　

　
　

　

　

お
も
　
　
や

い
ぢ

め

て
み

る
事

が

思

ひ

遣

ら

れ

る
。

も

う

味

方

は

頼

ま

ぬ
。

こ

れ
娘

、

親

が
居

る

　

　

き
　
つ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ば

か

ら

気

遣

ひ

す

な
」

と

て

,
身

を
捨

て

て
娘

を
庇

ふ
。

糶

蕪

法
人
と
言
は
れ
て
は
我
が
土忌
中
を
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
實
は
鯔
蜑

に
呼

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

う
ち
ほ
ろ
ほ

ば

れ

て
非

常

な

も

て

な

し

に

あ

ひ

、
和

藤

内

を
討

滅

す
事

を
仰

付
け

ら
れ

て
歸

つ
九

次

　

　

　

　

　
　

　

　

　

こ
と
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
る
が
へ　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
お
ん
み
　
か
た

第

。
然

し
母

上

や
妻

の

詞

を
聞

い
て

心

を

飜

し

、
大
義

に
歸

し

て
御

味

方

に
な

ら

う

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

ぶ
　
だ
う

と

は
決

心
し

弛
れ

ど

、
妻

の
縁

に
引

か

さ

れ

て
武

道

を
捨

て

、
敵

に
附

い
た

と

の
世

の

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

そ
しり
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
ひ

　

　

は
ぬ
か

そ
し
り

譏

を
憚

り

,
妻

を
殺

せ

ば

其

の
譏

も

な

い
と

思

っ
て

の
事

。

こ
れ
妻

よ

、
母

の

お
慈

悲

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

を
つ
と
　
つ
る
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
も

は

さ

る

こ

と

な
が

ら

、

お
前

を
刺

さ

う

と

す

る
夫

の
劔

に

は
忠

孝

が
籠

る

。
義

の
爲

に

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

き
ん
し
ゃ
う
ち
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
つ
と

命

を

捨

て

よ

、

あ

は

れ

の
者

や
L

と

い

ふ
。
錦

祚

女

は

之

を
聞

い

て
覺
倍

し

、
夫

の
手

　

　

　

ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　

　

　

　

　
　

　

　

　

.、
　

。
斯

う

な

っ

て

は
甘

輝

も

手

の

下
し

や
う

な

く

、

已

む

を

　

　

　

べ
に
　
　
ほ
り

二
六
九



　
　
　
　
　
　

傑
作
浄
瑠
璃
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　二
七
〇

　

和
藤
内
は
齎
を
襪
き
、
城
外
の
岸
頭
に
座
を
占
め
て
聯
の
水
を
凝
塊
し
・
縫
の
水
が
流
れ
る
の
で
魂
さ
て
は
欝
欝
め
が
啝
課
を
せ
ぬ
知
ら
せ
・
こ
の

上
は
饌

も
母
蠡

け
ら
れ
ぬ
L
と
て
、
急
い
で
城
内
に
乘
入
り
叡

輝
に
對
面
し
て
、実

地
間
に
雌
.乃

の
母
に
欝

け
た
も
・
汝
を
覆

に
頼
ま

　

　

　

ね
ん
ぐ
わ
ん

　

　

　

　

　

　

　
よ
し

　

　

　
　
そ

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
つ
か

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

つ
め
よ

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

か
ん
き

う

と

の
念
願

で

あ

っ
た

。

親
族

の
好

み

か

ら

も

其

方

か

ら
從

ふ
べ

き

だ

。

さ

あ
返

答

せ

よ
L

と

、
刀

の
柄

に
手

を
掛

け

て
詰

寄

る

。
甘

輝

「
女

房

の
縁

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

もゆさ　　
　しき
り
あ

と

い
う

て
は

な

ほ
從

は

れ

ぬ

。

さ

っ
さ

と

日
本

へ
歸

れ
」

と

て

、
將

に
斬

合
ひ

に
な

ら

う

と

す

る
。

　

き
ん
し
ゃ
う
ち
ょ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
に
　
　
　
　み
な
も
と
　

　のね

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

ぜ
ん
け
つ

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ら
コつ

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

き
んし
ゃ
う
ち
よ

　

錦

群

女

「
暫

く

お
待

ち
」

と
聲

を

掛

け

、
「
今

流

れ
た

紅

の
水

の

源

を
御

覽

ぜ

よ
」
と

て

、
胸

を
押

開

け

ば

鮮

血

に
染

ま

っ

て

み

る
。
錦

群

女

の
心

　

　

　

を
つ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
か
　
く
わ
い
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
し
ま

は
既

に
夫

の
言

を
聞

い

て
死

を

決

し

て

み

た

の
で

、
自

ら

懷

劔

で

自
害

し

、

そ

の
血

涙

を
壕

に
注

い
だ

の

が

、

水

を
紅

に
染

め

て
流

れ
出

た

の
で

あ

っ

た
・
そ
し
て
蟲
の
撃

つ
ぎ
な
が
ら
・
義
に
よ
っ
て
嵌
輝
譱

い
た
・
欝
欝

妻
の
爲
に
泣
い
て
・
藤
ち
に
和
藤
内
の
髮

と
砦

・

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

ね
や
ら　
　
　
え
ん
ぺ
い
わ
う
こ
く
せ
ん
や

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
し
ゃ
う
ぞ
く

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

か
ん
き

　

そ

こ

で
和
藤

内

は
大

將

軍

と

な

り

、
諸

侯

に
準

へ
て
延
準

正
國

性

爺

と
號

し

、
装

束

改

め
威

儀

を
整

へ
、
甘

輝

の
軍

+
萬

騎

を
從

へ
る
。

老
母

は
之

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

ほ
ん
ま
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
へ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
　し
ゅ

を
見

て
大

い
に

喜

び

、
「,娘

あ

れ

を
見

よ

。

こ
れ

で
親

子

の
本

望

を
達

し

た
。

こ
の

上

生

き

て

は
初

め

の
詞

が

嘘

と
な

る
」

と

て

、
錦

群

女

の
匕

首

を

取

　

　

　

　

の
ど

　

しセ
　

　

　

　

　

　

　

　
ゑ
が
ほ

　
し
や
ぼ

　

か
た
ム

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
こ
く
せ
ん
や
　
　
　か
ん
き

っ

て
我

が
咽

喉

を
刺

す

。
か

く

て
兩

女

は
笑

顔

を
娑

婆

の
形

見

に

て
、

一
度

に
息

を

引

取

つ
た

。
國

性

爺

と
甘

輝

と

は
涙

に
く

れ

て
、
母

親

と
妻

と

の

り
ん
じ
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
だ
っ
た
ん
わ
う
　
　も
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
か
た
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ろ
ぼ
　
　
　
ち
か

臨

終

を

見

守

り

、

韃

靼

王

を

目

し

て

母

親

と

妻

と

の

仇

敵

と

な

し

、

之

を

滅

す

を

誓

ふ

(リ

　

　

　

　

な
　
　
　
か
ら
　
　
は
う
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し
ゅ
っ
ち
ん
　
か
ど
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
ぼ

　

兩

女

の

亡

き

骸

を

葬

る

野

邊

迸

り

と

、

出

陣

の

首

途

と

取

り

ま

ぜ

て

.

あ

は

れ

を

見

す

る

娑

婆

の

世

よ

。

戰

へ
ば

必

ず

勝

ち

、

攻

め

れ

ば

必

ず

取

る

　

　

　

　

　

　

　

や
ま
と
を
ん
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
く
ぜ
ん
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
い
ふ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
マう
て
ん
ど
う
ち

名

將

の

、

そ

れ

は

大

和

女

の

腹

か

ら

生

れ

た

國

性

爺

が

、

明

朝

恢

復

を

志

し

て

.

驚

天

動

地

の

活

躍

は

こ

れ

か

ら

始

ま

る

。

評　

　

　

　

　

　

め
う
れ
い　
　
き
ん
し
ゃ
う
ち
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
や
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
　
　
　
　
き
ょ
う
み

　

こ

の
段

は

、

妙

齢

な

錦

群

女

が

身

を

殺

し

て

、

忠

孝

の

道

を

全

う

も

、

和

藤

内

が

母

子

の

情

と

,

甘

輝

の

苦

衷

と

が

之

に

絡

み

、

興

味

の

中

心

と

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み
ん
て
う
く
む
い
ふ
ど　
は
た
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　く
わ
ん
セ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
も
ち

つ

て

、

人

の

胸

を

打

つ

。

そ

し

て

姉

の

死

に

よ

っ

て

、

剛

勇

な

和

藤

内

が

明

朝

恢

復

の

旗

擧

ぴ

と

な

り

、

こ

れ

に
關

囃

す

る

人

々

の

心

持

や

動

作

が

夫

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は
　
ら
ヵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
う
せ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
と

夫

に

,

美

し

い
背

景

の

中

に

流

れ

て

は

波

瀾

を

立

て

る

。

こ

の

】
篇

を

見

て

も

,

近

松

の

旺

盛

な

聯

想

力

・
想

像

力

が

認

め

ら

れ

る

で

あ

ら

う

。
'
且

つ

　

　

　

　

じ
ょ
け
い

舞

臺

面

の

叙

景

に

も

、

美

化

力

・
詩

化

力

の

非

凡

な

事

か

う

か

が

は

れ

る

で

あ

ら

う

。



　
○

仁

あ

る

君

も

:
愛

す

る

事

能

は
ず

　

、文
選
」

　
卷
十
九
、
曹
植
求
自
講
義
に
「、慈
父
不
レ能
レ愛
二無
レ。盆
之
子
噛

　
仁
君
不
レ能
レ蓄
二黒
〆用
之
臣
こ
o
こ
こ
の
交
は
、
以
て
用
あ

　
る
臣
を
養
ふ
べ
く
、
盆
あ
る
子
を
愛
す
べ
き
意
に
い
う
た
o

　
O

道

の
仙巷
　
　道
路
の
分
岐
ミ
、
入
間
の
践
む
べ
き
道
徳

　
の
、
國
に
よ
っ
て
多
少
變
化
あ
る
こ
、丶」
、丶」を
い
ひ
か
く
。

○
親

子

三

人

鄭
芝
龍
、・
其
の
妻
及
び
其
の
子
和
藤
内
。

　

　
え
ら
が
い

○

要

害

敵
を
防
ぐ
に
便
宜
な
處
。
.俗
語
録
・
に
「在
レ
我

　
爲
レ要
、
於
ノ敵
爲
ノ害
也
」。

轡
○

、沍

え

返

る
　

饑
寒
嚴
し
い
。

○
繩

を
引

く

が
如

く

　
流
水
細
長
く
っ
つ
き
め
ぐ
れ

　
る
を
形
容
し
て
い
ふ
Q

　
O

黄

河

渤
海
灣

に
注
ぐ
支
那
第
二
の
大
河
で
あ
る
。

　
○

銅

鑼

　
か
ら
か
ね
で
作
り
、
銅
盤
の
形
を
し
た
も
の
で
、

　
ば
ち
で
打
鳴
す
樂
器
o

O

矢

狹

問

　

城
の
櫓
叉
は
ひ
め
壥
な
か
に
設
け
た
窓
で
、

矢
丸
を
放
ち
叉
は
外
を
望
見
す
る
爲
の
も
の
。

　

　
い
し
ゆ
み

　
○

弩
一　

古
代
の
武
器
Q
石
を
彈
く
機
械
で
、
日
本
の
ミ

支
那
の
、丶」ば
共
の
縫
造
異
る
Q

O

石

火

矢
　
石
を
う
ち
出
す
昔
の
大
砲
o
「和
漢
三
才
圖

會
」
に
「凡
砲
石
之
玉
、
自
ご四
五
百
目
一至
ご
四
五
貫
目
h
以
か

機
巧
叫放
出
、
謂
二之
石
火
矢
一也
」Q

O

一
身

の
外

味
方

な

し

眞
に
頼
み
に
な
る
者
は
我

が
身
の
み
。
諺
に
「
…心
に
味
方
な
し
」。

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

一

策

一
一

地
色な

じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
し
な
　
　
　あ
た
　
　
　
　
　
　じ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
き
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
　
　
　
　
　
　あ
た

　

仁

あ

る

君

も

用

な

き

臣

は

養

ふ

事

能

は

す

、

慈

あ

る

父

も

盆

な

き

子

は

愛

す

る

事

能

は

す

、

や
ま
と

も
ろ
こ
し
さ
ま
ぐ

　
　
　
ぶ
　
　
　ち
ま
た
　
わ
か
　
　
　
　
　
　
　ま
よ
　
　
　
　い
そ
　
　ま
こ
と
　
　
　ぜ
き
へ
き
ざ
ん
　
　ふ
も
と
　
　
　
　
　

大

和

唐

土

様

々

に

道

の

巷

は

刷

る

れ

ど

、

迷

は

で

急

ぐ

誠

の

道

赤

壁

山

の
麓

に

て

、

親

子

三

人

め
ぐ

あ
。

わ
が
む
こ
　

　

き
蠱
よ

　

ご
ぢ
や
き

ん
か
ん
き

　

や
か
た
フ
じ

し

　

じ
ゃ
う
　

つ
き

　

　

地
色
麿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五

常

軍

甘

輝

が

館

城

獅

子

が

城

に

ぞ

著

に

け

る

、

聞

し

に

巡

う

合

、

我

聟

と

ば

か

り

聞

及

ぷ

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ら
　
　
　
　
の
を
　
　
か
は
ら
し
や
ち
ほ
こ
　
　
　
　り
れ
ふ
　
　
　
　
　
せ
き
る
い

ま
さ

な
よ
う
が
ロい
　
　
　
　
　
さ
　
　
　か
へ

優

る

要

害

は

ま

だ

沍

え

返

る

春

の

夜

の

、

霜

に

閃

め
く

軒

の

瓦

餅

鉾

天

に

鰭

振

り

て

石

壘

山口同

　

つ
き
あ
げ
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
あ
い
　
　
　
　
ぶ
な
は
　
　
び
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
く
は
う
か
　
　
　
　
　
い
る
ろ
う
も
ん
か
た
　
　と
ざ
せ

く
築
上
た
り
、
堀

の
水
藍
に
似

て
繩
を
引
が
如
く
、
末
は
黄
河
に
流
れ
入
樓
門
堅
く
鎖
)
、
城

　
　
　
　
よ

ま
は

　

　
ど

ら

　

　

か
ま

　

　

　

ぶ
や

ざ

ま

　
ぶ
い
し
ゅ
み
す
き
ま

　

　

　

　

　
　
ぶ
い
し
び

や

　

し

か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

々

に

石

火

矢

を

仕

掛

内

に

は

夜

廻

)

の
銅

鑼

の

聲

噎

び

す

く

、

矢

狭

間

に

弩

隙

間

な

く

、

　

お
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　うち
は
な
　
　
　
　
　
　い
き
ほ
び
フ
シ
　
　
　
　
　
　
め
　
な
　
　
　
　
　よ
う
が
い
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　さ
う
み

け
直
す
は
と

い
は
ゴ
、
打
放
さ
ん
其

勢

和
國
に
、
目
馴
れ
ぬ
要
害
な
)
、

一
宮
案
に
相
違
し

　

ら
ん
ぜ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　　
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ち
ゅ
う
　
　
た
カ　
　
き
も　
　
な
　
　
　
　
　
し
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜

中

に
叩

き

聞

も

馴

れ

ぬ

舅

が

、

日

本

よ

「
亂

世

と

い

ひ

、

斯

か

る

嚴

し

き

城

門

事

々

し

ぐ

、

　

き
た
　
　
　
　

　
　
　
　
い
　
　
　
　
ま
こ
と
　
　
　
　
と
り
つ
ぐ
も
の

　
あ
る
　
　
　
　
　
た
と
へ
　
　
　
　
き

も
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
わ
か

う
来
り
し
な
ん
ど
言
ふ
共
議
と
思
ひ
取
次
者
も
有
ま
じ
、
假
令
娘
が
聞
た
)
共

二
歳
で
別
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

か

な
る
せ
う
こ

　

　

　

　

　
た

や
す

　

　

　
　
い
　

　

　
か
た

　

　
　
フ
シ
い

か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

容

易

く

城

内

へ
入

れ

ん

事

難

か

る

べ

し

如

何

が

日

本

へ
渡

り

し

父

と

如

何

戒

護

據

を

語

る

共

、

　

フ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
し
や
き
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　に
き
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ど
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　な
い
つ
し
ん
　
　
ほ
か
み
　
か
た

は

、

せ

ん

」

と

そ

私

語

け

る

、

和

藤

内

聞

も

あ

へ
す

、
「
今

更

驚

く

事

な

ら

す

一
身

の

外

味

方

な

國

性

爺

合

戰

二
七

一



傑
作
淨
瑠
璃
集

○

不

覺

覺
悟
の
た
し
か
な
ら
ぬ
義
。
失
敗
。

〇

一
口
商

ひ
　

三
二口で
き
ま
る
取
引
の
義
。

ご
言
で
成

否
の
き
ま
る
こ
ぐ」o

O

行

合
姉

　
　同
母
異
父
或
は
同
父
異
母
の
姉
を
い
ふ
。

こ
こ
は
同
父
黒
八母
の
姉
で
あ
る
o

○

有

る

べ

き

に

有

る
べ
き

に
其
の
無
き
は
。

○

冖鴪
》夷

　
素
性

の
知
れ

ぬ
異
国
人
な
さ
を
卑

し
め
て
い
ふ
。

前
文

に
は
、
自
身

を
い
ふ
に
「
身

が
生
國
ば
大
日
本
し
く
」
い
ひ
、

こ
こ
で
は
異
国
人

を
鼎、旨
し
て
「
島
夷
し
、こ
い
ふ
Q
例

に
よ

っ
て

自
軍
心

の
強

い
気
脈

の
よ

い
言

語
で
あ
る
。

●

'

■

二
七
二

　

　

　

　
　

　

　

　
で

か
く
ご

ま
へ

っ
い

し
う
と

む
こ

し
た

　

　
ふ

か
く

し

と

は

、

日

本

を

出

る

時

よ

)

覺

悟

の
前

、

途

に

見

ぬ
舅

よ

聟

よ

と

親

し

み

だ

て

し

て

、

不

覺

　

と
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
の
　
　
　
　
　
　
な
ひ
と
く
ち
あ
　　な
　
　
　
い
や
　
　
　
　
　
　
　
そ
く
ざ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

か
た
き
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

わ
か

を

取

ら

ん

よ

・9
頼

ま

れ

う

か

頼

ま

れ

ぬ

か

一
口

商

ひ

、

否

と

い

は

ゴ
即

座

の
敵

、

二
歳

で

別

れ

姦
ノ

釁塗

穿
鑿

　

,
.

　

　

♂　
　
　
　
　

"　

"　

罫
η

恩
讎　
　
　
　
　
納
碕　
　
　
　
　
ψ

、事

序
野
鶴

さ
　
　
　
げ

丈ゴ
罵

覇

.購

謬

恥

晃

㍗押

夢
ク
蓬

胤

毒

澱

険

・

ゆ

・
鋸

飾

職

イ　

シ

蠡鏃
轟

轟

〃　

鏡

物
鞠　
　
嵐
-
ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

メ

雛
蘿
雛
騰
縫鑑

農ム

ぜη

難1　 　 ㌔
驫 二

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

の
が

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

お
や
き
や
う
だ
い
こ
ひ
し
ゐ

も

、

繼

母

と

い

ふ

名

は

遮

れ

す

、
娘

が

心

に

親

兄

弟

戀

慕

ふ

ま

い
物

で

も

な

し

、
其

所

へ
切

込

ん

　

　
　

　

　

　
　

　

　

な
ゆ
き
あ
び
あ
ね
　
　
を
や
つ

し

娘

な

れ

ば
我

等

と

も

行

合

姉

、

彼

奴

孝

行

の

　

　
　

　

　

　
　

　

ふ
う
　
な
つ
　
　
　
　
　
ふ
み
　
た
よ
り

心

あ

ら

ば

日

本

の

風

も

懷

か

し

く

、

文

の

便

も

騨

　

　

　

　

　
し
ん
て
い

わ
れ
ち
く
り
ん

と
ら
が
り

有

べ

き

に

頼

ま

れ

ぬ

心

底

、

我

竹

林

の

虎

狩

に

　

　
　

※

し
た
が
　
　　　
し
ま
え
び
す
　
　
ぐ
ん
ぴ
や
う
　
も
と
で
　
　
　
　
　
　
　を
り
な
び

從

へ
し
嶋
夷
を

、
軍
兵

の
元
手

に
し
て
切
糜
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せい
　
　
つく
　
　ひ
ま
い

る
程

な
ら
ば
、
五
萬

や

十
萬
勢

の
附

は
隙
人
ら

　
　

な
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
や
ぶ

す
、
何
の
人
頼

み
此
門

蹴
破
り

不
孝

の
姉

が
首

ね
ぢ
を
り
　
　
む
こ
　
　
か
ん
き
　
　
　
　む
と
し
のサへ
う
ぶ
　
　
　
　
　
　
　お
ど
　
　
い
つ

捻

切

、

聟

の

甘

輝

と

一
勝

負

L

と

、

躍

り

出

れ

　

　
　

　

　

色

　

　

す
が
　
　
つ
き
お
し
と
ゴ　
　
み
　
　
む
す
め
こ

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
こ
め
ろ
い
れ

ば

母

縋

)

付

押

止

め

、
「
其

娘

御

の

心

入

は

知

ら

　

　
　

　

わ
っ
と
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
カ

ね

ど

も

、

夫

に

連

れ

て

世

の

中

の

儘

に

な

ら

ぬ

　

　
　

な
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ね

は

女

の

習

ひ

、
父

と

は

親

子

御

身

と

は

種

一
つ

、

　
　
　
　
　み
づ
か

び
と
り

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

う
み
や
ま
　
　
　
　
　
　
へ
だ

他

人

は

自

ら

一
入

に

て

海

山

千

里

を

隔

て

丶

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
捗
り
こ



○

不
省

の
身
　
　常
人
に
省
∩に
〕ぬ
お
ろ
か
な
身
の
義
。

轉
じ
て
自
身
②
意
に
い
ふ
o

○

人

を
懐

け

從

へ
・-
軍

法

の
元

　

.、淮
南
子
」

兵

略
訓
に

「衆
之
所
〆
助
、
雖
7
弱
必
強
し
な
さ
あ
る
o

○

離

め

し
づ
め
・
お
ち
つ
け
・

　

す
み
さ
ん

O

推

參

お
し
て
ま
み
る
義
。
轉

じ
て
無
禮

の
意

に
い
ふ
。

[

○
御
爨
所

貴
人
の
内
室
の
敬
稱
。
瓔

所
は
御
蠶

…

所
を
略
し
た
語
Q
内
室
は
肇
盤
所
で
食
物
の
世
話
す
る
意
よ
　
…

り
稱
し
た
語
で
あ
る
Q

　

ね
う
は
ち

○

鐃

鉞

響
銅
響

は
り
〕
で
作
り
、
二
枚
打
合
は
せ
て
鳴

一

す
樂
器
Q
今
は
專
ら
寺
院
で
用
ひ
る
。

○

石

火

矢
　
　
(既
出
)

○

火

縄
　
檜
肌
叉
は
竹
幹
の
肉
を
叩
き
碎
き
、
或
は
木
綿
　
{

絲
を
捻

っ
て
繩
を
作
り
、
こ
れ
に
硲
…石
を
吸
敬
せ
し
め
た
も

の
で
、
火
を
點
じ
て
置

い
て
、
火
縄
筒
(鳥
銃
)な
さ
の
火
に

用
ひ
る
。

○

ひ

し

め
く

　
ひ
し
一

§
脅
す
る
義
。
押
合
ひ
騒
ぎ

立
て
る
。

○

妻

の
女

房
皿　
妻
の
錦
群
女
ぐ」
い
ふ
を
か
く
い
う
た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ミ

マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　

　

　

　

　

ま
、
停

　

笑

み

　

　

い

　

　

　

　

わ
が
警

,
　

　

　

　

　

色

　

　

詞

　

※
ふ

せ
う

　

で

日

本

の

継

母

が

嫌

な

)

と

言

は

れ

ん

は

、
我

恥

ば

か

)

か

日

本

の

國

の

恥

、
御

身

不

省

の

、

身

　

　

　

　

た
っ
た
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
み
ん
　
　
み
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
く
し

を

以

て

韃

靼

の

大

敵

を

攻

破

り

、

大

明

の

御

代

に

か

へ

さ

ん

と

大

義

を

思

ひ

立

か

ら

は

、

私

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　な
つ
　
　
し
た
が
　
　
　
　
　
　
ざ
う
ひ
や
う
　
　
み
　
か
た

　

　

　

　

ず
て
わ
が
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
に
ん

　

の

恥

を

棄

我

身

の

無

念

を

堪

忍

し

、

入

を

懐

け

從

へ

一
入

の

雑

兵

も

、
味

方

に

招

き

入

る

こ

そ

、

　

　

　

フ
シ
も
と
　
　
き
く
カ
　
　
　
　
　
　
む
こ
　
　
か
ん
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
み
　
か
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
か
た

軍

法

の

元

と

聞

、

ま

し

て

聟

の

甘

輝

は

一
城

の

主

、

一
方

の

大

將

是

を

味

方

に

頼

む

事

大

方

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　お
さ
　
プ
リレ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
　
　
　
　
　
　
　
　あ
わ
　
と
う
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
げ
　
　
　ご
じ
や
う
ぐ
ん
か
ん
を

て

な

る

べ

き

か

心

を

治

め

案

内

せ

よ

L

と

制

す

れ

ば

、

和

藤

内

門

外

に

大

音

上

、
「
五

常

軍

甘

輝

　

こ
う
ぢ
き
だ
ん
ま
う
し
た
き
こ
と
あ
り
　
か
い
も
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
い
し

公
直
談
申
慶
事
有
、
開
門
く

」
ど
叩
き
し
は
、
城
中
響
く
ば
か
り
な
り
、
常
香

の
兵
士
皆

々

　

　

　

　

　

か
ん
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
の
ふ
　
　
　
　
　し
ゅ
つ
し
あ
り
い
　
つ　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
　
　
　
　
　
　
　
お
ん

　

に

、
「
主

君

,甘

輝

公

は

大

主

の

召

に

よ

っ

て

、

昨

日

よ

り

出

仕

有

何

時

御

歸

り

も

計

ら

れ

す

、

御

　

る
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
も
の
　
　
　
　
　
ち
き
だ
ん
　
　

　
す
い
さ
ん
し

ご
く
　
　
い

留
守
と
い
ひ
夜
中
と

い
ひ
、
何
者
な
れ
ば
直
談
と
は
推
参
至
極
、
言
ふ
事
あ
ら
ば
そ
れ
か
ら
申

　
　

　

　
　

　

　
　

　

り
　
ろ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や
ひ
と

せ

、

御

歸

う

の
節

披

露

し

て

取

ら

す

べ

し

」

と

そ

呼

ば

丶
り

け

る

、

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

一
宮

小

聲

に

な

b
・、
「
舌

人

ロ

っ
て

ま
う
す

　

　

　

　

　
　

る

す

　

　

ご

な
い
し
つ

に
よ
こ
や
う

ぢ
き

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
う
す

傳

に

申

事

な

ら

す

、

甘

輝

公

の

留

守

な

ら

ば

御

内

室

の

女

性

へ
直

に

逢

ふ

て

申

べ

し

、

日

本

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

が

て
ん
　
　あ
る
は
つ
　
　
　
　カ

い
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　さ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
て

よ

り

渡

り

し

者

と

申

せ

「ば

合

點

の

有

害

」

と

、

言

ひ

も

果

て

ぬ

に

城

中

騒

ぎ

、
「
我

々

さ

へ

面

も

　

お
が
　
　
　な
み
　
だ
い
ど
こ
ろ
　
た
い
め
ん
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
て
き
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

だ
ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
か
ぢ
や
う
ち
ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ど

拝

ま

ぬ

御

墓

所

、

對

面

せ

ん

と

は

不

敵

者

殊

に

日

本

人

と

や

、

油

斷

す

る

な

」
と

高

提

燈

・
銅

　

ら
　
　
あへに
や
う
は
ち
　
う
ち
た
て
　
　
　
　
　
　
へ
い
　
　
う
へ　
　
　

あ
ま
た
　
　
　
　

て
つ
ほ
う
　
　
つ
コ
さ
き
そ
ろ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
い
し
ぴ
　
や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は
な

鑼

・
鐃
鉞
を
打
立
く

、
塀

の
上
に
は
数
多
の
兵
鐵
砲
の
筒
先
揃

へ
、「
石
火
矢
放
し
て
打
み
し

　

　

　

　

※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
色

　

　

　

フ
シ
む
　
な
は
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ひ
し
め
　
　
　
　
　
　　
　　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　ら
う
も
ん
　
　か
け
あ
が

や

げ

、

火

繩

よ

玉

よ

」

と

犇

き

け

る

、

奥

へ
斯

く

と

や

聞

え

け

ん

妻

の

女

房

楼

門

に

駈

上

り

、

國

性

鎌

倉

戰

二
七
三



、傑

作

浄

瑠

璃

集

○

心
許

無

さ
　
　お
ぼ
っ
か
な
さ
。

○

朧

H
〃　
顔
も
お
ぼ
ろ
を
朧
月
に
い
ひ
か
く
Q
「曇
る
」
も

縁
語
。

○

逆

鱗

　
帝
王
の
怒
。
帝
王
を
諌
め
て
怒
に
觸
れ
る
事
を

暑

い
ふ
。
「韓
非
子
し説
難
篇
に
、「夫
龍
之
爲
レ
虫
也
、
柔
可
二
狎

而
騎
一也
、
然
其
喉
下
荷
軋逆
鱗
樫
尺
八若
人
有
孤嬰
レ之
者
輔則

必
殺
レ人
、
入
主
亦
有
孔逆
鱗
噛読
者
能
無
レ
嬰
二
人
圭
之
逆
鱗
}

則
幾
矣
」。

○

た

べ
　

た
ま
へ
。

○

胡

亂

怪

し
く
疑

は
し
い
こ
ぐ・
。

こ
の
語

は
本
邦
入

が

廣
東
地
方

に
渡
航
し
て
み
た
時

、
傳
『
へ
た
の
が
廣

ま
っ
た
も

の
で
あ
ら
う
。

二
七
四

詞
　
　
　
　さ
は
　
　
　
さ
は
　
　
　
　
　き
・と
"
け

み
つ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
　
　
　
そ

こ
つ

「
ア

・
騒

ぐ

な

騒

ぐ

な

、

聞

屆

て

自

ら

が

そ

れ

よ

と

聲

を

掛

ぐ

る

迄

、
鐵

砲

放

す

な

粗

忽

す

な

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ご
じ
や
う
ぐ
ん
か
ん
を
　
　
　
　
き
ん
し
ゃ
う
じ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ぐ

く
た
っ
た
ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
び

ナ

フ
ノ

丶

門

外

の
人

々

『

五

常

軍

甘

輝

が

妻

錦

祚

女

と

は

我

事

、

天

下

悉

韃

靼

の
大

王

に
靡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
よ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
か
　
　
　
　
　き
び
　
　
　
　お
り
　
　
お
り
　
　
お
っ
と
　
る
　
す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
に
っ
か

　

　

　

　

　

　

わ
が
つ
ま

　

　
　

き

、

世

に

從

ふ

我

夫

も

大

王

の
幕

下

に

屬

し

、

此

城

を

預

)

守

う

嚴

し

き

折

も

折

、

夫

の

留

守

　

　

　

　

あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
み
う
え
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
う
へ

の

女

房

に
逢

は

ん

と

は

'5

得

す

さ

り

な

が

ら

、

日

本

と

あ

れ

ば

懐

か

し

身

の

上

を

語

ら

れ

よ

、

き
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

も
し
　
わ
が
お
や
　

　

　

　
た
つ
ね
　

　

　

　
　
　
　

　

　

　
あ
ふ
な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
つ

聞

か

ま

ほ

し

や

」

と

い

ふ

中

に

も

若

や

我

親

か

、
何

故

昇

給

ふ

ぞ

と

25

も

と

な

さ

危

さ

に

、
懷

か

　

　

　

さ
き
だ
つ
　
　

つ
は
も
の
ど
も
そ
さ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
つ
ほ
う
は
な
　
　
　
　
　
　ツ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

し

さ

も

先

立

て

「
兵

共

粗

相

す

な

、

む

さ

と

鐵

砲

放

す

な

」

と

心

遣

ひ

そ

道

理

な

る

、

一
宮

も

　

　

　

　

　

　

　

　

み
お
ぼ
ろ
づ
き
　
　
　
　
く
も
　
ぬ
　
　
　
あ
げ
　
　
そ
　
こ
つ
　
　
ま
う
し

は
じ
め

初
て
見
る
娘

の
顏
も
朧
月
、
涙
に
曇
る
聲
を
上
、
「
粗
忽
の
申
事
な
が
ら
、御
身
の
父
は
大
明

の

て

ゼ
し

り
う
　

　

　

　

　

　

　

　

む
な

　

　

　
な
り
　

　
ぷ
　げ
を
り
ん
か
う
ふ
　

　

　

　

　

　

　

し
り
ぞ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

鄭
芝
龍
、
母
は
當
座
に
空
し
ぐ
成
文
は
逆
鱗
蒙
b
・、
日
本

へ
身
退
く
其
時
は
二
歳
に
て
、
親
子

な
　
ご
り
　
　
う
　
　
　
わ
か
　
　
わ
き
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　め
の
と
　
　
　
う
は
さ
　
も
の
が
た
り
　
　
　
き
・　
　
　

、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
こ
　
り
う

名

殘

の
憂

き

別

れ

辨

へ

な

く

と

も

乳

人

が

喰

、

物

語

に

も

聞

つ

ら

ん

我

こ

そ

父

の

鄭

芝

龍

、

日

　

　

　

　

　

ひ
ら
と
　
　
　
　
　
　
　と
し
　
　
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
う
い
つ
く
わ
ん
　
　
　
　
　
　
ま
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
な
る

本

肥

前

の
國

平

戸

の
浦

に

年

を

経

て

、

今

の

名

は

老

一
宮

、

日

本

で

設

け

し

弟

は

此

男

、

是

成

　

　

　

　

　
　
ひ
そ
か
　
　
　
　
　
　
　た
の
み
た
き
こ
と
あ
っ　
　
　
な
り
は
　
　
　
　
　
　
　す
が
た
は
ぢ
　
つ
も　
　
　
　
き
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
ら

は

今

の
母

、

密

に

語

h
ノ
、

頼

慶

事

有

て

、

成

果

て

し

此

姿

恥

を

包

ま

す

來

h
ノ
し

そ

、

門

を

開

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

ど
　
　
こ
と
は
　
　
ゆ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
び
お

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き
ん
し
ゃ
う
じ
よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

せ

た

べ

か

し

」

と

し

み

じ

み

口

説

ぐ

詞

の
末

、

思

ひ

當

う

て
錦

祚

女

扨

は

父

か

と

飛

下

り

て

、

す
が
　
　
　つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　も
　
　
　
　
み
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
も
ノ
ぴ
ヒ

縫

う

附

き

た

や

顏

見

た

や

心

は

千

々

に
亂

る

れ

ど

、

さ

す

が

一
城

の
素

甘

輝

が

妻

、

下

々

の
見

　

と
こ
ろ
　
　
　お
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　せ
う
こ
　
　
　
　
　
　
　ぷ
う
　
ろ
ん
　
　
　
　み
つ
か

る

所

涙

を

押

へ
て

「

一
々
覺

え

有

事

な

が

ら

、

證

據

な

ぐ

て

は

胡

亂

な

り
'自

ら

が

父

と

い

ふ

、
量



○

曲

者

怪

し
い
者
。
饅
頭
屋
本
、
節
用
集
し
見
,怪
畏

く

せ
轟
,
の
呂
。

　

こ
う
ら
ん

○

勾

欄

ら
ん
か
ん
の
先
端

が
ま
が
り
は

ね
て
み
る
に
よ

っ
て
勾
欄

、乏
い
ふ
Q

こ
れ
を
普
通

に
高
欄
…く」
も
書
く
Q

　

え
　
つ
げ

○

柄

附

の

鏡

　

金
屬
製

の
固

い
銚

で
あ

っ
て
・

そ
れ

に

柄

が
附

い
て
み
る
も
の
.v
「
假
名
手
本
忠
臣
藏
」
第
七
段

に
、

お
輕

が
延
鏡

に
映
す
著
想
は

こ
れ
よ
り
幽得

た
も

の
で
あ

る
Q

簣
際
ば
鏡

に
映

し
て
見

る
よ
り
も
、
直
接
目

で
見

た
方

が
よ

く
見
え

る
の
で
あ

る
が
、

そ
こ
は
面
白
く

い
う

た
も

の
将
丶

い
か
に
も
優
美
な
但
伽
面
で
あ

る
Q

O

翠

の
鬢

黒
く
し
て
光
澤

あ
る
鬚
髭

。

◇

こ
こ
の
文
は
、
八父
の
若
き
時

の
姿
繪

.こ
、
そ
の
老

い
た
今

　

の
姿

ミ
を
較

べ
て
、
子
が
親

に
對

す
る
無
量

の
威
慨

を
見

　

せ
た
妙
文

で
あ
る
Q

國

性

爺

合

戰

證
據
あ
ら
辭

か
ま
ほ
し
L
㌔

紬ゑ

よ
藁

則

に
識

愉
一

・
證
據
を
出
せ
～

宀
」・「
ハ

テ

親

子

と

い

ふ

よ

、9

別

に
變

つ

た

證

據

も

な

し

」
・
榊
そ

り

爆

飜

…鸛

よ

L

と

鐵

砲

の
簿

雌

・

一
度

　

　

　

　
　

　
つ
も
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あロか
　
　
　
へ
だ
　
　
　　　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　
て
つ
に
つ

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

な
で
ぎ
り

に

は

ら

り

'と

突

懸

ぐ

る

和

藤

内

駈

け

隔

て

、
「
無

規

の
鐵

砲

ぽ

ん

と

も

い

は

せ

ば

撫

切

に

し

て

く

　

　

　

　
地
　
　
　
　
し
ゃ
つ
　
　
　
　
　
　
の
が
　
　
　
　
　
　
　
σ
　
ぶ
た
　
　き
つ
　
　
と
り
か
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
め
　
　
　
　
　フ
・ン

れ
ん
し
、
「,イ

や
其
奴

め
土
ハに
遁
す

な
」
と
火
蓋
を
切
で
取
圍
み
、「
證
據
ぐ

∂

と
責
か
け
て
既

　

あ
や
う
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

あ
げ
　

　

　

　

こ
れ
く

　
せ
う
こ

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
あ
る
は
つ

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

そ
っ
ち

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

ひ
と
コ
せ
も
ろ
こ
し

に
危

ぐ

見

え

け

る

が

、

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

一
宮

兩

手

を

上

て

「
ア

・
是

々

、

證

據

は
其

方

に

有

害

、

一
歳

唐

土

を

轟

轟

・
噸

の
鬆

鼾
に
せ
よ
と
鵝
梦

繪
に
寫
し
・
貍

轟

け
講
つ
る
蟻
.
謝
象

は
攣
る
共
黶

殘
る
繪
に
解

・
鬚

静

れ
給
へ
!『

な
ふ
義

載

藻

」
と
・
膿
に
艦

さ
舞

鑾

継

に
糟
賺
き
・.礁

の
鏡
取
出
し
月
麁

ろ
ふ
父
の
顏
・
鏡
の
醜
に
曇

と
寫

　

と
つ
色
ひ
育
ら

誓

嘉

は
　

よ
　

　

　

　

ゑ
　

も

　

　

いに
し
へ
　

　

つ
やあ
る繊
ど
り
び
ん
な
み

　
　
　
　
　
　
　
、
引
合
せ
て
能

ぐ
ノ
丶
見

れ

ば
繪

に
留
め
し
は

古

の
、
顏
も
艶

有
翠

の
鬢

鏡

し
取
て
引
比

べ

は
禽

整

町

頭
の
窘

難

ど
も
響

で
残
る
麟
臀

・
黙

黙

藩

に
纛

に
さ
も

似
た
り
、
須

轡

の
攤

撃

親
子
の
購
.疑
.
撰
し
・「扨
は
轢

父
上
か
・
な
ふ
麗
か
し
や

観
し
や
母
は
暴

の
都
の
陛
・
杲

と
や
ら
ん
に
父
上
構
と
ば
か
う
に
て
・
黌

階
か
ん
讐

も
な
ぐ
東

の
黙
と
暗
く
か
ら
に
・
…膿
れ
ば
朝
日
を
父
ぞ
と
積
み
・
輜
れ
ば
世
界

の
圖
を
厳
き
慰

は
讐

蕎

杲

・
父
髮

に
ま
し
ま
す
よ
と
欝

で
は
誓

攤
な
れ
ど
・
三
重

の
禦

と

ご
七
五



傑
作
浄
瑠
璃
集

二
七
六

○

患

ひ

絶

え

　

思
ひ
き
り
。
断

念
し
。
「萬
葉
集
し
卷
十

　

　

　

　

　

ヘ　
　ヘ　
　ヘ　
　へ

五

に

「
旅
な
れ
ば
思

ひ
羅
え

て
も
あ
り

つ
れ
さ
、
家

に
あ

る

い
も
し
思

ひ
が
な
し

も
し
o

O

見

上

ぐ

れ

ば

見

下

し

て
　

父

が
見
上
ぐ
れ
ぱ
娘

は
見
下

し
て
。

　

き
　
こ
　
ら
い
　
く

⑤

帰

去

来

々

々

ぴ

ん

く

は

ん

た

さ

っ

ぷ

お

ん

ぶ

お

ん

「
歸
去
來
」
ば
陶
潜

の
文

に
有
名
な
「
歸
去
來
辞
し

ミ
い
ふ
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
帆歸
去
来

を
取

っ
て
、

い
蟹
隔踊
れ

の
意

に
い
う
た
o
「
ぴ

ん
く

は
ん
」
ば
「
く

わ
ん
お
ん
し
(
観
音
)
、

幽

「
た
さ
つ
」
は
「
さ
っ
た
し
(
薩

捶
)
を
轉
倒

し
て
訛
り
、

そ
れ
に

鐵
砲

の
昔
「
ぶ
お
ん
ノ

丶
し
を
添

へ
て
、
唐
音
詞

ら
し
く

い
う

た
ま
で
で
、
鵡愚
昧

を
な
さ
ぬ
例

の
諧
謔

の
筆

で
あ
る
o

O

潭
騨
世

の

山精

　

世
間
の
人
情
。
世
渡
り

に
は

お
互

に
思

ひ
や
り

の
心

が
あ
る
べ
き
こ
ミ
の
意
。

　
　

　

　

　
　

　
　
　
　
　た
　
　
　
　
　も
　
　
　
　
　め
い
ど
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　さ
を
　
　
　
　ら
い
せ
　
　
　
ま
ち
　
　
な
げ
　
　
く
ら

や

此

世

の
野

面

思

ひ

絶

え

、

若

し

や

冥

途

で

逢

ふ

事

も

と

死

な

ぬ

先

か

ら

来

世

を

待

、

歎

5
・乱
暮

　

な
き
あ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
る
ひ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ら
　
　
　
　
　
よ
　
　
　い
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
が

し

泣

明

し

ご

十

年

の

夜

晝

は

、

我

身

さ

へ
辛

か

り

し

能

ふ

生

き

て

居

て

下

さ

っ

て

、

父

を

拝

む

あ
り
が
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
し
　
　
　
　う
れ
　
　
な
き
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　か
へ
　
　
ろ
う
も
ん
　
　
ず
が
　
　
つ
き
　
　
　

あ
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ろ

有

難

や

L

と

聲

も

暗

ま

ぬ

嬉

し

泣

、

一
宮

は

咽

せ

返

)

樓

門

に

縋

り

附

、

見

上

ぐ

れ

ば

見

下

し

　
　

　

あ
ぼ
　
　
　
こ
と
に

フ
シ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
は
れ
　
　
　
　
ぷ
　
ゆ
う
　
　
は
や
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
と
も
　
　
ふ
し
し
っ

て

、

心

餘

h
ノ
て

詞

な

く

盡

き

ぬ

、

涙

ぞ

哀

な

る

、

武

勇

に
逸

る

和

藤

内

母

諸

共

に
伏

沈

め

ば

、

　
　

　

つ
は
も
の

こ
ぼ

　

　

て
つ
讐

フ
び

な
は

し
め

　

　

　

　

地
色

　

あ
っ

心

な

き

兵

も

零

す

涙

に

鐵

砲

の

火

繩

も

繰

る

ば

か

り

な

り

、

や

丶
看

て

一
宮

「
我

々

こ

れ

へ

き
た
　
　
　
　
あ
む
こ

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ま
づ
ノ
ちも
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ひ
ら
　
　
　

　ゼ
や
う
な
い

い
れ

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

ひ
そ
か
　
た
の
み
た
を

　
　

　

　

　
　

　
か
ん
き

来

る

事

、
聟

の
甘

輝

を

密

に

頼

度

一
大

事

、

先

々
御

身

に
語

る

べ

し

門

開

か
せ

て

城

内

へ
入

て

　
　

　

　

　
　

　
お
ほ
せ
　
　
　
　

こ
れ
　
　
　ま
う
す
は
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
　
い
く
さ
な
か
に
　
た
っ
た
ん
　
　

お
を
て

た

べ
」
、
「
な

ふ

仰

な

く

と

も

是

へ
と

申

筈

な

れ

ど

も

、

此

國

未

だ

軍

牛

、
　

韃

靼

王

の
掟

に

て

し
ん
る
い
ゑ
ん
じ
ゃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
　
　
き
ん
ぜ
い
　
　
　
　
お
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
か
く
べ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
共
晶
は
格
別
こ
)
や

親
類
縁
者
た
り
と

も
、
他
国
者
は
城
内

へ
堅
く
禁
制
と

の
掟
な
う
、

つ
は
も
の
　
　
ぬ

い
　
か
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
　
　
　
　
　
　
れ
う
け
ん
　
　
　
　
　
　
と
う
じ
ん
　
　
　
　
い
や
ノ
しも
　
　
　
　
　

よ

兵

共

、

如

何

せ

ん

」

と

布

け

れ

ば

料

簡

も

な

き

唐

人

共

、
「
否

々

思

ひ

も

寄

ら

ぬ

事

な

ら

ぬ

な

　
　

あ
み
き
　
こ
　
ら
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
し
む

ら
ぬ
、
歸
去
来
く

、
ぴ
ん
く

は
ん
た

さ
つ
、

ぷ
お
ん
ノ
～

」
と
叉
鐵
砲

を
差
向

か

へ
ば
人

々

　
　

さ
う
み
　
　
　フ
シ
あ
を
　
　
は
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　い
で
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
も
を
て

案

に

相

違

し

て

呆

れ

果

て

見

え

け

る

が

、

母

進

み

出

「
尤

々
-
、

大

王

よ

う

掟

と

あ

れ

ば

力

な

し

さ
り
　
　
　
　
　
　
　
　と
し
よ
　
　
　
　
　
　
　は
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
こ
と
も
の
が
た
り

去

な

が

ら

、

年

寄

つ

た

此

母

に

何

の

用

心

入

べ

き

ぞ

、

あ

の

姫

に

只

一
言

物

語

す

る

ば

か

う

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

※

わ
ら
に
ひ
と
り
と
ほ
　
　
　
　
　
　
ま
こ
と
う
き
よ
　
　
　な
さ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
は
　
　
　
　
　
き
も
い
れ
　
　
　
　い
や
ノ
ズ
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
め
ん

妾

一
入

通

し

て

た

べ

誠

浮

世

の
情

ぞ

」

と

、

手

を

合

せ

て

も

聞

入

す

「
否

々

、

女
.と

て

宥

免

せ

　
　

　
　　
お
ほ
せ
　
　
　
　
　
　
　
し
か
　
　
　
　
　
　
　
　れ
う
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
う
ち
　
　
　
　な
は
　
　
か
　
　
　
　
　し
に
　
　お
き
な
は
っ
き

よ

と

の
仰

は

な

し

、

然

ら

ば

我

々

料

簡

し

て

城

内

に

有

中

は

、

繩

を

掛

け

て

縛

b
・置

繩

附

に

し

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

㎎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー



○

ど

ん

鈍
で
あ
る
。
愚
鈍
。
(見
索
引
)

○

足
桎

・
手
梏

　

・か
せ
し
は
・か
し
L
の
轉
。
鐵
叉
は
木

で
作
り
自
由
を
拘
束
す
る
刑
具
で
あ
っ
て
、
足
に
加

へ
る
を

足
擁
ミ
い
ひ
、
手
に
加
へ
る
を
手
楯
、ヒ
い
ふ
。

○

高

手

小

手

　
人
を
縛
り
上
優
る
に
い
ふ
語
。
肩
か
ら

臂
に
至
る
問
を
高
手
ぐ」
い
ふ
。
小
手
は
手
首
を
い
う
た
の
で

あ
る
o

O

」親
子
　
和
藤
内
.こ
其
の
億
。

　

げ

は
ひ
で
ん

○

化

粧

殿

　

宮
女

が
化
粧

を
す

る
御
殿
。

○

白

粉

溶

い

て

流

す

・
-
心

を

付

け

て

御

覽

ぜ

よ
　

　
此
の
著

想
は
、
杜
牧

の

「
阿
房
宮
賦
」

に

「
渭
流
薇

レ
膩

、
棄
二脂

水
蝋色
」
。
叉
「
淮
南

子
」
説
林
訓

に
「
墨
子
見
二
線

絲

一
面
泣
レ
之

、
爲
F
其
可
二
身
黄

一可
中
身
黒
土
」
、こ
あ
る
よ
り
暗

示
〔
ヒ

冫
ト
〕
を
得

た
も
の
で
あ
ら
う
o

國

性

爺

含

戰

　

と
ほ
　

　

た
っ
た
ん
わ
う
　

　

,
　

　

　

　

い
0
わ
け
　

　

み

は
　

幼
い
そ
　

　
な
は

か

て

通

せ

ば

、

韃

靼

王

へ
聞

へ
て

も

主

君

の
言

譯

我

等

が

身

晴

れ

、

急

い

で

繩

を

掛

か

れ

よ

そ

れ

　

い
や
　
　
　
　あ
き

こ

ら
ヂ
　
　
　
　
　
　
　
い　
　
　
　
　
　
　
　
フ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
め
につ
　
　
　
　
お
わ

と
う
な
い
ま
な
こ

が
否

な
ら
、
歸

去
来
く

び
ん
く

は
ん
た

さ
つ
、

ぷ
お
ん
く

L
と
睨

付
く
る
、
和
藤
内
眼
を

　

　

　
　

い
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

と
う
じ
ん
　
　
う
ぬ
ら
　
　
　
　
　
　
ど
　
こ
　
　
　
つ　
　
　
　

な
ん
　
　
き
く
　
　
か
た
じ
け
な
く
　
　
て
い
し
　
り
う

ぐ

は

っ

と

怒

ら

し

、
「
ヤ

イ

毛

唐

人

、

汝

等

が

耳

は

何

處

に

附

い

て

何

と

聞

、
　

忝

　

も

鄭

芝

能

い
つ
く
わ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
ぜ
ん
　
　
い
ほ
ね
こ
　
　
か

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

や
う

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

な
は
っ
け

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

と
ほ

一
宮

が

女

房

身

が

母

、

姫

の
爲

に
も

母

同

然

、

犬

猫

を

飼

ふ
樣

に
繩

附

て

逋

さ

ん

と

は

、

日

本

　

　

　

　

　
　
い

み

　

　

　

　

　

　
　
い

　

　
　

だ
い
じ

入

は

ど

ん

な

事

聞

て
居

ぬ

、

小

む

つ

か

し

い

城

内

入

ら

ひ

で

も

大

事

な

い

、

サ

ア

ご

ざ

れ

」

と

び
き
た
　
　

　

　
ふ
り
は
な
　

　

　

　
　

　

　

　
い
　
　

　

　

　
　

　

　

　

だ
い
じ
　

　

　
　

　

　

　
　

い
く
た
び

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

さ
ま

引

立

つ

る

母

振

放

し

、
「
そ

れ

ノ

丶

.今

言

ひ

し

を

忘

れ

し

か

、

大

事

を

人

に
頼

む

身

は

幾

度

か

樣

櫨

の

・

憂

き

目

も

禰

聴

も

禮

・

織

は

お

ろ

娠
瓏

擺

亊

擺

に

か

丶

っ

て

も

・

騰

ひ

さ

へ
喉

は

%

疎

　

き
ん
　

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

な
ま
か

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

い
つ
く
わ
ん
ど
の

に

金

を

換

ゆ

る

が

如

し

、

小

國

な

れ

共

日

本

は

男

も

女

も

義

は
捨

て

す

、
繩

掛

け

給

へ

一
宮

殿

」

　

は
ぢ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
な
ぽ
と
り
い
だ
　
　
た
か
て
　
こ
　
て

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

し
に
り
あ
げ

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

あ
は

と

恥

し

め

ら

れ

て

力

な

く

、

用

心

の
腰

繩

取

出

し

高

手

小

手

に
縛

上

、

親

子

が

顏

を

見

合

せ

て

舞

を
?

る
杲

%
.入
の
飜
ち
ぞ
野

な
る
覊

難

藩

へ
か
ぬ
る
難
き
の
色
を
盗

み
・「
何
事
も
醫

に
て
國
の
離

離華

も
な
し
・
勘
衡

麟

が
難

球
は
慧

ひ
な
し
・
纔

ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ね
が
　
　
　
　
ひ
と
と
ほ
　
　
　
　
　
　
も
の
が
た
り
う
け
た
ま
は
　
　
を
つ
と
か
ん
き

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

な
に
と
ぞ
か
な

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

い
ひ
き
か

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
ま
み

事

か

在

せ

ね

共

御

願

ひ

の

一
通

う

、

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

承

)

美

甘

輝

に
言

聞

せ

、

何

卒

叶

へ
參

ら

せ

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

お

物

語

ん
、.扨
此
城
の
響

籀

つ
た
る
麟
の
蟹

は
・
馨

継

罎

の
麟
よ
癈

る
灘

の
・
凝

は
飜

の
装

と
漁
れ
入
る
髓

な
う
建

の
馨

が
蠍

て
御
願
ひ
灘
鱗

ば
・.讎

濯
い

一一
七

七



傑
作
浄
瑠
璃
集

○

左

右

し
ら
せ
。

き

与

れ
。
「
倭
訓
栞
し
に
、
、
さ
う
一

浴

に
漕
…
息
を
さ
ラ
亡

い
ふ
ぱ
左

右

の

音

色
、
禁
秘
抄

に
不

レ
及
鉱
凪
右

一
.こ
見
え
、
物

に
さ
う
な
く
な
さ
見
え
た
り
し
o

O

白

妙

　
栲
〔
た

へ
∪
の
布

の
色
白
け
れ
ば
名
づ

け
、
轉

じ

て
白
色
を

い
ふ
Q

　

か
ら
く
れ
な
み

O

韓

紅

韓

か
ら
渡
来

し
た
紅
を
い
ひ
、
轉
じ
て
麗

し

い
深
紅
色
を

い
ふ
o

O

菩

提

門

　

菩
提

、丶・
は
、
不
生
不
滅

な
藁

如
の
理
を
證

怪
し
、
佛
道
の
至
極

に
到
達
す
る
こ
、丶丶

部
ち
佛
果

の
こ
、丶」
o

叉
煩
惱
に
惑
ひ
三
界
の
蓮

苦

に
あ

っ
て
、
眞

如
の
理
を
如
實

に
知
る
こ
、這
能
は
ざ
る
を
無

明
、丶」
い
ふ
Q

こ
こ
の
交
は

「
生

死
の
培
ぐ

、こ
い
へ
る
を
受
け
て
、
願

塑
成
就
を
菩
提

に
か
け

て
「
菩
提
門
」
、這
い
ひ
、
願

望
が
破
れ
る
を
無

明

に

か

け

て

「
無
明
門

」

、こ
い
ふ
c

O

て

う

ど

　

ち
や
う
(
丁
)
き
で
あ
る
。

か
ち
ん
ミ
。
(見

索

引
)

○

大

手

の

門

　

城

の
表
門
。
大
手

は
追
手

の
義

で
、
搦

手
に
對
「す
る
語
o

O

結

ぶ

餘

り

の

縛

縄

　

縛

ら
れ
ね
ば
親
子
膝

つ
き
合

は
せ
て
の
對

面
が
で
き
ぬ
故

、
そ
の
…對
面
し
た
さ
に
縛
繍
…に

が
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
斯

く

い
う
た
o

O

φ
脅
の
梅

　
　
義

母
子
芳

榛
し
い
禽
舎

で
、
話

に
花

を
映

か
せ
る
こ
、丶」
を
、
雪

の
梅

に
壁
画
ふ
◎

○

鶯

　
　梅

・丶」
い
う
た
か
ら
鶯

、辷
い
ひ
、
…以
て
鶯

の
美
聲
を

義
母

子
の
話
合

ふ
な
つ
か
し

い
聲

に
嬖
叫ふ
Q

O

通

事

逋
譯
。

(》
十

魚
心
　
殺
生

・偸
盗

・邪
淫
(
以
上
身
業
)
、
妄
語

・綺
語

・

悪

口
・
両
舌

(以
上

口
業
)
、
貪

欲
・
鎭
悉

・愚
癡
(
以
上
意
業
)
。

二
七
へ

　

な
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
が
　
　
　
　
　
　
　
　め
　
で
　
た
　
　
　
し
る
し
　
お
ぼ
し
め
し
い
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
り
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

て

流

す

べ
し

川

水

臼

ぐ

梳

る

丶

は

、

目

出

度

き

印

と

思

召

勇

ん

で

城

へ
人

給

へ
、

叉

御

願

ひ

叶

　
　
　
　
べ
に

と

　
　
な
が

　

　

　
　

あ
か

　

　

　

　
　
楽
さ

う
　

お
ぼ
し
め
し

は
・ご

ぜ

　
5
け
と
り

は

す

ば

紅

を

溶

い

て
流

す

べ

し

、

川

水

赤

ぐ

流

る

丶
は

叶

は

ぬ

左

右

と

思

召

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母

御

前

を

受

取

、

　
　
　
　
　

い
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
し
ろ
た
へ
　
　
か
ら
く
れ
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
　
　
ご
　
ら
ん

に

門

外

造

出

給

へ
、

善

悪

二

つ

は

白

妙

と

韓

紅

の
川

水

に

、
心

を

付

て

御

覽

せ

よ

さ

ら

ば

、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か
い

髞

だ
い
も
ん

び
き
か

　

こ
れ

　

　

　

　
　

ゆ
ふ
づ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
し
び
ら
　
　と
も
な
　
　
　
　
し
や
う
じ

ら

ば

L

と

夕

月

に

、

門

の

戸

さ

つ

と

押

開

き

俘

ふ

母

は

生

死

の

境

、

菩

提

門

を

引

替

へ

て

是

は

　

　

　

　
　

(富
)

う
き
よ
　
　
　
む
み
や
う
も
ん
　
　く
は
ん
　
　
　※
　
　
　
　
　㌔
ろ
　
　
お
と
　
　き
ん
し
ゃ
う
じ
よ
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　よ
は
　
　
　
　も
ろ
こ
し

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

ふ
う

浮

世

の

無

明

門

、

貫

の

木

て

う

ど

下

す

音

、

錦

鱗

女

は

目

も

眩

れ

て

弱

き

は

唐

土

女

の

風

、

和

　

　

　

　
　

　

　

　

　

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
う

※
お
ほ
て
　
　
　
　
　
　
カ
て
あ
け
　
　
い
し
び

や
　
う
つ
　
　
た
っ
た
ん
ふ
う

藤

内

も

一
宮

も

、

　

　

　

　
　

　

　

　

　

泣

か

ぬ

が

日

本

武

士

の

風

、

大

手

の

門

の

閉

明

に

石

火

矢

打

は

韃

靼

風

、

一

　

　

〇
ゴ
　
　
い
し
ぴ
　
や
　
　

お
と
　
　
　
き
く
　
　
　
三
重

は
る
　
　
な
り

フ
シ
　
　
　
か
よ
　
　
　
　.も
ろ
こ
し
　
　か
よ
　
　
　
　
か
よ

つ
に
響

く
石
火
矢

の
晋

に
、
聞

さ

へ
　

遙

か
成
、
夢
も
通
は
ぬ
、唐
土

に
邇

へ
ば
、
逋

ふ
親
子

の

　

　

曁
お
ん

　
つ
な

　
あ
ひ

※

あ
ま

　
こ
に

な
は

　

た
め
し

　

　

ま
れ

さ
音
だ

※

縁
、
恩
愛
の
綱
結
び
合
、
結
ぶ
餘
り

の
縛
う
繩
か
丶
る
例
は
異
国

に
も
、稀
に
嘆
出
す
雪
の
梅
、

い
ろ
ね
　
　
　
　
　
　　
　
う
ぐ
ひ
す
　
　
な
う

シ
　
　
　
　
ぶ
つ
う
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
り
き
ん
し
や
う
じ
ょ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
と
ま

色

音

は

同

じ

鶯

の

、

聲

に
ぞ

通

事

い
ら

ざ

う

し

、

錦

祚

女

は

孝

行

深

く

、

母

を

奥

の

一
問

に

　
　

ふ
た
へ　
　
し
と
ね
み
　
へ　
　
　
ふ
　
と
ん
　
　
さ
ん
か
い
　
　
ち
ん
く
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　長
池

移

し

二

重

の
褥

三

重

の

蒲

團

、

山

海

の
珍

菓

名

酒

を

以

て

、

重

ん

じ

も

て

な

す

有

様

は

、

天

上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

ゑ
い
ぐ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
し
　
　な
じ
ふ
あ
く
こ
ぎ
や
く
　
　と
が
に
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

の
栄

華

と

も

叉

高

手

小

手

の
縛

め

ば

十

悪

五

逆

の
科

人

と

も

見

る

目

い

ぶ

せ

く

痛

は

し

く

、

樣

　
　
　
　
　
　

ま
こ
と
　

　

い
た
は
　

ワ三

　

　

　

　

し
ゅ
し
や
う
　

地
色
こ
し
も
と

じ

ち
ょ

色
　

　

認
な
ん

　
　
　
み
や
づ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

腰

元

の
侍

女

共

寄

集

り
!、
「
何

と

日

樣

に
宮

仕

へ
誠

の
母

と

勞

、9
し

、

36

の
内

こ

そ

殊

勝

な

れ

、

　
　

を
な
ご

　

　

　

　

　

　
は
な

　
か
は

　

　
　
お

か

　

　

　

　

ゆ

　

や
う

　
か
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
し
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
い
や
う
わ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
も
鼻
も
變
ら
ぬ
が
可
笑
し
い
髪

の
結
ひ
樣
、
變

つ
た
衣
裳

の
縫
樣
若
い

本

の
女
子
見
て
か
、

を
な
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
そ
　
　
つ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
い
　
　
　

ふ
と
も
・

女
子

も
あ
れ
で
あ
ら

ふ
、
裾

も
褄

も
ほ
ら
ノ
丶

ほ
ら
一

と

、
ば

っ
と
風

が
吹
た
ら
太
股
ま

で



　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

は
～
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や
-
丶
※
　
　
　
　
　
　冷
な
ご
　
　
　
う
ま

〇

五
逆

佛
歙
で
説
昼

。
五
つ
の
大
逆
罪
、
寧

・
殺
ン父
、
　

見

え

そ

う

な

、

ア

・

恥

し

い

事

じ

ゃ

有

ま

い

か

し
、

「
否

々

と

て

も

女

子

に

生

れ

る

な

ら

、

こ

ち

殺
レ母
、
害
一阿
羅
謨
噛
壁
一和
合
鱈
噛
織
詰佛
身
血
ゆ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

を
な
ご

な
り

　
な

ぜ

い

※

　
　

や
は

や
ま
と

　

い

○

宮

仕

へ
　

宮
中
に
仕
へ
奉
る
こ
、丶、.ざ

ひ
、
轉
じ
て
　

。
や

日

本

の

女

子

に

成

た

い

、

何

故

と

言

や

、

日

本

は

大

き

に

和

ら

ぐ

大

和

の

國

と

言

ふ

げ

な

、

尊
者
に
仕
へ
る
こ
、丶」
を
い
ふ
。
(見
索
引
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
　
　
　
　
　
　
　

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ん
　
　を
な
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
は

○

と
て
も
　

助
詞
の
「
芝
て
」
に
「も
」
の
添
ば
っ
た
語
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何

と

女

子

の
爲

に

は

、

大

き

に

和

ら

か

な

は

好

も

し

い
困

じ

や

無

ひ

か

い

の
L
、

「
ホ

ゥ

有

難

い

何
・ヒ
し
℃
も
c

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

フ
シ
　
　
　
ほ
そ
　
　
　
　
　
　5
な
つ
　
　
　
　
　
弛

き
ん
し
や
う
じ
よ
た
ち
い
で
　
こ
れ
ノ
＼
お
も
し
ろ
　
　
　
　
　
　な
に
い

○
日
本
は
大
き
に
和
ら
ぐ
大
和
の
國

杲

を
　

困
じ
や

の
」

と
、
目
を
細

め

て
ぞ
頷

き
け
る
、
錦
鱗
女
立
出

「、是

々
面

白
そ
う

に
何
言

ふ
ぞ

、

大
和
.こ
書
く
初
め
は
、
天
手
勝
簧
四
年
で
あ
る
、丶」
い
ふ
。
之

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

燕
な
　
　
　
　
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
こ
と
　
　
　
　
　
　お
も

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

あ
な
た
　
　

み
つ
か

を
大
き
に
和
ら
ぐ
義
に
、丶」
つ
た
こ
、辷
ぱ
、
「、國
號
考
」
に
も
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
方
は
自
ら
と
は
成
さ
ぬ
中
の
母
上
な
れ
ば
、
孝
行
と

い
ひ
義
理
と
い
ひ
、
誠
の
母
よ
り
重
げ

の
一説
が
伽拳
伊

て
あ
る
o

O
成
さ
ぬ
中
　
ま
ま
親
子
の
間
柄
を
い
ふ
。
「な
ご
は

…
れ
共
、色
國

の
構
…譲

茄
が

く
繰
り
嫐

め
る

お
い
と
し
㍉
滬
韆
鞍
丑

へ
漁

れ
聞
え
縣
嬬

に
鴛

め
あ
ら

成
で
生
む
義
。

。
鮮

も
頼
む

壽
苳
れ
毳

ん
諍

・

ふ
か
と
・
麟

も
鵬
欝

欝

と
い
ふ
は
我
墅

つ
・※
観
れ
も
鶸
塾

裕

濫
ふ
と
や
・
お

・

簸
轡

鞐

難

聴

鰍

礁

に
『

物
墜

て
・
響

て
誤

よ
」
曇

ば
・「♂
軈

奪

な
ふ
お
錨

も
磐

※職

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な
　
　
　
　
　
　
　
　

・
饑

曝
、
馥

鑾

勢

に産
す
る植
物
の名
.

騨

掛

・
お
濫
は
灘

の
霧

薩

の
嶷

甎

が
譲

・牛
の
羅

讐

に
し
て
ボ

て
も
・

其
の
乗
賃
は
固
形
で
、
中
に
枇
杷
の
や
う
な
種
子
が
あ
っ
て

耀

包
ま
れ
.
ゐ
兎

そ
.
肉
は
食
川
・、な
り
龍
眼
肉
ミ
.

な
ふ
難

し

い
そ
ん

な
物
鱗

、
群

れ

て
手
蔽

わ

ぬ
、

つ
み
羅

を
し
そ

れ
と
響

な

○
讖
鵜

.
肉
類
を
煮
つ
め
た
味
噌
汁
。　

　

　

　

　

　

さ

る

丶

・

其

撰

解

と

い

ふ

食

ひ

物

は

何

の

事

や

ら

ど

う

も

倒

黙

…發

ら

す

・

皆

打

寄

っ

て

讖

誘

致

○
濱
燒
　
獸
魚
の
類
を
鹽
濱
の
鹽
を
燒
く
釜
の
下
で
蒸
焼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
ず
も
ふ
　
と
り
　
　
む
す
び
　
ま
う
す
　
　
　
蜘.色
　
　
　
　
ゆ
へ
は
う
一尺＼
た
つ
ね
　
　
　
　
　お
り
　
　
　
　
わ
ろ
　
　
　
　
は
　
　
　
あ

に
し
た
も
の
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ
ば
、
日
本

で
は
相
撲
取
を
結
と
申
げ

な
、
そ

れ
故
方

々
尋

て
も
、
折

し
も
惡

ふ
お
齒

に
合

い

○
相
撲
取
を
結
と
摩
す

聾

合
ふ
を
結
ぶ
・、い
ひ
、
　

　

す
も
ふ
号

;

謎
も
のな
り

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ま
5
し
　
　
　地
色
　
　
　
　と
ノ
ろ
　
む
設
く
る
ま
　
ご
　
舂
く
わ
ん
　
　
　櫛
㎞よ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
か
ら

登

稲

撲
に
て
關
脇
の
次
位
小
結
ミ
い
ふ
も
あ
れ
ぽ
、
か
く

齟

そ

な

相

撲

取

が

、

切

物

成

」

と

そ

申

け

る

、

表

に

轟

く

馬

車

「
御

歸

館

」

と

呼

ば

は

っ

て

、

唐

い
う

た
む
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
コく

　
　

　

　　

　
　
く
　

　
　

　
く
　
し　
　
　
　
ロ　
ら　ユ　

ミ
コ
　

　

　

　
　

　
　
コ
　
さ　
ミ　　
　　
　　
ロ　　

ミ
　
　
　　
き
ミ
　ミ

コ　
ミ
　　
　く

　
ロ　
ロ　　
く
ミ

ヒ　く

○

切

物

携

れ
・

　

　

　

　

。

盤

脚
あ

っ
て
唐
風

に
弯

た
擴

を
い
ひ
・
衣
服
鯉

及
び
彎

}

な
物

を
入
れ

る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國

性

爺

合

戰

二
七
乳
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○

衣

笠

　
絹
傘
の
義
。
絹
張
の
長
柄
の
傘
を

い
ひ
、
貴
人

に
後
方

か
ら
さ

し
か
ざ
し
、
威
儀
の
用
の
も
の
o

O

物

體

物

々
し

い
態
度
。

○

え

い

り

ょ

　
　叡
威

に
「,え

い
り
ょ
」
.丶」傍

訓
し
て
あ
る
o

「
え

い
り
ょ

し
は
」叡
慮

で
あ
る
o
「
叡
」
ぱ
明
文
ば
逋

の
義
o
逋

明
な
知
識
、丶」
い
ふ
こ
.こ
で
、
天

子
の
御
事

に
つ
い
て
い
ふ
◎

○

{散

…騎

　
魏

晉
時
代

の
散
騎
常
侍

は
、
政

治
に
參
興

し
た

顯
…職
で
あ
っ
た
が
、
池摘
で
は
…地
位
卑

き
散
猷
胴
部
、這
い
ふ
が
あ

る
の
み
Q

○

母

上

繩

掛

け

し
御

心
底

悲

し

さ

よ
　

母
上
に

父
老

一宮
が
繩
を
掛
け
た
、
親
02
御
心
底
を
察
し
て
我
は
悲

し
い
こ
、ヒ
よ
o

○

電
文
,戸

　
端
一戸
の
曲我
。
屋
内
の
隅

に
あ
っ
て
、
板
で
出廻
り

両
開

き
の
舞
》尸

○

偏
防
塁
蠡
羃

の

ま

れ
'
人

　
　印
度
傳
詭

で
の
植
物
Q

三
千

年

に

一
度
、
.
金
輪
聖
王

の
あ
ち
は
れ

る
時

に
花

が
一除
く
.丶、
い

ふ
o
以

て
稀
な

こ
、こ
に
い
ひ
、
客
人
∩
ま
れ
び
、、」〕
に
つ
づ

け

た
c
「
法
華
文
句
」
に
「
優
疂
　華

者
、
此
云
二
靈
瑞
噛
三
千
年

一

現

、
規
則
金
輪
玉
出
」
o

び
つ
さ
音
　
　
か
青
い
れ
　
　
　
　
ゆ
う
一

　
　
　
※
髫
ぬ
が
さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ
す
が

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ご
じ
や
う
ぐ
ん
か
ん
き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

音
ん
し
や
う
じ
よ
い
で
む
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
も
っ
た
い

櫃

先

に

舁

入

さ

せ

悠

々

た

ち

衣

笠

も

、

流

石

五

常

軍

甘

輝

と

名

に

負

ふ

其

物

髏

、

錦

祚

女

出

迎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(差
)

　

　

　

な
に
　
　
　
　は
や
　
　
ご

た
い
し
ゅ
つ
ご
ぜ
ん
　

な
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
っ
た
ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
え
い
り
よ

ひ

「
何
と
て
早
き
御
退
出
御
前

は
何
と
候
そ
や
」
、
「
さ
れ
ば
一

、
韃
靼
大
王
叡
域
深
ぐ
過
分

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
※

　

こ
　
か
　
ぞ
う
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
　
　
は
た
が
し
ら
さ
ん
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
ん
　
　
　
　
　
　
　
こ
よ
こ
う
わ
う
　
　
か
ん
ふ
り
し
や
う
そ
く

の

御

加

増

、

十

萬

騎

の
旗

頭

散

騎

將

軍

の
官

に

任

せ

ら

れ

、
諸

侯

王

の

冠

裝

束

給

は

り

大

役

お
ほ
せ
つ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　め
ん
ぼ
く
こ
れ
　
　
す
ぎ
　
　
　
　
　
　
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　て
　
が
ら
め
　
で
　
た

仰
付
ら
る

丶
、
家

の
面
目
是

に
過
す
」
と
布
け

れ
ば
、
「
そ

れ
は
お
手
柄

目
出
度

い
一

、
な
ふ

　

　

　
　

　
　

か
さ
　
　
　
　
　
　
　
び
　
ご
ろ
こ
ひ
　
　
　
　ゆ
か
　
　
　
　
　
ま
う
し
く
ら
　
　
　ち
わう
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う

家

の
吉

事

は

重

な

る

物

、

日

來

織

し

い

床

し

い

と

申

暮

せ

し

父

上

、

日

本

に

て

設

け

給

ひ

し

母

音
や
5
だ
い
た
の
　
た
き
こ
と
あ
り
　
　
　
　
地
　
　
　
　
　
音
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
音
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
お
嘗
て
　
は
ず
か

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

お
の
こ

兄

弟

頼

み

慶

事

有

と

て

、

門

外

迄

氷

り

給

へ
共

お

留

守

と

い

ひ

、

嚴

し

き

國

の

掟

を
憚

b
・、

男

ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
め
お
き
　
　
　
　
　
　な
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
は
　
　
か
　
　
　
　
色
　
　
　
あ

子

は

皆

歸

し

母

上

ば

か

り

を

留

置

し

が

、

猶

も

上

の
聞

え

を

恐

れ
繩

を

掛

け

て

あ

れ

彼

の

、

奥

　

て
い
　
　
　

ご
　
ち
　
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
い
な
い
か
　
　
　
※
は
・
う
へ
な
は
か
　
　
　
　
ご
　
し
ん
て
い
　
　
か
な

の
亭

に

て

御

馳

走

は

申

せ

土
く
、

胎

内

借

ら

ぬ

母

上

繩

掛

け

し

御

心

底

、

悲

し

さ

よ

」

と

そ

語

り

　

　

　
　

　
　

詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　よ
　
　
　れ
う
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ひ
わ
け
あ
り
地
学
い
ぶ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
ず

け

る

、
【,
ム

ゥ

繩

掛

け

し

と

は

好

い
料

簡

、

上

へ
聞

え

て

言

譯

有

、

随

分

も

て

な

せ

い

ざ

先

我

も

た
い
め
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
シ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
と
　
　
　
　
　
　
　ヨ
　
　
　
　き
ん
し
ゃ
う
じ
よ
　
か
ん
を
　
ど
の

封

面

せ

ん

、

案

内

申

せ

L

と

い

ふ

聲

の
漏

れ

聞

え

て

や

、

妻

戸

の
内

、
「
な

ふ

錦

祚

女

、

甘

輝

殿

　

　

　
　

　
　

こ
・　
　
　
　
　
　
た
か
あ
が
　
　地
色
わ
ら
は
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
い
つ
　
　
か
た
ち
　
　
　
　
　
　
お
い
き
　
　
　
　
　
　
　
　
し
め
か
ら

の

お

歸

り

か

爰

は

餘

)

高

上

)

、

妾

そ

れ

へ
」

と

立

出

る

形

は

い
と

ゴ

老

木

の

松

の

、

締

搦

ま

　

　

　
　

　

フ
シ

　

　

　
ふ
ぢ
か
づ
ら
た
ち
み
　
　く
ろ
　
　
　
　
　
ふ

ぜ
い
カ
　
か
ん
き
　
　
　
　
　
　
　
　い
た
　
　
　
　
　
　
　ま
こ
と
　
　
　な
か

れ

し

藤

葛

起

居

、
苦

し

き

其

風

情

、

甘

輝

見

る

目

も

痛

は

し

く

、
「
誠

世

の
中

の

子

と

い

ふ

者

の

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

こ
へ
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ひ
　
　
　
　
　
　
い
ま
し
　
　
　
　
・こ・き
よ
　
　
　お
き
て
ぜ
ひ
　
　
　
　
　
　
　一調

　

　

　
　

　
　

　

さ
ん
せ
ん

・
あ

れ

ば

こ

そ

、

山

川

萬

里

を

越

給

ふ

そ

の
甲

斐

も

な

き

縛

め

ば

、

時

代

の
掟

是

非

も

な

し

、

そ

　

　

　
　

　
　

　

い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
　
　
　地
※
5
ど
ん
げ
　
　
　
ま
れ
ぴ
と
い
さ
・　
そ
り
ゃ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
り
　
　
　
　
か
ん
奄

れ

女

房

お

手

が

痛

む

か

氣

を

付

よ

、

優

曇

華

の
客

人

聊

か
疎

略

を

存

せ

す

、

何

事

成

其

此

甘

輝

メ



○
松
浦

が
磯

松
浦
郡
松
浦
潟
の
磯
。

○
姫
宮

皇
妹
栴
檀
皇
女
。噌

國

性

爺

合

戰

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
つ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　が
ん
し
ょ
く
う
ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
な
ら
や

が

身

に
相

應

の
事

な

ら

ば

、　

必

心

置

か

る

な

」

と

よ

に

睦

じ

く

も

て

な

せ

ば

、

老

母

顔

色

打

と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
　
　
　
　
　
か
た
じ
け
な
　
　
　
　
こ
と
に

き
く
　
　
　
　
　
な
に
　
　
　
　
　
お
く
　
　
　
　
　
　
　
た
の
ム
い
　
　

た
を

解

け

て

「
ヲ

・
頼

も

し

い

忝

い

、

其

詞

を

聞

か

ら

は

何

し

に

心

置

べ

き

ぞ

、

頼

入

り

慶

大

　

ひ
そ
か
　
か
た
り
ま
う
し
　
　
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　色
　
　
　
　
　
　な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
の
た
び
も
ろ
こ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　む
す
め

事
密

に
語

申

た
し
是

へ
、
一

」
と
小
聲
に
成
、「
な
ふ
我
々
此
度
唐
土

へ
渡
り
し
事
娘
ゆ

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
　
ぞ
　
　
　は
つ
ふ
ゆ
り

ぜ
ん
　
　
　
ま
つ
ら
　
　
　い
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん

し

い

ば

か
り

で

な

し

、

去

年

の
初

冬

肥

前

の
國

松

浦

が

磯

。と

い

ふ

所

へ
、

大

明

の

帝

の
御

株

梅

だ
ん
く
は
う
ち
よ
し
や
う
せ
ん
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
　
よ
　
　
　
た
っ
た
ん
　
　
う
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　き
く
　
　
ひ
と

檀

皇

女

小

船

に

召

さ

れ

吹

流

さ

れ

、

御

代

を

韃

靼

に
奪

は

れ

し

御

物

語

間

と

等

し

く

、

父

は

　

　

　

み
ん
て
う

　
は
い
し
ん

　

　

　
　
わ

と
う
な
い

　
ま
う
す
も
の

い
や

　
　
あ

ま

　

て

わ
ざ

　

　

　
　
も
ろ
こ
し

元

よ

り

明

朝

の
廢

臣

、

我

子

の

和

藤

内

と

申

者

、

賤

し

き

海

士

の
手

業

な

が

ら

、

唐

土

日

本

の

　

　

　

ま
な
　
　
た
っ
た
ん
　
　
　
　
　
　ほ
ろ
ぼ
　
　
　
　
　み
　
よ
　
　
　
り
る
が
へ　
　
　
　
　ひ
め
み
や
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
　
　
　
　ま
つ

軍

書

を

學

び

韃

靼

大

王

を

滅

し

昔

の

御

代

に

賺

し

、

姫

宮

を

帝

位

に

即

ん

と

先

日

本

に
殘

し

お
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
こ
し
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
っ
た
ん
　
　
し
た
が
　
な
び
　
　
　
　
だ
い

置

、

親

子

三

人

此

唐

土

へ
は

来

た

れ

ど

も

、

浅

ま

し

や

草

木

ま

で

も

皆

韃

靼

に

隨

ひ

靡

き

、

大

　

　

　

か
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
う
で
　
　
み
　
か
た
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
を

ど
の
　
　
　
　
　
ぞ

み
ん
　
　
み

明

の
味

方

に

心

ざ

す

者

一
人

も

候

は

す

、

和

藤

内

が

片

腕

の

味

方

に
頼

む

は

甘

輝

殿

、

力

を

添

　

　

　

　

　

　

　

ひ
と
へ　
　
　
　
ま
み
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
お
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
た
り
　
ひ
ざ
　
　
お
し
さ
　
　
　
お
し
さ

へ
て

下

さ

れ

か

し

偏

に
頼

み

參

ら

す

る

、

是

が

拝

む

心

ぞ

」

と

額

を

膝

に
押

下

げ

押

下

げ

、

只

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
き
　
　
　
　
　
　　
お
ど
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
筋

の

心

ざ

し

思

ひ

、

込

ふ

で

ぞ

見

え

に

け

る

、

甘

輝

大

き

に

驚

き

、
「
ム

ウ

、

扨

は

聞

及

ぷ

日

　

　

　

　

　

　

ま
う
す
　
　
　
　
き
ん
し
ゃ
う
ち
よ
　
　
　
き
や
う
だ
い
て
い
し
　
り
う
い
つ
く
わ
ん
　
　
し
　
そ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ロ
ゆ
う
　
　
　
　も
ろ

本

の

和

藤

内

と

申

は

、

此

錦

祚

女

と

は

姉

弟

鄭

芝

龍

一

官

の
子

息

候

な

、

ム

・
武

勇

の

程

唐

こ
し
　
　
　
　
か
く
　
　

　
　
　
　
　た
の
　
　
　

　
　
　
　
　
た
ち
も
っ
と
も
か
　
　

　
　
　
　
あ
る
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

せ
ん
そ
　
　

だ
い
み
ん

土

迄

も

隱

れ

な

く

、

頼

も

し

き

思

ひ

立

尤

斯

う

こ

そ

有

ぺ

け

れ

、

我

等

も

先

祖

は

大

明

の

臣

　

　

　

ほ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
っ
た
ん
　
　
お
ん
し
ゃ
う
か
う
ふ
　
　
つ
き
ひ
　
　
　
　
　
　
を
り
か
ら
の
ぞ

下

、

帝

亡

び

給

ひ

て

よ

り

頼

む

べ
き

主

君

な

く

、

韃

靼

の
恩

賞

蒙

)

月

日

を

逾

る

折

柄

望

む

八



傑
作
浄

瑠
璃
集

○

口

よ

り

出

せ

ば
世

間
凹　
口
か
ら
出
し
て
語
れ
ば
、

も
は
や
秘
密
は
破
れ
て
、
世
間
に
知
れ
る
事
ミ
な
る
ミ
の
意

の
諺
。

○

不
覺

(既
出
)

○

劔

引

抜

い
て

咽

吭

に

差

當

つ

る

甘
輝

が
妻

を

殺

し
て
一瓢
芝
龍

の
將

ミ
な
ら
う

、こ
す

る
は
、
藤蓋
し
英
起

が
妻
一

を
殺

し
て
魯

の
將

、ヒ
な
っ
た
こ
ミ
に
暗
示
∩
ヒ
冫
ト
〕
を
得

た

も
の
で
あ
ら
う
Q
近
松
は
「
晶相
狩
飼
犬
∴地
」
に

「
呉
起

が
妻
を

害

せ
こ
も
勇
者

の
道

を
重

ん
ず

べ
き
道

、こ
か
や
」
、丶」
書

い
て

み
る
。

○

背

中

　
背
後
。

八

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

　

お
ん
た
の
　
　
　
さ
っ
そ
く
　
　
　
　
　
ま
う
し
た
き

ち
と
ぞ
ん
ウ

む
ね
　
　
　
　
　
　
　
き
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
つ
く
　
し
　
あ
ん

所

の

御

頼

み

、

早

速

味

方

と

申

度

が

少

在

る

旨

あ

れ

ば

、

急

に

あ

っ
共

申

さ

れ

す

篤

と

思

案

し

　

　

　

　

　

　

　

い
　
　
　
　
　
　
は
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ひ
ぜ
や
う
　
　
こ
と
に

ち
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

お

返

事

を

」

と

、

言

は

せ

も

果

す

「,
ア

・
ウ

そ

り

や

御

卑

怯

な

詞

が

違

ふ

、

是

程

の

一
大

事

口

　

　

だ
　
　
　
　
せ
　
け
ん
　
　
　
　ずな
し

あ
ん
　
　
ま
　
　
　も
　
　
　
　
　
　
　な
ふ
　
か
く
　
　と
り
く
や
　
　
　
　
　
か
へ　
　
　
　
　
　

う
ら
み

よ

り

出

せ

ば

世

間

そ

や

、

思

案

の
問

に

漏

れ

聞

え

て

不

覺

を

取

悔

ん

で

も

返

ら

す

、

お

恨

と

は

　

　

　

　

な
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
ノ
い
ま
　
　
　
　
　せ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロあ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん
と
う
き
み
た

思

ふ

ま

じ

成

れ

成

ら

ざ

れ

お

返

事

を

、

サ

ア

只

今

」

と

責

つ
く

れ

ば

、
「
ム

ウ

急

に

返

答

間

度

く

　

　

　

　

　

　

　

い
　
か
　
　
　
　
　ご
じ
や
う
ぐ
ん
か
ん
コき
　
　
　
　
　
　
　
　
　み
　
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　き
ん
し
ゃ
う
じ
よ

　

や
す

ば

易

い

事

ノ

丶

、

如

何

に

も

五

常

軍

甘

輝

和

藤

内

が

味

方

な

り

」

と

、

言

ふ

よ

う

早

く

錦

祚

女

　

む
な
も
と
と
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
な
つ
る
ぎ
ひ
き
ぬ
　
　
　
　
の
ど
ふ
ゑ
な
さ
し
あ
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　あ
ぜ
　
　
　
　と
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か

が

胸

元

取

て

引

寄

せ

、

劔

引

抜

い

て
咽

吭

に

兼

営

つ

る

、

老

母

慌

て

丶
飛

か

丶
り

二

人

が

中

へ

　

　

　

い
り
　
　
も
つ
　
　
　
　
　
　
　
ふ
み
は
な
　
　
　
　
み
ぜ
　
な
か
　
　お
し
や
　
　
　
　
　
　
　あ
を
の
け
　
　か
さ
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　あ
げ

わ割

っ
て
入
、
持
た
る
手
を
蹈
放
し
娘
を
背
中
に
押
遣
り
一

、仰
向

に
重
な
)
臥
し
大
聲
上
て
、

ヵ
と
こ
れ
な
さ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
も
こ
ろ
　
　
　
　
も
ろ
こ
し
　
　
な
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

「
是

情

な

や

何

事

ぞ

人

に

物

を

頼

ま

れ

て

は

、

女

房

を

刺

殺

す

が

唐

土

の

習

ひ

か

、

心

に

染

ま

　

む
　
し
ん
　
　　
く
　
　
　
　に
ラドへう
は
う

え
ん
あ
る
ゆ
へ
　
　
　

に
ら
　
　た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ズ
し

き
や
う
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
じ
め

き

ぬ

無

心

を

聞

も

、

女

房

に
練

布

故

と

心

腹

が

立

て

の

事

か

、

但

は

狂
氣

か

た

ま

ノ

丶

初

て

来

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
む
　
は
ふ
じ
ん
ヒ　
ひ
　
ご
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　み
　
か
た

見

た

る

、

母

親

の

目

の
前

で

殺

そ

う

と

す

る

無

法

人

、

日

比

が

思

ひ

や

ら

れ

た

味

方

を

せ

す

ば

　

　

　

　

　

　

　

　

ち
が
　
　
　
お
や
　
　あ
る
　
　
　
　
　
　
　ぬ
　
　
　
こ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
っ
か

と
り
つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

れ

怖

い

事

は

な

い

、
母

に

確

と

取

附

き

や

」

せ

ぬ

迄

よ

、

今

迄

と

違

ふ

て

親

の
有

大

事

の
娘

、

　
カ
こ
へ
だ
　
　
　
か
き
　
　
　
　
　
す
て
　
　
か
こ
　
　
な
げ
　
　
　
　
ん
し
や
う
ち
よ
お
っ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
さ
け

あ
り
が
た

と

、

隔

て

の

垣

と

身

を

捨

て
圍

ひ

歎

け

ば

錦

鱗

女

、
夫

の

心

は

知

ら

ね

ど

も

母

の
情

の

有

難
風

丶

　

け
　
が
　
あ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
リン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
せ
　
　
　
　
　
　
　カ
か
ん
き
　
と
び
し
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ありご
　
ふ
　
し
ん

「
怪

我

遊

ば
す

な
」

と

ば

か

り

に

て

共

に
、

涙

に

咽

び

け

)

、

甘

輝

飛

退

っ

て

「
ヲ

・
御

不

審

　

　

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き
の
ふ
　
た
っ
た
ん
わ
う
　
　
　
　そ
れ
が
し
　
　め
　
　
　
　
　こ
の
ご
ろ

こ
も
っ
と
も
　
ま
っ
た
　
そ
れ
が
し

御
尤
、
全
く

某

無
法
に
あ
ら
す
狂
気
に
も
候
は
す
、
昨
日
韃
靼
王
よ
う

某

を
召
し
、
比
比
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え

せ

を
の

ハ
)
似

非

者

　
　
く
せ
も
の
。

○

せ

う

ぼ

く

　
原
本
「
小
乏

〔
せ
う
ぼ
く
呂

、こ
あ
る
。
乏

小
。
軽
少
○
「
俚
言
集
覽
」
に

「
乏

少
一
乏

は
呉
音
ボ
フ
な
れ

さ
も
轉
音

に
て
ボ
ク
、こ
呼
べ
り
」
o

噛

○

捧棚
田
小
　
吉
野
朝
の
忠
臣
楠
木
正
成
Q

∩

肝

謄

」
出

で
　
智
能
を
出
乙
。

○

朝

比

奈

　
　朝
比
奈
三
郎
義
秀
を
い
ひ
、
源
頼
朝
の
勇

将
。

○
辨

慶

　
武
藏
坊
辨
慶
を
い
ひ
、
源
義
經
の
臣
で
、
勇
力

を
以
て
聞
.ゆ
G

O

孔

明

諸
葛
亮
孔
賜
は
支
那
三
國
時
代
琅
珊
陽
都
の
人
。

軍
略
に
長
じ
、
蜀
の
昭
烈
帚
に
仕

へ
て
丞
相
、こ
な
り
、
武
卿

侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
○
嘗
て
後
生
に
奉
っ
た
前
後
碗
、出
師
表
」

は
入
の
よ
く
知
る
所
で
あ
る
o

O

樊
論
判　
漢
高
組
の
臣
。
も
、＼」狗
を
屠
る
を
業
、丶」
し
た
者

で
剛
勇
で
あ
る
○
高
砠
が
楚
の
項
朋
.こ
鴻
門
に
會
し
た
時
、

樊
喰
營
外
に
あ
っ
て
高
組
の
急
を
聞
き
、
突
入
し
て
高
砠
を

救
っ
た
。

○

頓

句
　
冖楚
の
將
。
剛
勇
を
以
て
聞
ゆ
。
秦
を
滅
し
て
阿

房
宮
山、7　焼
く
o
後
に
漢
の
沛
公
ミ
戰
っ
て
死
す
o
こ
の
所
の

文
意
は
、
古
の
名
將
孔
明
の
魂
膽
に
分
入
っ
て
共
の
魂
膿
こ

な
り
、
叉
昔
の
勇
者
樊
喉

・
項
羽
の
骨
身
を
借
り
て
共
心
底

ミ
な
り
の
意
Q
即
ち
孔
明
の
智
、
薬
喰

。
項
羽
の
勇
を
我
が

身
に
保
」持
し
、丶」
い
ふ
の
で
あ
る
o

O

ぬ

く

ノ
く
丶

　

　温

々
の
義
。

う
ま
ノ
丶

。
づ
う
く

し

う
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
ゑ
　
せ
　
も
の
　
※
ぜ
う
ぼ
く
げ
　
れ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ち
　
ぼ
う
ぐ
ん
じ
ゅ
つ
た
く
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
っ
た
ん
わ
う

日

本

よ

り

和

藤

内

と

い

ふ
似

非

者

、

小

乏

下

劣

の

身

を

以

て

智

謀

軍

術

逞

し

く

、

韃

靼
.王

を

　
か
た
む

だ
い
み
ん
　
　
　
　
　
ひ
る
が
へ　
　
　
　
　
こ
の
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
て
　
た
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
こ
5

傾

け

大

明

の
世

に

飜

さ

ん

と

此

上

に

渡

る

、

彼

が

討

手

誰

な

ら

ん

と

數

千

人

の
諸

侯

の
中

よ

　
　
　
　

か
ん
き
　
　
　
え
り
だ
.　
　
　
　
　
さ
ん
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま

り

、

此

甘

輝

を

選

出

さ

れ

散

騎

將

軍

の
官

に

任

じ

、

十

萬

騎

の
大

將

を

賜

は

る

、

和

藤

内

を

我

妻
の
繰

ぎ

磐

撫

に
も
知
ら
す
・聳

杲

に
傳
爵

蘿

鷲
と
や
ら
ん
総

懸
を
臨
・

　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
あ

さ
ひ
　
な
　
　
　
※

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ
う
り
き
あ
り
と
も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

わ
け
い
り
　
楽
は
ん
く
は
い　
こ
5
う
　
　
　
　こ
つ
牽
い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

※
こ
う
め
い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
は
ら
わ
た

朝
比
奈

・
辨
慶
と
や
ら
ん
が
勇
力
有
共
、
我
又
孔
明
が

腸

に
分
入
、
樊
嗜

・
項
朋
が
骨
髓
を

　

か
　
　
　
　
　
　い
つ
ぜ
ん
　
　
お
う
　
　
お
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　さ
か
や
き
く
び
ひ
つ
さ
　
　
　
去
た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ
れ
が
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
く
わ
う
げ
ん
は

借

っ

て

一
戦

に

追

て

追

ま

く

う

、

和

藤

内

が

月

代

首

提

げ

て

來

ら

ん

と

、
廣

言

吐

き

し

某

が

、

.

地

　

ひ
と
た

ち

　
　
あ
は

　

、

　

　

　

　

　

は
な

　

　

　
※

　

　

　

　

み

か
カ

　

　
ご
じ
や
う
ぐ
ん
か
ん
音

　

　

　

　

ぶ

ゆ
う

　
一
太
刀
も
合
せ
す
矢
の
一
本
も
放
さ
す
、
ぬ
ぐ
一

と
味
方
せ
ば
五
常
軍
甘
輝
が
日
本
の
武
勇

に
・
膵

ぢ
す
る
者
で
な
し
・女
に
維
さ
れ
綴
に
丱
か
れ
緊

掛
け
て
馨

の
義
を
ゆ衂
れ
し
と
・

鬱
欝

の
警

に
か
け
ら
れ
ん
療

養

騰
れ
撃

艦
繋

の
聯
籖

れ
難
し
・
鬘

蔵

の

　
　
　

が
い
　
　
　
　
　
え
ん
　
　ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

し
ん
　
　
　
　
　
　
　
び
た
ひ

あ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
包
み
　
か
た

妻

を

害

し

女

の
縁

に

引

か

れ

ざ

る

、

義

信

の

二
字

を

額

に

當

さ

つ
ば

り

と

、

味

方

せ

ん

爲

、

ヤ

　

詞
き
ん
し
ゃ
う
ぢ
よ
　
と
y　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
　
　
　
じ
　
ひ
　
し
ん
こ
も
　
　
　
　
　
　
　
　お
っ
と
　
つ
6
ぎ
　
さ
出ご　
　
　
　
　
　
　
　
こ
も
　
　地
色
　
　
　
　じ

　

イ

錦

祚

女

、

留

む

る

母

の

詞

に

は

慈

悲

心

籠

る

、

殺

す

夫

の
劔

の
先

に

は

忠

孝

籠

る

、

親

の
慈

爼
と
忠
孝
に
餝
薫

よ
女
房
L
と
・
罪

を
鯲
ら
ぬ
野

の
誠
琳「
ヲ
、
賭

け
た
身
に
濫
ふ
た

忠
孝
糶
に
饗

鶴

攤

孝
行
の
熱

る
無

し
い
共
思
は
ぬ
」
と
・
母
を
鍵

け
?

と
寄

　
　

む
ね
お
し
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
5
　
こ
ほ
り
　
つ
る
ぎ
　
　
　
　
　か
な
　
　
　
　
　
　
　
　か
　
　
　
へ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
し
わ

う

胸

押

開

く

れ

ば

引

寄

せ

て

、

見

る

目

危

き

氷

の
劔

「
な

ふ

悲

し

や

」

と

駈

け

隔

て
、

押

分

け

壕

國

性

爺

合

戰

八



6

傑
作
浄
瑠
璃
集

○

唐

猫

　
猫
は
も
芝
韓
國
〔
か
ら
く

に
∪
よ
り
渡

來
し
た
も

の
な
る
よ
り

い
ふ
o

○

娑

婆

梵
語

。。
9
冨

●
堪

忍
ま
た
は
怨
土

.、・
譯

し
、
現

世

を
い
ふ
。

○

殘

り

　
自
分

を
除

い
た
残

り
O

こ
の
所

の
文
は
、
義
理

ミ
恩
愛

.こ
人
情

の
極
致

を
羨
し
た
o

○

邪

見

な
こ
く
」
o

〇

五
常

也
㌔

邪
険

.丶」
も
書

く
Q
無
慈
悲
。
慘
〔
む
き
U
く
険
悪

「,白
虎
逋
」
に

「
五
常
者
何
、
謂
二
仁
義
禮
智

信
凶

二
八
四

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ
で
　
　
く
ロ
つ
い
　
　
ひ
き
の
　
　
　
　
　
　
を
つ
と

　

　

　

せ
ん
か
た

　

　

　

　

　

　

　

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
な

ん

に

も

詮

方

な

く

退

け

ん

と

す

る

に

手

は

叶

は

す

、
娘

の
袖

に

食

附

て

引

退

く

れ

ば

夫

が

寄

る

、

を
つ
と
　

　

　
く
は
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く
は
　

　
な
か
ら
ね
こ
　

　

ね
ぐ
ら

か

夫

の
袖

を

咥

へ

て
引

け

ば

、

娘

は

死

な

ん

と

叉

立

寄

る
を

口

に
咥

へ
て

唐

猫

の
、

塒

を

換

ゆ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
ぜ
ん
ご
　
　
　
ふ
　
か
く

如

ぐ

に

て

母

は

目

も

く

れ

身

も

疲

れ

、

わ

っ
と

ば

か

り

に

ど

う

ど

伏

し

前

後

、

不

覺

に
見

へ
け

　

　

　
ごき
ん
し
や
う
ち
よ
す
が
　
つ
き
　
　
い
っ
し
や
う
　
お
や
し
　
　
　
　
　
　
　つ
み
　
　
い
ち
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん

れ

ば

、

錦

祚

女

縋

り

付

「

一
生

に

親

知

ら

す

、

終

に

一
度

の

孝

行

な

く

何

で

恩

を

途

ら

ふ

ぞ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

ど
　
　
　
な
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
き

死

な

せ

て

た

べ

母

上

」

と

口

説

き

歎

け

ば

わ

っ
と

泣

、
「
な

ふ

悲

し

い
事

い

ふ

人

や

、

殊

に
御

身

み
し
や
ぼ
　
　
　
め
い
ど
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
う
み
お
と
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ひ
と
り

は

娑

婆

と
冥

途

に

親

三

人

・

殘

り

二

人

の

父

母

は

産

落

し

た

大

恩

あ

う

、

中

に

一
人

の

此

母

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　け
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ロ　
　
こ
ヵ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

け
づ
つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
カ
は
も

あ
は憐

れ
み
か
け
す
恩
も
な
く
、
う
た

て
や
繼

母

の
名

は
削

て
も
削

ら

れ

す

、
今
爰

で
死
な

せ

て

は
・
詞
日
本

の
総
研

が
三
千
里
膝

て
た

る
・
朧
茸

の
纖

ヂ
を
燐
ん

で
見
殺

し

に
殺
せ
し
と
、
我
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
じ
ゃ
け
ん

　
　
　
　
　
　
　

あ
ま
ね

　

は
ぢ

の
恥
ば
か
う

か
は
普
く

口

々
に
日
本
八

は
邪
見

な
)

と
、
國

の
名
を
引

出
す

は
我

日
本

の
恥
ぞ

　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
げ
　
　
　
　
　
　
　て
ら
　
　ひ
か
げ
　
　
　
　ひ
か
ケ
　
　
　
　
　
フ
シ　
　
　
　
　
　　
　　　
　
　
も
と

　
　
　

か
ら　
　
て
ら

か
し
、
唐
を

照
す

日
影

も
日
本
を
照
す

日
影
も
、
光

に
二
つ
は
無

け
れ
共
、
日

の
本
と
は
日

の

群

蝕攀

傑

が
り
・
響

誰

の
鶴

無

を
野

比
騨

・
蠏
箏

を
鬱

し
・
そ
も
生

き
て
骨

れ
ふ
か
・
驪

は
此
饗

杲

の
残

の
浬
媼
響

躄

れ
・
我
を
今
饗

し
羅

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
さ
け

　

　
　あ
は
れ

こ
も

　
く

ど

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
げ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み
ち
び

　

　

　

　

　

　

た
ま
こ
ゐ

ゐ　

こ
く
　　　さ
ら

異
国
に
曝
す
土
ハ、
魂
は
日
本
に
導
き
給

へ
」
と
聲
を
上
、
道
も
あ
り
情
も
あ
り
哀
も
籠
る
口
説

き
濃
・
蹴
禧
弟
断
編
り
附
く
母

の
裾
厩
譏
難
球
鵬
齢

も
道
理
に
婆
駁
し
も
を
ゴ
ろ
涙

に
く
れ
け



'

○

韓

錦

　
こ
こ
は
血
の
一猴
の
色

に
い
う

た
c
そ
し

て
一凄
錦
し

か
ら

「
錦
藤
女
」

ぐ」
錦

の
訓
、こ
蕾
ε
を
も

っ
て
つ
づ
け

た
Q

(見

索
引
)

○

瑠

璃

　
七
實

の

一
、
青
色

の
玉

の
類
。

(
)
渡

ら

ぬ
錦

中

切
杷
ゆ

る
　

「
古
今
集
し
秋
下
部
の
歌
、

「
た

っ
た
川

紅
葉
観

れ
て
流

る
め
り

、
渡

ら
ぽ
錦

な
か
や
絶

え
な
む
」

の
中

の
句

を
改

め
て
用

ひ
た
Q

そ
し
て
親
子

の
縁

の
中
継

す
る
意

に

い
う
た
o

O

瀧

つ
瀬

　

た
ぎ
つ
瀬

の
意
。

こ
こ
の
夾

は
、
紅
葉
葉

が
た
ぎ
り
落

つ
る
川
瀬

を
塞
∩
せ
〕
き
な
が
ら
流

れ
下
る
ミ
い

ふ
の
、丶丶

浮
世
の
秋

の
物
悲

し
さ
に
、
親

子
談
合

の
折
合

ひ

が

つ
か
参

し
て
、
悲

し
い
物

思
ひ

に
澁

る
別

れ
を
す
る
意

ぐ」

を
合
は

せ
℃

い
ふ
o

O

う

た

か

た

　
　「
う
っ
か
た
」
(雀
形

)
の
轉

か
。
洶
一法
c

水
泡
。

○

く

ぐ

る

「
く
く
る
」
(
括
)
の
誤
9
絞
り
架

す
る
。

「
古

今
蓖
馬」
卷
五
、
秋
下
部
の
歌

に
、
幽,
ち
は
や
ぶ

る
神
代

も
き
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　ヘ　
　へ

す
立
田
川
、

か
ら
く
れ
な

み
に
永
く
く

る
ミ
は
L
O

O

南

無

三

寶

　

佛
法
檜

の
三
麹
を
呼

ん
で
加
護

を
斬

る

意

よ
り
出

で
、
失
敗

し
た
時

に
い
ふ
o

し
ま
っ
た
o
残
念
o

O

早

瀬

川

　

　足

の
早

い
を
、
川
瀬

の
早

い
に
い
ひ
か
け

て
か
く
い
う
た
o

O

は

た

か

る

　

「
は
た

か
る
」
、丶」
も

い
ふ
。
開
張
の
義
。

手

足
を
ひ
ろ
伊

る
c
「
倭
訓
栞
」
に

「
大
手
を
ば

た
け
な
か

い

へ
る
は
開

く
義

な
り
し
ρ
近
松
作

「、冥
甑途
の
飛
脚
し
に

「
立
ち

ヨ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
へ

は
だ
か
っ
て
わ
め
き
け
る
」
o

O

わ

ぬ

し

　

吾

が
圭

の
義
。
同
等

の
者

に
い
ふ
饗
稱
代

名
詞
c

お
前

さ
ん
o

國

性

爺

合

戰

　
　
　
地

　

あ
つ

か
ん
㍉

等

う
つ
　

詞

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ
う
い
ん
　

　

け

ふ

　
　
　
　

や

丶
有

て

甘

輝

席

を

打

て

、
「
ハ

ッ

ァ

是

非

も

な

し

カ

な

し

、

母

の
承

引

な

き

上

は

今

日

る

が

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
髫
太
い
　
　
　
　
　
　
　
　こ
れ
　
　
と
プ　
　
お
壷
　
　
ひ
と
じ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
ぐ
る
ま

よ

・9
和

藤

内

と

は

敵

對

、

老

母

を

是

に
留

め

置

、

入

質

と

思

は

れ

ん

も

本

意

な

ら

ず

、

輿

車

用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
り
み
つ
　
　
　
　
く
は
う
が
　
　
　
　
　た
よ
り

　
　
　
　
　
　

た
つ
ね
　
　
　か
へ
　
　
ま
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
色

意

し

て

所

を

尋

逾

り

返

し

蔘

ら

せ

よ

」
、

「
い

や

逾

る

迄

も

な

く

、

此

遣

水

よ

・9
黄

河

迄

よ

き

便

　
　

お
し
ろ
い
な
が

　
　
か
な

　

　

　

　

　
　
べ

に

　

　

　
や
く
そ
く

　

　
　
む
か

　

　
　
い
で
あ
る
は
つ

　

　
べ

に

と

に

は

白

粉

流

し

、

叶

は

ぬ

知

ら

せ

ば
紅

粉

を

流

す

約

束

に

て

、

迎

ひ

に

お
出

有

苦

い

で

紅

粉

溶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ね
　
　ひ
と
塗
　
　
　い
り
　
　
　
　
　
フ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
色
　
　
　
　
　
た
が

い

て
流

さ

ん

」

と

常

の

一
問

に

入

に

け

う

、

母

は

思

ひ

に

、

か

き

く

れ

て

、

思

ふ

に

違

ふ

世

の

　

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

　
　
　
　
　
　
　

つ
ま
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　か
た
り
き
　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
か
た
　　
　　
　　
　　
　　
。へ　
に
　
　　
　　
　　
　さ
き

な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
に
し
奇

中

を

立

歸

・9

て

夫

や

子

に

、

何

と

語

聞

か

せ

ん

と

思

ひ

や

る

方

涙

の
色

、
紅

粉

よ

り

先

の
緯

錦

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(無
)

地
色

き
ん
し
ゃ
う
ち
よ
　
　
　
び
ま
　
※
る
　
り
　
　
　
は
ち
　
　
べ
　
に
　
と
　
　
　
い
れ
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　に
し
き
な
か
た
　
　
　
　
　
　
な
　
ご
り

錦

祚

女

は

其

隙

に

瑠

璃

の
鉢

に
紅

粉

溶

き

入

、
「
是

ぞ

親

と

子

が
渡

ら

ぬ

錦

中

絶

ゆ

る

、

名

殘

は

　
　
　
　
　

ゆ
ふ
な
み
　
　
せ
ん
す
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
※
た
き
　
　
せ
　
　
　
も
み
ち
　
傾
　
　
　う
音
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ

今
ぞ
」
と
夕
波
の
泉
水
に
さ
ら
く

一

、
落
ち
瀧
つ
瀬
の
紅
葉
葉
と
浮
世
の
秋
を
せ
き
下
し
、

　

　

　

　
　

(言
)

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

く
れ
な
い
※
　
　
　
　
や
り
み
つ
フ
シ
お
ち
　

く
は
う
が

　

　

そ
　
　
　
　
　
※
う
た
か
た

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

地
色
　
　
　
　
　
　
　が
ん
と
う

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

み
の
う
ち

共

に

染

め

た

る

泡

沫

も

粗

く

ゴ

る

遣

水

の

落

て

黄

河

の

流

れ

の

末

、

和

藤

内

は

岸

頭

に

藁

打

　

　

ざ
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
し
や
く
び
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
　
　
　
　
　
　
お
も
　
※
な
　
む
　
さ
ん
ぽ
う
べ
　
に

か
つ
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
色

被
き
座
を
占

め
て
、
赤

白

二
つ
の
川
水

に
心
を
附

て
水

の
面
、「
南
無

三
寳
紅

粉

が
流

る

丶
、
扨

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

(見
)

　

の
ぞ
み
　
か
な
　
　
　
　
　
弛
み
　
か
た
　
　
　
　
　
　
　か
ん
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
づ
け
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ふ
み
だ
'

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
※
は
や
せ
　
が
は
な
が

は

望

は

叶

は

ぬ

、

味

方

も

せ

ぬ

甘

輝

め

に

母

は

預

置

か

れ

す

」

と

、

踏

出

す

足

の

早

瀬

川

流

れ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
フ
シ

　

と
　
　
　
　
　ゆ
く
さ
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い
　
　
の
り
こ
　
　
　
ま
が
唐
　
す
い
が
き
ふ
み
や
ぶ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

に
は
せ
ん
ず
る

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

か
ん
音

を

止

め

て

行

先

の

、

堀

を

飛

越

へ

塀

を

乘

越

へ
籬

・
透

垣

踏

破

う

、

甘

輝

が

城

の

奥

の

庭

泉

水

　

　

　

　
つ
き
　
　
　
　
　
　地
色
ま
つ
　
　
　
　
あ
ん
お
ん
う
れ
　
　
　
　
　
　
　
　と
び
あ
が
　
　
　
　
い
ま
し
　
　
　
な
は
　
　
　
　
　
　
　
　か
ん
奄

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
色
だ
ち

に

こ

そ

著

に

け

れ

、
「
先

母

は

安

穩

嬉

し

や

」

と

飛

上

)

、

縛

め

の

繩

別

ち

ぎ

う

骨

輝

が

前

に

立

※
　
　
　
　
　
　
詞
ご
じ
や
う
ぐ
ん
か
ん
き
　
　
　
　
　
　
σ
げ
と
う
じ
ん

※
わ
　
識
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
は
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
っ
た
0
と
り

は

た

か

り

、
「
五

常

軍

甘

輝

と

い

ふ

髭

唐

人

は

和

主

よ

な

、

天

に

も

地

に

も

唯

一
人

の

母

に
繩

掛

二
八
玉

b



傑
作
淨
瑠
璃
集

○

己

れ

を

己

れ

と

　

汝

が
獅

子
が
城
主

で
あ
.⇔
か
ら

は
、
　
一
通
り
の
粛
軍
わ
け
の
わ
か

っ
た
汝
ミ
o

O

も

っ

て

う

ず

も
干し
な
す
。
蓋

し
「
も
つ
ち
や
う
ず
」

(特

賞
)
で
あ
ら
う
o

「
和
漢

音
程
伴舟宣
言
学
者
節
…用
盤
へ」
一言
辭
恥門

モ
部

に
「柱
脚賞
」
に
「
モ
テ
ナ

ス
」
ミ
傍

訓
し
て
あ
る
o

O

は

う

つ

　

方
圖

で
あ
る
。
畫

鬮
引
き
か
ら
出

た
語
。

際
限
Q

　

お
き
づ
け

○

直

附

直

接
。

○

御

邊

　
對

稱
代
名
詞

で
同
輩

に
用
ひ
る
。

そ
の
も
ε
。

貴
殿
。

〇

九

寸

五

分

短
刀
を

い
ふ
。
鎧
通
∩
よ
う
ひ
$
ほ
し
〕
。

岡,武
家
名
目
抄
し
刀
劔
部

に

「
九
寸
五
分
臼
按

、
是
非
腰

刀
の

類

に
て
帥
ち
鎧
通
し

の
事
な
り
」
c
　
九
寸
九
分
は
共
の
長
さ

に
よ
っ
た
稱

で
あ
る
o

O

動

轉

た
ま
伊
あ
わ

て
る
こ
、辷
。
饅
頭
屋
本
・節

用
集
L

に
「
動
韓
呂
曹

ン
て
ん
∪
し
o

O

俗

難

　
世
俗

の
非
難
。
世
間
の
非
難
。

　

ら
り
よ
う

○

羅

綾

　
羅
は
う
す

ぎ
ぬ
o
綾
は
あ
や
ぎ
ぬ
Q

O

出早
苗
…
の

冠

　

織
布
∩
く
ろ

ぎ
ぬ
〕
の
冠

で
あ
っ
て
儒
者

な
さ
の
冠

つ
た
も
の
、
殷

の
世

に
草
市

ピ
名
づ
け

た
o
章
は

明
の
義

、丈
夫

を
表
現

す
る
所
以

な
れ
ば
草
市

.こ
い
ふ
○
η
禮

記
し
儒
行
篇

に
、
「
孔

子
對
日

、
丘

…
長
居
レ
宋

、
冠

一章
甫
之

冠

こ
ゆ
『
藍
子
」
に
、
「
宋
人
質
二
章
甫

叫
面
通

二諸

越
噛
越
人
斷

髪
文
身
、
無
レ
所
レ
用
レ
之
%

二
八
六

け
た
は
・譲

れ
を
蘭
れ
と
奉
っ
て
察

に
鶸
ま
ん
篠

に
・
巒
っ
て
う
す
焦

謙

も
無
い
・

み
　
か
カ
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
　
そ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
　
　
　
　
　
そ
っ
ち
　
　
　
　
　し
た
が
　
は
.一丿
　
　
　
　

蛾
}色

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

と

い

ひ

其

方

か

ら

從

ふ

筈

、

味

方

に

な

ら

ぬ

は

此

大

將

が

不

足

な

か

、

第

一
女

房

の
縁

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

サ

ア

日

　

ぶ
　
さ
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　※
ぢ
き
づ
け
　
　
た
の
　
　
へ
ん
た
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　色
つ
L
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　講

本

無

雙

の
和

藤

内

が

直

附

に
頼

む

返

答

せ

い
L

と

、

柄

に

手

を

か
け

突

立

た

う

、
「
ヲ

、
女

房

の

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

ぶ

さ
う

　

　
も
ろ
こ
し
き

だ
い

か
ん
き

　

ほ
だ

み

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

へ
ん

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

※
こ

え
ん

縁
と
い
へ
ば
獪
な
ら
ぬ
、
御
邊
が
日
本
無
雙

な
れ
ば
我
は
唐
土
稀
代
の
甘
輝
、
女
に
絆
さ
れ
味

か
た
　
　
　
　
ゆ
う
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　び
や
5
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

方
す

る
勇
士

に
あ
ら
す
、
女
房
を
去

る
所

も
な
し
、
病
死
す

る
迄

べ
ん
ノ
丶

と
も
待

た
れ
ま

い
、

灘

毅

に
は
や
歸
れ
鬣

譱

に
静

置
い
存

き
た
い
か
、
「
‡

サ
杲

の
蓄

撫

　

　

　

　

　

　

地
　
　
　
　
a
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　き
ん
し
ゃ
ら
町
よ
　
　
　
か
　
　
　
　色
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

　

く
び

が
首
を
」
と
、
兩
方
拔

か
ん
と
す

る
所
を
錦
鱗
女
聲

を
掛
け
、「
ア

・
ノ
丶

是

な
ふ
ノ
丶
病

死
を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

べ
に
　
　
み
な
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
色
い
し
ゃ
う
　
　
む
ね
　
　
お
し
ひ
ら
　
　
　
　※

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
が

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
詞

待

迄

も

な

し

、

只

今

流

せ

し

紅

の

水

上

を

見

給

く、
」

と

、

衣

裳

の
胸

を

押

開

け

ば

九

寸

五

分

の

　
　

　

ち
　
　
　
し
た
　
　
　
　
昏
・も
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　蹟
　
　
　
　
　
さ
し
と
お
　
　
　
　
あ
け
　
　
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

く
は
い
け
ん

懷

劔

、

乳

の

下

よ

う

肝

先

ま

で

横

に
縫

ふ

て

刺

通

し

、

朱

に

染

み

た

る

共

有

樣

母

轍

「、是

は

」

　
浄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し
　
　
し
や
う
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
ど
う
て
ん
　
　
　
　か
く
ご
　
　
　
き
は
め
　
を
つ
と
　
　
フ
シ

と

ば

か

)

に

て

、

か

つ

ば

と

臥

て

正

鱧

な

し

和

藤

内

も

動

轉

し

、

覺

悟

を

極

し
夫

さ

へ
そ

ゴ

ろ

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

地
色
き
ん
し
ゃ
う
ち
よ
く
る
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
ち
　
　
お
ぼ
し
め
し
こ
ろ

　
　

お
著
ろ

に

、

驚

ぐ

ば

か

り

な

り

、

錦

祚

女

苦

し

げ

に

、
「
母

上

は

日

本

の

國

の

恥

を

思

召

殺

す

ま

い

と

な

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

み
つ
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
こ
し
　
　
　
　
　
は
ち
　
　
か
　
　
　な
る
う
へ　
　
　
　
　
　
　
0

　
　

　
　
　

　
　
　
　

お
し

　
　

　
　

地
色
わ
が
い
の
ち

さ

る

れ

ど

、

我

命

を

惜

み

て

親

兄

弟

を

貢

が

す

ば

、

唐

土

の

國

の

恥

と

斯

う

成

上

は

女

に

心

引

　
　

　
　
　

　
　
　

そ
し
り
　
フ
・レ　
　
あ
る
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
　
　か
ん
"甘
　
ど
の
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
つ

か

さ

る

丶

、

入

の

誹

は

よ

も

有

ま

じ

、

な

ふ

甘

輝

殿

親

兄

弟

の

味

方

し

て

、

力

と

も

成

て

た

べ

　
　

　
　
加

つ

　

地
色

い

　
く
だ

く
る

父

に

も

斯

ぐ

と

告

げ

て

た

べ

、

も

う

物

言

は

せ

て

下

さ

る

な

苦

し

い

わ

い

の
」

と

ば

か

b
ノ
に

て



○

+化
紋
「の
～沓
　
　花
の
紋
形
で
飾
っ
た
沓
◎

○

石

の
帶

　
　束
帯
の
時
に
著
刑
し
た
革
製
の
帶
…で
あ
る
Q

そ
の
革
帯
の
北角部
の
飾
を
玉
η
〈は
石
角
で
造
つ
℃
あ
る
か
ら
、

石
帯
η〈は
玉
帶
ミ
い
ふ
o

O

莫

耶

の
劔

支
那
翫
古
の
名
劒
の
名
。
.、呉
越
春
秋
・

に
、
呉
の
人
干
將
五
山
の
精
六
金
の
英
を
架
り
、
天
地
を
候

〔う
か
が
U
ひ
陰
陽
を
伺
ひ
百
紳
臨
観
す
、
而
し
て
金
鐵
の
精

未
た
流
れ
す
。
干
將
そ
の
妻
莫
耶
ミ
髪
及
び
爪
を
剪
っ
て
之

を
鱸
中
に
投
ず
、
金
鐵
乃
ち
や
は
ら
ぎ
途

に
二
劒
を
成
せ
り
Q

陽
を
干
將
・こ
い
ひ
、陰
を
莫
耶
・丶」
い
ふ
ミ
見
え
て
み
る
o
「荀

ア
」
性
悪
篇
に

「開
聞
之
干
將
莫
邪
、
鉅
闕
藤
閭
、
此
皆
古

之
良
劒
也
し。

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

蠡
-

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

1し

○

衣

笠

(既
出
)

○

艢
偶　

旌
幢
牙
旗
を

い
ひ
、
羽
毛
叉
は
布
帛

を
垂
れ
た
旗
。

○

幡

の
旗

○

吹

抜

○

會

稽

山

○

越

王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑿

嬲

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

(佛
教
で
用
ひ
る
も
の
)

　
　
　

　
　
　
幡
は
「は
た
」叉
は
「の
ぼ
り
」
を
い
ふ
o

　
　
　

　

吹
流
し
、辷
も
い
ふ
。
數
條
の
長
い
布
を
輪
に
つ

け
、
長
い
竿
の
先
端
に
掲
ぴ
て
風
に
な
び
か
す
も
の
o

　
　
　

　
　

支
那
浙
江
省
紹
興
府
の
東
南

に
あ
る
山
Q

　
　
　

　

越
王
勾
踐
を
い
ふ
。
支
那
春
秋
戰
國
時
代
、
呉

王
大
差
ぐ」夫
椒
で
戰
っ
て
敗
れ
、
曾
秡
戯画
に
棲
ん
で
降
〃喪
哨

う
た
o
周
の
元
正
四
年
途
に
大
差
を
滅
し
て
・曾
饕
の
恥
を
雪

い
だ
Q
こ
こ
の
文
は
、
越
王
勾
踐
の
戰
勝
つ
た
勇
ま
し
い
姿

を
再
び
見
る
如
く
で
あ
る
、＼」
の
意
o

O

初

の
詞
　
　前
文
に

「此
母
が
娘
殺
す
を
見
物
し
、

そ

も
生
き
て
居
ら
れ
う
か
」
、こ
あ
る
を
さ
す
o

國

性

爺

合

戰

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

お
し
か
く

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
で
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
　
が
い　
　
む

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　ゆ
か
ん
き

稍

ヘ
ノ
丶

、
と

こ
そ
成

に
け

れ
、
甘
輝
涙
を
押
隠

し

「
ヲ

・
出

来

い
た
ノ
丶

、
自
害
を
無

に
は

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
か
し
ら
　
さ
　
　
　
　あ
そ
れ
が
し
　
　
　
　
　
み
ん
て
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
か
カ
ま
う
す

さ
せ
ま

い
」
と

、
和
藤
内

が
前

に
頭
を
下
げ
、
「
其

先

祗

は
明

朝

の
臣

下

、
進
ん

で
味
方
申

べ
き

　

　
　
　
　

え
ん
　
　
ま
よ
　
　
　
　
ぶ
ぞ
く
な
ん
　
　
は
ノ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　も
つ
　
　
　
　
　
ず
ゆ　
　
　

う
へ　
　
　
　
　
き
よ

身

の
女

の
縁

に
迷

ひ
し
と
俗
難
を
憚

う

し
に
、
我
妻

只
今
死
を
以

て
義

を
勸
む

る
上

は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
清

　
お
ん
み
　
か
た
　
　
　
　
　
　
　
あ
ふ
　
　
　
　し
ょ
こ
う
わ
う
　
　な
ぞ
ら
　
　
　
　
　
　
あ
ら
た
　
　
　え
ん
ぺい
わ
う
こく
せ
ん
や　
て
'せ
い
こ
う
　
　が
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
牛
王
國

性
爺
鄭
成
功
と
號

し
、

ぐ
御
味
方
大
將
軍

と
仰

ぎ
、
諸
侯
王

に
準

へ
御
名
を
改

め
、

地
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

し
ゃ
う
ぞ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ぶ
　
5
ん
ひ
ら
　
　
　
　
　
か
ら
σ
つ　
　
　
　
　
ふ
た
へ　
　
　
　
に
し
き
ら
　
れ
う
　
　
　た
も
と
ひ
　
　
　し
ゃ
う
ぞ
く
　
　し
や
う
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
重
の
錦

羅
綾

の
袂
緋

の
裝
束
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

章
甫

の

裝

束
召
さ
せ
奉
ら
ん
」
と
武
運
開
く
る
唐
櫃
の
、

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

か
ん
ふ
り
く
わ
も
ん
　
　
く
つノ　

さ
ん
ご
　
こ
　
は
く
　
　
　
　
　
　
お
び
ぼ
く
や
　
　
　
け
ん
こ
が
ね
　
み
が
　
　
　
み
を
は
が
さ
　
　
　
　

な
さ
し

冠

花
紋

の
沓
、
珊
瑚
琥
珀

の
石

の
帶
莫
耶

の
劔
金
を
磨
き
、
衣
笠
さ
つ
と
差

か
く
れ
ば
、
十

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　

　
　
　
　

ぐ
ん
ぴ
や
う
　
　
声
ど
う
　
　
は
た
に
ん
　
　
は
た

※
ふ
き
ぬ
き
　
た
て
　
ほ
こ
　
ゆ
み
　
て
つ
ほ
う
　
よ
ろ
0
　
　
そ
で
　
　
つ
ら
　
　
　
　
　
　
く
わ
い
け
い

萬

餘

騎

の
軍

兵

ど

も

幢

の
旗

幡

の
旗

、

吹

抜

・
楯

・
鉾

・
弓

・
鐵

砲

。
鎧

の
袖

を

列

ね

し

は

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
會

稽

　
　
　
　
　
　

フ
シ

さ
ん
　
み
え
つ
わ
う
　
　
ふ
た
あ
び
い
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
ほ
こ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
れ
　
　
　
　ほ
ん
も
う
　
　
あ
れ
　
　
　
　
　
　き
ん

山
に
越
王
の
二
度
出
た
る
如
く
な
)
、
母
は
天
啓
高
笑
ひ
、「
ア
・
嬉
し
ゃ
本
望
や
彼
を
見
や
錦

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
ず
て
　
　
ゆ
へ　
　
　
　
　
　ほ
ん
も
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん

し
ゃ
う
ぢ
よ

　
　

　

　
　
　
　
　

　
　
　

い
の
ち

祚

女

、

御

身

が

命

を

捨

し

故

親

子

の

本

望

達

し

た

り

、
親

子

と

思

へ

ど

天

下

の

本

望

、

此

劔

は

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

を
さ
む
　
じ

が
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
　
　
　
　
　
　ぶ
は
じ
め
　
こ
と
ぼ
き
よ
ご
ん
　
な
る
　
　ふ
た

九
寸
五
分
な
れ
ど
四
百
餘
州
を
治
る
自
害
、
此
上
に
母
が
存
ら

へ
て
は
初
の
詞
虚
言
と
成
、
二

た
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ち
　
　
ひ
き
お
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
　
　
お
っ
と
つ
　
　
の
ん
ど
　
　
　
　
　
　
　
つ
き
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

度

日
本

の
國

の
恥
を
引
起
す
」
と
、
娘

の
劔

を
押
取

て
咽

に
が
は
と
突

立

つ
る
、
人

々
「、是

は
」

　

た
ち
さ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
ら
　
　
　
　　
　
　
　
か
ん
き
　
　
　
こ
く
せ
ん
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い

と
立
騒
げ

ば

【、ア

・
寄
ま

い
ノ
丶

」
と
は

っ
た
と
睨

み
.、
「
な
ふ
甘
輝

・
國
性
爺
、
母
や
娘

の
最

こ

か
な
ら
牽
な
げ
く

か
な

地
色

た
っ
た
ん
わ
う

め
ん
ノ
＼

　
か
た
音

か
た
青

　
　

う
つ

あ
り

期
を
も

必

歎
な
悲
し
む
な
、
韃
靼
王
は
面
々
が
母
の
敵
妻
の
敵
と
、
思

へ
ば
討
に
力
布
、
氣

　

た
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
ひ
　
　
　
ゆ
い
ご
ん
　
　
わ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
く
わ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

を
弛
ま
せ
ぬ
母
の
慈
悲
此
遺
言
を
怠
る
丶
な
、
父

一
宮

が
お
は
す
れ
ば
親
に
は
事
を
缺
く
ま
い

一
一
八

七



傑
作
淨
瑠
璃
集

一
一
八

八

○

肝

の
束

　
　臓
腑
は
束
ね
た
も
の
、辷
考

へ
た
も
の
で
、

そ
の
束
ね
を
い
ふ
o

O

一
貼迫
　
義
の

　道
o

O

経
一迦

に
」經

　
　既
に
知
悉
し
て
み
る
者
に
な
ほ
歉

へ
る

意
に
い
ふ
諺
。

　

て
い
き
ん

○

庭

訓

家
庭
の
教
訓
。

○

由
拙
に
金

一棒

　
強
き
上
に
更
に
強
く
な
る
意
に
い
ふ
諺
。

○

討

て
ば

勝

ち

攻

む

れ

ば
取

る
　

「史
記
」
高
詛

本
紀
に
、「戰
必
勝
、
攻
必
取
、
吾
不
レ如
二韓
信
こ
○

○

玉

あ

る
淵

-
水

涸

れ

ず

　

.、大
戴
禮
」勸
學
篇
に

「玉
房
レ
山
面
木
潤
、
淵
生
レ珠
両
岸
不
レ枯
」。　
「韓
詩
外
偉
し

卷
五
に
「水
淵
深
廣
、
則
龍
無
生
レ之
」。　
こ
こ
の
丈
は
、
日

本
は
玉
淵
龍
池
の
國
で
あ
る
ミ
ぼ
め
た
の
で
あ
る
Q

O

國

々
た

り
着

々
た

る

H

本

　
國
は
國
た
る
政
道

行
届
き
、
君
は
着
た
る
迸
を
蓋
し
給
ふ
日
本
o

O

麒

麟

測
藤
内
を
麒
麟
兒
、・蔽

め
た
の
で
あ
る
。
麒
麟

兒
芝
は
才
智
優
れ
た
兒
」童
の
稱
…O
杜
甫
の

「見
工徐
卿
二
子
一

欲
し
の
句
に

「竝
是
天
上
麒
麟
見
し。

　
　
　
　
　

し
　
　
　
　
　い
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
　
　
　
　け
う
く
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　ふ
　
そ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
き
よ

そ

、

母

は

死

し

て

諌

め

を

な

し

父

は

存

ら

へ
教

訓

せ

ば

、

世

に

不

足

な

き

大

將

軍

浮

世

の

思

ひ

で

こ
れ
ま
で

　
　

み
き
も

た
ば
ね

び
と
ゑ
ぐ

せ
き
り

　

　

　
ヵ

　
　

き
ん
し
ゃ
う
ぢ
よ

　

　

　

の
こ

　

　

　

　
な
に

出

是

迄

L
と

、

肝

の

束

を

一
抉

)

切

さ

ば

き

、
「
サ

ァ

錦

祚

女

此

世

に

心

殘

ら

ぬ

か

」
、
「
何

し

に

心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
う
ふ
　
　

な
　
ご
り
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
ひ
き
ょ
　
　
　
　
こ
く
ぜ
ん
や
　
　

い
で
た
ち
　
　み

の
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
あ
げ

殘

ら

ん

」

と

い

へ
ど

も

殘

る

夫

婦

の

名

殘

、

親

子

手

を

取

引

寄

せ

て

國

性

爺

が
出

立

を

見

上

、

み
　
お
ろ
　
　
う
れ
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
が
ほ
　
　
し
や
ぽ
　
　
　か
た
み
　
　
フ
ニ
い
ぢ
ど
　
　
　い
き
　
　た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

地
お
に
　
　
あ
ざ
む
　
こ
く
せ
ん
や

見

下
し
嬉

し
げ

に
、
笑
顔
を
娑
婆

の
形
見

に
て

一
度

に
息
は
絶

へ
に
け

リ
ノ、
鬼
を
欺
く
國
性
爺

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
な
こ

く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　'ゆ
い
ご
ん
そ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ぶ
　
　
　
　
　
こ
く
せ
ん

り
や
う
こ
　
　
い
さ

　

　

　

　

　

　

ご
じ
や
う
ぐ
ん

龍

虎

と

勇

む

五

常

軍

、

涙

に

眼

は

眩

め

ど

も

母

の

遺

言

背

く

ま

じ

、

妻

の

心

・を

破

ら

じ

と

國

性

　

　

　

　

　

　

は
ち
　
　
か
ん
き
　
　
　
　
　こ
く
せ
ん
や
　
　
　
は
ち
　
　
し
ぼ
　
　
　
　
　
　か
《
　
　
　
　な
き
か
ら
お
さ
　
　
　
　
　
　べ
　
　
　
弛
し
ゆ
つ
ち
ん

や　
　

か
んき

爺

は
甘
輝
を

恥
、
甘
輝

は
文
園
性
爺

に
恥

て
萎
る

丶
顏
隠
す

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亡
骸
納

む
道

の
邊

に
、
出
陣

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　み

膵

と
爆
死
二
つ
を
」
道
の
・
母
が
燮

驫

邂
に
讐

父
懲

輩

に
講

評
て
騰

・
堤
む

れ

ば

解

る

鵡

揮

府

臥
心
讃

の

轡

慨

の

軟

玉

、
※
蛮

あ

る

瀧

は
醗

磁

れ

す

、

龍

摺

む

池

は

水

群

れ

す

期

　
　
　

ゆ
う
し
ゃ
　
　
し
ゅ
つ
し
や
う
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
り
ん
こ
れ
な
る
　
　
　
　
ゐ
　
こ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　て
ら

か
る
、
勇
者

の
出

生

す
園
圃
た
り
君
着
た
る
、
日
本
の
麒
麟
是
成
は
と
異
國

に
、
武
徳
を
照

し
け
)

第

四

(
松
浦
の
住
吉
瓧
。

道
行
。
九
仙
山

)

登
場
人
物
の
主
な
者
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掌
晶

　

た
ん

韃

靼

兵

　

が
た

　

　

ま
つ
ら

ぜ
ん
だ
ん
く
わ
う
に
よ

興 奮 芝 し

:大差

勢瓏1 膨
覊

鷸
數
.
5

け
い桂

(思
余
烈
皇
帝
の
遺
臣
)

螽

稼
論

の)

り
よ
う龍

(
思
索
烈
皇
帝
の
潼
臣
)

ぜ
い

欄

概

観
.
紫
(田心心不
列
脚皇
帝
の

妹
。
二
十
二
歳
)

巷

　

　

　

霧
(
明
の
先
祖
高

皇
帝
の
化
身
)

き
　　
　
　
　
　
　

れり
よ
　つ
　
　
　
　
りじ

左
　
　
龍
　
　
虎
(
南
京
雲
門
開
戸
、將
)

甌
懴
鍵
羅
懿
朧
繋
騒
蟻
塚
) び

ん
づ
ら
ゆ
　
　
　
　
　
ど
う
じ

角
髪
結
う
た
童
子
(佳
吉
の
紳
の
化
身
)

暫

　

霧
(
青
田
の
劉
伯

温
の
化
身

)

りつ
　
　
　
　
　
　
　
ゑり
あで
つ
　
　
　
　
　ゆし

右
　
　
龍
　
　
虎
r(南
京
雲
門
關
の
大
將
)

ぽ
い
　
　
　
　
ろ
く
　
　
　
　
わ
う

貝

勒

王
(韃
靼
國
の
鎮
護
大
勝
)

　

　

　

ま
つ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　

む
つ
　
　
　
　
わ

そ
つ
な
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
く
ぜ
ん
や

　

肥

前

松

浦
潟

に
残

れ

る

小
睦

は
、

大
和

藤

内

が

唐

土

に
渡

っ

て
.國

性

爺

と
改

名

し

、
數

萬

騎

の

大
將

軍

と

な

っ

た

と
聞

い
て
勇

み

立

ち

、
男

装

し

て

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

に
っ
き
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
こ
　
　
は
け

菅

笠

を

被

り
、

松

浦

の
住

吉

瓧

に

日
参

す

る

。

そ

し

て
神

木

の
松

を

相

手

取

っ

て
劒

道

の
稽

古

を
勵

む

。

か

く

て
住

吉

紳

の
御

守

護

を

得

て
商

船

の
便

を

求

め

、
栴

檀

皇

女

を

件

っ
て
唐

土

に
渡

ら

う

と

す

る
。

楡

壌

道
行
〕

秋
の
頃
兩
女
は
唐
土
に
渡
る
を
思
ひ
立
ち
、肥
前
の
寿

(
鑼

杵
)
・讐

(欝

)
・
み
る
め
の
浦
(欝

∀
箱
崎
(噸
髀

代
)
・群

川

七
瀬
淀
(松
浦
郡
内
)
・遞
の
瀧
(欝

)
な
ど
の
導

の
景
色
を
眺
め
つ
感

興

飜

浦
)
に
至
り
、
爨

繕

う
て
み
る
華

の
船
に
乘
る
。
船
は
唐
土
を
さ

し
て
沖
へ
出
る
。
鬣

+
二
島
蠡

か
に
望
ん
で
呆

の
領
海
謙

れ
、
順
風
に
乗
じ
て
碆

羹

の
㌍

,
讖

碧

海
龕

そ

慧

の
港

(
暢

箭

硼
喉
)
に
蓼

。
兩
女
は
喜
ん
で
靈

の
童
子
に
禮
莚

べ
て
響

を
問
へ
ば
、
華

「
私
は
襲

職
の
毒

童
子
と
申
す
耄

あ
る
。
す
ぐ
挂

吉

　

　

　

　

そ
な
た
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ぎ
だ

に

歸

っ

て

其

方

等

の

歸

朝

の

時

を

待

ち

ま

せ

う

」

と

て

、

兩

女

と

別

を

告

げ

、

日

本

を

さ

し

て

沖

へ
漕

出

す

。

〔九
仙
巴

畷
の
遺
臣
墅
蘓

は
、
山
か
岳

へ
身
纛

し
、李

書

て
る
豊

年
を
経
て
癖
畿

(麟

澗
讒

嚢

懲

鰹
齲

暴

袖
)
に
登

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

ら
う
を
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
だ
ん

つ

た
。

其

處

に

は
大

き

な

眉

で

白

髪

の

老
翁

が

二
人
碁

を
囲

ん

で

み

る

。

呉

三
桂

は

之

に
近

寄

っ

て

、

太

子
を

石

垣

の

上

に
置

き

、
囲

碁

を
見

な
が

ら

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　サヒ　
ほ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
ん
く
つん
　
　
　
　
　
　
　
い
ま

其

の
樂

し

み
を

問

ふ
。

老

翕

「
古

書

に
、

大

地

世

界

を

以

て

一
面

の
碁

盤

と

な

す

と

あ

る
」

と

て

,
囲

碁

に

よ

せ

て
天

運

の
循

環

を
説

き

、
「
今

日
本

　

　

こ
く
せ
ん
や
　
　
　
　
　
　
だ
い
み
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
っ
さ
い
ち
ゅ
う

か
ら

風

性

爺

が

渡

り

、

大

明

の

味

方

と

な

っ
て

戰
爭

の

眞
最

中

で

あ

る
」

と

い
ひ

、

仙
術

に

よ

っ

て
其

の
有

様

を

見

せ

る

。

ま
つ

櫻
嘆

く
春

の
頃

、
敵

　

　

　
　

　

　

國

性

爺

合

戰

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
二
八
九



　

　

　

　

　

　

傑

作

淨

瑠

璃

集

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二
九

〇

　

よ
　
　
　
　
　
せ
き
と
う
じ
ゃ
う
　
お
と
し
い　
　
　
　
　
　
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
き
ん
う
ん
も
ん
く
わ
ん
　
　
　
　
　
さ
　
り
ょ
う
こ
　
　
う
　
り
ょ
う
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
く
ぜ
ん
や

の

撮

れ

る

石

頭

城

を

陥

れ

る

。

奪

い

で

夏

景

色

と

攣

り

、

南

京

雲

門

關

の

大

將

左

龍

虎

・
右

龍

虎

が

三

千

騎

を

以

て
關

を

守

っ

て

み

る

。

國

性

爺

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぜ
き
　
　
く
わ
ん
じ
ん
ち
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
き
も
の
　
　
ひ
ら
　
　
　
　
　
や
う
き

ひ
　
　
　べ
う
た
い
し
ん
で
ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
た
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

べ
ん
け
い

こ

の

關

を

通

過

し

よ

う

と

し

て

、

辨

慶

が

安

宅

の

關

で

勸

進

帳

を

讀

上

け

九

例

に

倣

っ

て

,

行

者

を

裝

ひ

,

巻

物

を

被

い

て

、

楊

貴

妃

の

廟

太

眞

殿

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
く
ぜ
ん
や
　
　
　
　
　
　
　か
ん
ぽ
　
　
　
　
　わ
め
　
　
か
か
　
　
　
　
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
く
わ
い
り
う

め
づ

再

興

勸

進

の

文

を

讀

上

げ

る

。

關

守

は

國

性

爺

た

る

を

看

破

し

、

喚

き

掛

っ

て

搦

め

よ

う

と

す

る

。

國

性

爺

に

つ

こ

と

笑

ひ

、
「
樊

繪

流

は

珍

ら

し

か

ら

す
,
門
を
破

る
は
呆

の
馨

謙

寛

よ
や
」(
こ
の
解
は
「
心
中
天
の

綱
嶋
」
の
中
に
述
べ
た
)
と
て
,
舞

木
・響

が
押
破
軌

關
手
筆

叩
き
伏
せ
、
逃
げ
る
麁

ん
で
投

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う
ち
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　だ
っ
た
ん
　
　
　
　
　
か
い
り

わ
う
　
　た
て
こ
も

飛

ば

し

、

左

龍

虎

・
右

龍

虎

を

討

取

っ

て

過

ぎ

ろ

。

忽

ち

秋

と

攣

り

、

國

牲

爺

軍

を

進

め

て

,

韃

靼

の

軍

將

漁

利

王

の

立

籠

る

堅

城

を

夜

襲

し

、

火

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

のりヒや
りれノもう
アへいしリヤ
りつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リム　　　　　き

放

っ

て

之

を

占

領

す

る

。

や

が

て

冬

景

色

と

轉

じ

、

國

性

爺

が

北

州

の

長

樂

城

を

略

取

し

、

進

ん

で

三

+

八

城

を

抜

き

、

太

子

の

行

啓

を

待

つ

τ

ゐ

　

や
う
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
だ

る

様

子

が

見

え

る

。

呉

三

桂

は

大

い

に

喜

び

、

太

子

を

抱

い

て

國

性

爺

の

城

に

走

り

行

か

う

と

す

る

。

老

翁

之

を

止

め

て

、「
手

に

取

る

や

う

に

見

え

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
い

も

,

實

は

い
つ

れ

も

百

里

を

隔

て

て

み

る

。

汝

が

こ

の

山

に

入

っ

て

】
時

の

聞

と

思

へ

ど

も

、

既

に

五

年

の

春

秋

を

経

た

。

忠

誠

を

勵

む

を

め

で

て

、

畷
の
恢
復
す
る
鼕

見
蕘

の
で
あ
る
」
と
て
、
二
人
の
老
翁
憾

我
は
明
の
詣

釁

馨

あ
る
㌔

.
我
は
謙

の
鶴
鑑

(鍔

踏

羅

欒

勝

人
)
で
あ
る
L
と
籖

っ
て
,
共
に
其
の
姿
が
消
え
る
。
呉
三
桂
は
金
星

事
を
李

に
語
っ
て
喜
ぶ
。

　

　

　

　

せ
ん
だ
ん
く
わ
う
に
よ
　
て
い
し
り
ょ
う
　
　
こ
　
む
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
い
ろ
く
わ
らり

　

折

か

ら

栴

檀

皇

女

・
鄭

芝

龍

。
小

睦

が

連

立

ち

、

呉

三

桂

を

尋

ね

て

来

り

、

太

子

の

御

無

事

を

喜

ん

で

昔

語

り

を

し

て

み

る
際

、

敵

將

貝

勤

王

大

擧

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
う
く
わ
う
て
い

り
う
は
く
う
ん
　
お
う
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

む
つ
　

す
み
よ
し

し

て

攻

寄

せ

た

。

呉

三

桂

帥

ち

天

を

拜

し

、

太

子

と

共

に

高

皇

帝

・
劉

伯

温

の

擁

護

を

祈

る

。

姫

宮

。
小

睦

は
佳

吉

大

明

神

の

御

加

護

を

斬

る

。

忽

ち

か
ん
お
う
　
　
　
　
　
か
け
は
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
よ
　
　
　
　

か
け
は
し

感
應
あ
っ
て
雲
梯
が
出
現
す
る
。
そ
こ
で

一
同
は
怖
る
く

之
を
渡

っ
て
對
ひ
の
山
に
達
し
た
。
其
の
後
で
敵
兵
五
百
餘
騎
駈
寄
せ
τ
雲
梯
を
渡
り
、

　

　

な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
け
は
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
に
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　め
ん
か
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
め

其

の

半

ば

に

來

た

時

、

風

俄

か

に

起

っ

て

雲

梯

を

吹

拂

ひ

、

敵

將

始

め

悉

く

谷

間

に

落

ち

重

な

り

、

面

額

を

打

割

り

或

は

首

を

折

り

.

泣

き

喚

き

な

が

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
げ
お
と
　
　
　
　
　
　
　
　み
な
ロご
ろ
し
　
　
　
　
　
　
　ぽ
い
ろ
く
わ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
づ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　は

ら
う
よ
く

し
て
み
る
。
呉
三
桂

・
鄭
芝
龍
は
大
石
大
木
を
没
落
し
て
之
を
鏖
殺
に
す
る
。
貝
勤
王
は
岩
根
を
傳
ひ
葛
に
取
附

い
て
這
ひ
登
る
。
呉
三

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

ぬ
い
ろ
く
わ
う
　
　
あ
た
ま
　
　
　
く
だ
　
　
　
　と
う
ふ
　
　
　
　
　
　
う
ち
つ

桂

こ
れ

に
碁

盤

を

投

附

け

れ

ば

,

貝
勤

王

の

頭

の
鉢

碎

け

,

豆
腐

を
石

に
打

附

け

た
如

く
散

観

し

た

。

か

く

て
呉

三

桂
等

皆

打

連

れ

、
幅

州

の

城

に
入

　

　

こ
く
ぜ
ん
や

っ

て
國

牲

爺

と
會

す

る
。



　
　
　
　
　
　
　
箒

　

五

(
編
州
の
城
内
Q

南
京
城

)

登

場

人

物

の

主

な

者

　

　

　

　

え
い
　
　り
ゃ
く
　く
わ
う
　
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
　
　
だ
ん
　
　く
わ
う
　
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆヂゆ　
　
　
　
さ
ん
　
　
　
　け
い

　

　

　

　

・永

　
麻
眉
　
白
玉
　
帝

(
思

出不
列
脚皇

帝
・の
子

)

"　

栴

　
禧
臥
　
白
蝋
　

女

(
思

ウ不
烈

・皇

帝

の
妹

)
　

　

呉

　

　
　一ご

　

　

柱
仙(
司

馬
將

軍

)

　
　
　
　
儲

　

輝
(散
騎
將
軍
)
　

斷
欝

(蘇

纂

麗

蘇
蜜
灘

剛暑

謔.

麟
(礎

饗
讙

.)

　

　

　

　

だ
っ
　
　
　

た
ん
　
　
　
　わ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　り
　
　
　
　
た
う
　
　
　
　りしん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
き
ム
　
か
た
　
　ぐ
ん
お
ほ
ぜ
い

　

　

　

　

韃

靼

王

　

　

　

李

蹈

天

(
明

の
逆

臣

)

　

敵

味

方

の

軍

大

勢

雷
鳥　

　
　

・既

キ

　
　
　　
　
　　
　ェ万℃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
く
ぜ
ん
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
ん
じ
ゅ
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
か　
　
　
リノ　
　
　
　
　
え
い
り
ゃ
く
く
わ
う
て
い　
　
　
　
　
　
　
　
こ
く
せ
ん
や
　
　
　
　
　
り
ゅ
う
め

　

太

子

の

一
行

は

幅

州

の

城

で

國

性

爺

と

會

合

し

、

太

子

は

天

子

の

印

綬

を

佩

び

て

帝

位

に

即

き

、

永

暦

皇

帝

と

い

ふ

。

國

性

爺

乃

ち

龍

馬

が

原

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬボし　
さ
ん
け
い
　
　か
ん
き
　
　
　
　
　
　だ
っ
た
ん
わ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　さ
う
て
ん
　
　
　
は
ち

八

町

四

方

の

木

城

を

築

い

て

皇

帝

を

移

し

,

呉

三

桂

・
営

輝

と

共

に

韃

靼

王

討

伐

の

謀

を

議

す

る

。

呉

三

桂

の

策

は

、
「
竹

筒

に

火

薬

を

装

填

し

て
蜂

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
で
　
　
　
さ

入

れ

た

物

數

千

本

を

作

り

、

食

物

を

容

れ

た

や

う

に

見

せ

て

敵

に

之

を

拾

は

せ

れ

ば

,

蜂

が

群

れ

出

て
螫

す

の

に

驚

き

、

竹

筒

を

燒

拂

は

う

と

す

る

で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぼ
く
は
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ん
ど
く
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ぎ
な
　
　
ど
く
ロてう

あ

ら

う

。

其

の

時

火

薬

が

爆

發

し

て

、

敵

は

皆

死

ぬ

で

あ

ら

う

」
と

い

ふ

。

甘

輝

の

策

は

、

「
飮

食

物

に

鴆

毒

を

入

れ

、

敵

を

誘

っ

て

毒

殺

し

た

ら

よ

か

ら

う

」

と

い

ふ

。

　

　

　

　

　

　

せ
ん
り
　
　
　
　
　
　
　と
ら
　
　
　
　
し
ま
え
び
す
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　け
つ
ぼ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
ぽ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ん
べ
い

　

國

性

爺

は

、
「
千

里

が

竹

で

捕

へ
た

島

夷

等

を

日

本

流

に
結

髪

さ

せ

て

る

る

か

ら

、

之

を

先

鋒

に

立

て

て

日

本

か

ら

の

援

兵

の

如

ぐ

見

せ

、

敵

が

恐

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
ゃ
に
　
む
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
っ
た
ん
わ
う
　
　
　
　
　
　
は

て

腰

を

拔

か

す

に

乘

じ

,

遮

二
無

二
斬

入

っ

て

韃

靼

王

の

首

を
刎

ね

よ

う

」

と

主

張

す

る

。

　

　

　

　

ぜ
ん
だ
ん
く
わ
う
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　じ
　
ひ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
く
は
く

　

こ

の

時

栴

檀

皇

女

立

出

で

て

、

老

一
宮

の

旗

と

老

一
宮

自

筆

の

書

状

と

を

國

性

爺

に

渡

す

。

其

の

文

に

、

「
今

日

今

夜

南

京

城

に

肉

薄

し

て

討

死

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぐ
ん
ひ
や
う
ち
や
う

べ

し

」

と

あ

る

の

で

、

國

性

爺

の

軍

評

定

も

突

撃

す

る

事

に

決

し

た

。

　

ら
う
い
つく
わ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
た
う
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　だ
っ
た
ん
わ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　や
ぐ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
け
ど

　

老

一
宮

は

敵

の

城

門

に

到

っ

て

李

蹈

天

に

決

闘

を

申

込

ん

だ

。

韃

靼

王

は

薄

陽

門

の
櫓

か

ら

之

を

見

、

部

下

に

命

じ

て

老

一
宮

を

生

捕

ら

せ

た

。

折

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
ん
き
ん
じ
ゃ
う
　
せ
ま
　
　
　
　
　
　ま
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
っ
た
ん
わ
う
　
　
り
　た
う
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
く
　
　
　
　こ
く
ぜ
ん
や

か

ら

國

牲

爺

は

死

を

決

し

て

南

京

城

に

逼

り

、

城

牆

に

陥

落

し

よ

う

と

す

る

時

,

韃

靼

王

・
李

蹈

天

は

老

一
嘗

を

縛

し

て

國

性

爺

の

眼

前

に

出

し

、「
汝

　

　

　

　

　

　

國

性

爺

合

戰

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

二
九

一



■

　

　

　

　

　

　

傑

作

浄

瑠

璃

集

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ご

九

二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
か
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
び
　
　は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
き

せ
つ
ぷ
く

切

腹

す

る
か

、
或

は

日

本

に
還

る

か

し

な

け

れ
ば

、

汝

の

父

の
首

を
刎

ね

る
L

と

い
ふ
。

老

一
宮

「
親

は
八

つ
裂

に

さ
れ

て
も

目

も

く

れ

る

な
。

大

義

　

　

　

　
ま
い
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
は
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
く
を
ん
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
た
う
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

を
守

っ
て
邁

進

せ

よ
」

と
勵

ま

す

。

そ

こ

で
國

牲

爺

が

進

ま

う

と

す

れ
ば

、
李

蹈

天

は
劔

を

父

に
擬

す

る
。
國

性

爺

は
之

を
見

て

ど

う
も

進

ま

れ

な

い
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

だ
っ
た
ん
わ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
は
や

甘

輝

と

呉
三

桂

と

は

、
か

う

な

っ
て

は
急

ぐ

。へ
か
ら

す

と
思

ひ

、
韃

靼

王

の
前

に
進

み

出

て
頭

を
下

げ

、「
我

々
の

運
命

も
最

早

盡

き

ま

し

た

。
我

々
兩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ
ぐ
せ
ん
や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

だ
った
ん
わ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゆ
　
だ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ま
　
　
　
　
　
　
　
に
は

人

を

お

助

け

下

さ
ら

ば

、
国

権

爺

の

首

を

取

っ

て
差

出

し

ま

す
」

と

い
っ

た

。
韃

靼

王

は

之

を
聞

き

、
喜

ん
で

油
断

す

る

。
其

の
隙

に
兩

人

は
遽

か

に

　

　

　

　

　
け
　
た
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
く
　
　と
　
　
　
　
わ
　
た
う
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
て
　
こ
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　だ
っ
た
ん

起

ち

、

王

を
蹴

倒

し

て
縛

り

上

げ

る

。
國

性

爺

も
急

に
起

っ

て
父

の
縛

を
解

き

、
李

蹈

天

を
取

っ

て
押

へ
、
高

手

小
手

に
繩

を

掛

け

る
。
か

く

て
韃

靼

わ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ひ
か
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
　
　
よ

王
を
ば
半
死
半
生
に
撲
ち
の
め
し
て
、
本
圃
に
逐
返
し
、
李
蹈
天
の
首
を
引
抜
く
。
こ
こ
に
於
て
國
亂
李
ら
ぎ
、
再
び
明
の
代
と
な
る
ゆ

σ
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